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　横浜市は、明治22年に市制がしかれてから間もなく
135年が経過しようとしています。これまで先人たち
が、ありたい姿を追求し市民の皆様とともに力をあわ
せて今の横浜をつくってきました。これからは現代を
生きる私たちが、社会の変化が早く、先を見通しにく
い困難な時代を乗り越えて、子どもたちに、未来に横
浜をつないでいかなければなりません。令和４年に策
定した「横浜市中期計画2022−2025」では、「子育て
したいまち　次世代を共に育むまち　ヨコハマ」を基
本戦略に掲げ、横浜に関わる様々な人、企業、団体の
皆様とともに、横浜の持つ多様な魅力をさらに高め、

「住みたいまち、住み続けたいまち、選ばれるまち」の
実現を目指しています。 横浜の今と未来のために、差
し迫った課題に迅速に対応し、市民の皆様のニーズに
真に応える施策を確実に進めていく必要があります。
　下水道事業では、「かけがえのない環境を未来へつな
ぐ下水道」を基本理念に掲げ、この実現に向けて「安
全で安心な市民生活の実現」「循環による良好な環境の
創造」「安定したサービスの持続的な提供」「脱炭素社
会への挑戦」を経営方針とする４年間の実施計画とし
て「横浜市下水道事業中期経営計画2022」を策定して
います。計画の実現に向け、「信頼と共感」「挑戦」「多
様な連携」「経済性と公共性」を基本姿勢として職員一
丸となって取り組んでいます。

２．横浜市の下水道事業

（１）下水道事業の沿革
　本市の下水道事業は、1870年に旧外国人居留地にお
いて陶管を埋設したことから始まりました。1962年に
は本牧下水処理場（現在の中部水再生センター）が最
初に稼働したことで本格的な汚水処理事業を開始しま

した。高度経済成長期以降、急激な人口増加と都市の
発展を遂げる一方で、河川等の公共用水域の水質が著
しく悪化したことなどを背景に、1970年代から短期間
で集中的な下水道の整備に邁進しました。特に1980年
以降は年間1,000億円を超える下水道整備費を投じ、急
速な整備を進めた結果、1990年代には下水道普及率が
90％に到達し、現在では、ほぼ100％となっています。

（２）老朽化対策
　本市は、管きょ総延長約11,900km、人孔約54万基の
ストックを保有しています。そのうち、供用から標準
耐用年数である50年を経過した管きょ延長は、約７％
にあたる900kmに上り（2018年度末時点）、今後その
延長はさらに急増していきます。将来にわたり安定し
た下水道サービスを提供するためには、加速度的に進
行する下水道管きょの老朽化が重大な課題であり、計
画的かつ効率的な対策が求められます。
　管路施設については、老朽化が原因で発生する道路
陥没などを未然に防ぐ取組として、状態監視保全によ
る維持管理を進めています。具体的には、小口径管の
スクリーニング調査や、布設から30年以上経過した内
径800㎜以上の中大口径管約1,500kmを対象に、詳細調
査・緊急清掃・緊急修繕及び統括マネジメントの４つ
の業務をパッケージ化した包括的民間委託を実施して
います。
　下水処理施設（11か所の水再生センター、２か所の
汚泥資源化センター等）については、施設を解体し新
たに作り直す「再構築」を計画的に進めています。中
部水再生センターでは、令和３年度から再構築事業に
着手しており、現在、限られた敷地で施設の撤去・新
設を行うために既存施設の処理能力の増強工事を進め
ています。

（３）浸水対策
　近年、局所的な集中豪雨等により浸水被害が全国各
地で発生しています。本市では、都市機能が集積する
横浜駅周辺地区において、目標整備水準を時間降雨量
約60mmから約74mmに引き上げる「エキサイトよこ
はま龍宮橋雨水幹線」（内径3,750mm、全長約５km）
の整備を進めています。その他の地区においても、過
去に浸水被害が発生した地区から優先して、時間降雨
量約50ｍｍまたは約60ｍｍに対応する雨水幹線等の整
備を進めることで治水安全度の向上を図っているとこ
ろです。また、目標整備水準を超える降雨による浸水
被害の軽減のために、グリーンインフラの活用による
雨水流出抑制対策や、市民の皆さまの円滑な避難行
動・防災意識の向上を目的とした内水ハザードマップ
の配布などのソフト対策にも取組んでいます。災害に
強い安全・安心な都市を目指し、ハードとソフトの両

横浜市長　山中　竹春

横浜市の下水道事業　〜先人が
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輪で総合的な浸水対策を推進しています。

（４）脱炭素社会への挑戦
　深刻化する地球温暖化に対して、世界的な行動が求
められています。本市は「横浜市脱炭素社会の形成の
推進に関する条例」を2021年に制定するなど、脱炭素
に向けた動きを加速化しており、2023年１月には「地
球温暖化対策の推進に関する法律」第21条第３項に基
づく計画である「横浜市地球温暖化対策実行計画」を
改訂し、温室効果ガスの削減目標を、2030年度におい
て50％削減（2013年度比）、2050年度に温室効果ガス
実質排出ゼロとしました。
　下水道事業は、市役所事業全体の温室効果ガス排出
量の約２割を占め、一般廃棄物処理事業に次ぐ２番目
に排出量の多い事業となっています。そこで、下水道
事業における脱炭素の推進に向け、具体的な取組を体
系的にまとめた「横浜市下水道脱炭素プラン」を2023
年２月に策定し、「横浜市地球温暖化対策実行計画」と
同じく50％の削減目標を下水道事業としても掲げまし
た。
　この削減目標達成にむけ、下水道事業では様々な場
面において、「温室効果ガスを出さない」、「環境にやさ
しい電力の利用」、「温室効果ガスの利活用」、「排出量
の埋め合わせ」といった、４つの視点に基づいた取組
を進めています。「温室効果ガスを出さない」取組とし
て、下水の処理過程で発生する一酸化二窒素などの温
室効果が高いガスを大幅に削減するため、高性能の汚
泥焼却炉を設備更新に合わせて導入します。これによ
り、2013年度比で約4,000tの温室効果ガス削減が見込
まれます。また、創エネの推進としてPPA等を含めた
新たな事業スキームによる自家消費型の太陽光発電設
備を導入するほか、購入する電気の一部をCO２フリ
ー電力にするなど、「環境にやさしい電力の利用」を進
めています。

（５）循環型社会への貢献
　本市では、下水汚泥を原料とした化石燃料の代替と
なる燃料化物の製造や、下水汚泥を焼却して発生する
焼却灰を改良土やセメント等の建設資材の原料として
活用するなど、下水汚泥の全量を有効利用しています。
　これに加えて、昨今の食料品の物価高騰などに対応
するため、肥料原料となるリンを豊富に含んだ下水道
資源の肥料利用拡大に向けたニーズが高まる中、現在
未利用資源である脱水ろ液から肥料の原料となるリン
を回収する新たな取組を開始しました。
　月島JFEアクアソリューション株式会社と共同研究
体を構成し、国の下水道革新的技術実証事業（B-DASH
プロジェクト）に応募し、今年２月に採択され、国土
技術政策総合研究所からの委託研究として「MAPによ

り脱水ろ液から効率的にリンを回収する技術に関する
実証研究」を実施しています。本市の汚泥集約処理施
設に実証施設を設置し、従来技術よりもリンの回収率
や省エネルギー性等を向上させた技術の確立を目指し
ます。
　さらに、今年７月に、下水汚泥から回収した再生リ
ンの肥料利用促進に向けて、本市・JA横浜・JA全農
かながわの三者で連携協定を締結しました。

　本協定の中で、本市は再生リンの供給等、JA全農か
ながわは再生リンを配合した肥料の製造等、JA横浜は
再生リンを配合した肥料の流通等といった役割を担
い、それぞれが持つ資源や強みを生かしながら、肥料
の国産化・安定供給に貢献することで、食料安全保障
の強化や循環型社会の形成等につなげます。
　この下水汚泥を活用した肥料は、2027年に本市で開
催される国際園芸博覧会（GREEN×EXPO 2027）に
おいて活用し、循環型モデルのショーケースとして、
市民、来場者の皆様に実感してもらえるよう発信して
いきます。

３．おわりに

　2027年に、環境をテーマとした万博「GREEN×
EXPO 2027」を横浜で開催します。圧倒的な花と緑で
皆様をお迎えし、そして、「花や緑の自然環境」と「私
たちの生活や経済活動」が密接に関係しながら共存し
ていく持続可能な社会を世界
に発信していく「グリーン万
博」です。万博という場所か
ら、新しい社会の姿を発信し、
多くの方の意識や行動を変え
るきっかけにしたいと考えて
います。万博の成功とその先
の脱炭素社会の実現に向け
て、これからも力を尽くして
いきます。

写真－１　連携協定締結式

築いた財産を礎に横浜の未来を切り拓く〜
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うに川遊びをして“きれいな水”と触れ合う環境で育ち
ました。川の水生物を捕獲し、魚は食し、時には飼育し
ていました。また、神岡は水の豊かな町として上水道が
できるまでは山水、湧き水から水を引いて各家で利用し
ていましたので、山水と上水道の２つの蛇口がある家が
数多くあります。町中の各所に住民が共同で利用するた
めの水屋があり、今でも野菜を洗ったり冷やしたりと利
用され、住民が顔を合わせる「よりどころ」として大切
に受け継がれています。
　一方で私が小学生の頃、大変ショッキングな出来事が
ありました。それは、鉱山の排水（カドミウム）の影響
で、農業用水や生活用水として利用していた下流側の住
民に対し、日本四大公害病と言われるイタイイタイ病の
原因の町となったことでした。当時は、まだ幼く理解で
きていませんでしたが、成長と共に水には水質が重要で
あることが知識として備わったことを覚えています。
　大学では宮大工である先祖の影響で、ものづくりをや
ろうと土木業界を目指しました。しかし、東京で生活を
始め、水道橋から大学への通学途中にある神田川を見て、

「こんなに汚い川があるのか」という水に対して人生２度
目の大きなショックを受けました。毎日の通学途中で神
田川を目にするたびに「やはり、水をきれいにする仕事
に就こう」という決心を固め、教授に相談したところ「水
コンサルタント」を紹介され、自分の仕事は「これだ」
と確信したことが思い出されます。

３．VUCAの時代と水コンサルタント

　世の中は、VUCAの時代に入ったと言われています。
経済やビジネス、個人のキャリアに至るまで、ありとあ
らゆるものが複雑さを増し、将来の予測が困難な状態に
あります。例えば、新型コロナウイルスの流行や、地球
温暖化に伴う気候変動や異常気象、自然災害など、予測
が困難な事象が次々と起こっています。また、グローバ
ルな流れに目を向けても地域紛争など、世界政治が先行
き不透明、経済状況も不安定となっています。
　日本が抱える社会問題として、環境、資源、労働、教
育など多岐にわたりますが、その中でも大きな課題とし
て、「少子高齢化」による「人口減少社会」に伴う財政難
や、労働人材不足、後継者不足による技術の消失、企業

１．はじめに

　新年あけましておめでとうございます。昨年６月の総
会で新たに副会長に就任いたしました日本水工設計株式
会社　細洞克己です。今回執筆の機会を頂きましたので、
自己紹介も兼ねて、今後の水コンサルタントへの想いを
述べさせていただきます。
　私は、これまで下水道施設小委員、下水道情報小委員
長、災害時支援委員長の立場で各委員会において活動し
て参りました。今後は、副会長として、協会活動が有意
義なものとなるよう微力ではございますが、尽力して参
りたいと思います。皆様にはご支援とご協力を賜ります
ようよろしくお願い申し上げます。

２．自己紹介（水への想い）

　私は、昭和37年に岐阜県飛騨地方の飛騨市（旧神岡町）
で生まれました。飛騨と言えばどのようなイメージを持
たれるでしょうか。飛騨地方は、「木の国・山の国」と言
われ、日本を代表する山々に囲まれています。また、冬
は２ｍ程度の雪が積もる雪国です。日本の原風景が残る
この地域に訪れる人も多く、飛騨地方の人口が約14万人
に対して、飛騨高山の年間観光客数は約300万人、飛騨
市、下呂市、白川村を含めると、さらに多くの観光客で
賑わっています。最近ではドラマやアニメで取り上げら
れる機会も増え、知名度も上がっています。
　水の視点で言えば、山々が蓄えた大量の雪解け水は幾
筋もの源流となり、美しい滝や渓谷の数々を作り出して
います。飛騨の清らかな流れは、神通川水系の宮川や高
原川、木曽川水系の飛騨川など、田畑や町を豊かに潤し、
人々の暮らしを支えてきました。飛騨川には分水嶺もあ
り、季節ごとに緑と清流が織りなす美しい景色は、いつ
の世も人々の心を癒し、未来に残したい貴重な世界とな
っています。
　私が生まれた神岡町は、飛騨としては特殊な街、鉱山
の町として栄えてきました。最近では、世界最大のニュ
ートリノを観測する施設（スーパーカミオカンデ）があ
る街として広く知られ、その観測により二人のノーベル
賞を輩出したことでも有名な場所です。
　神岡の中心部には高原川が流れ、幼少期には毎日のよ

新たな役割を担う

水コンサルタントへの想い

副会長挨拶

公益社団法人 全国上下水道コンサルタント協会副会長
（日本水工設計株式会社／代表取締役社長）　　　　　　 細洞克己
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の倒産、そして、地方都市においては「消滅可能性都市」
と呼ばれる課題も顕在化しつつあります。また、労働形
態においては、人材の流動性も高まり、今後、世界や日
本の社会、個人にどう影響を及ぼしていくか、全てを見
通すことは難しくなってきています。
　上下水道施設は重要なインフラであり、サスティナブ
ルな施設として健全に機能を維持し、高度化を実現しな
がら走り続けなければなりません。VUCAの時代を柔軟
に対応するには、予測可能な課題に対して事前に策を講
じ、現状の施設を最大限活用し、官民が持つ力量の最適
化を図りながら事業を進めることが必要です。
　このように社会環境が大きく変化している中で、水コ
ンサルタントの役割は、基盤となる技術力を高め、そし
て伝承し、必要な技術開発を継続的に進めることである
と考えます。さらに、産学官の様々な視点、ステークホ
ルダーとの事業展開における横串的な役割を担った連携
構築や、新技術の適用性の評価、新たな事業領域の拡大
を担うことなどが挙げられます。常に先見的な視野を持
ちながら進化・変化させ、業界全体をリードする立場と
なることが求められています。

４．水コンサルタントの今後の役割と課題

　水コン協では、先のビジョンに基づいた最終期間「第
三期中期行動計画（2022-2024）」の達成を目指していま
すが、次のビジョンを考える時期に来ています。今後は
次のビジョンに向けて、この10年間の変化や施策の達成
状況を整理し、また、水コンサルタントの上下水道事業
に係る領域も広がっていますので、新たな視点で研鑽を
継続しつつ、次世代を見据えて動き出すことが重要と考
えています。次のビジョンにも勘案すべき、トピックス
について、中期行動計画の「10の主要行動」に当てはめ、
今後の課題や方向性を整理してみました。

（１）PFASについて（主要行動２）
　このところ、PFAS（有機フッ素化合物）が、話題に
なっています。PFASは、多くの科学的性質を持つこと
から、あらゆる製品の高性能化・高機能化に役立てられ
ていますが、その一方で、人体や環境に対しての有害性
が指摘され、世界的な環境問題として注目を集めていま
す。国内では健康影響について十分な知見がありません
が、環境省は来年度から健康への影響について研究を本
格化する方針であり、今後明らかになると思われます。
　現在、国内ではPFASの水質管理目標値を定め、監視
を続けてきましたが、目標値を超えるケースが多くの地
域で見られ、一部の自治体では粒状活性炭による低減処
理が行われており、海外では既にPFASの処理設備の導
入が進められてきています。
　国内の動向にもよるかもしれませんが、健康への影響
が明らかになってからでは、対応が後手に回ってしまう

ので、水コンサルタントとして安心・安全な水を確保す
るために、PFAS処理について、そろそろ準備を進める
時期と感じています。

（２）今後の災害時の対応について（主要行動３）
　水コン協では、大規模な災害が発生して各自治体の上
下水道施設が被災した場合、施設の早期復旧が図れるよ
う、自治体の要請で災害時支援協定を締結しています。
現在、水コン協では、自治体等と72件の協定を締結

（2023.11.1現在）し、その内、11件の協定が都道府県お
よび管内市町村を対象とする一括協定となっています。
これは、協定対象の自治体に換算すれば、465となりま
す。現在も協定締結を望む問い合せも多く、今後も増え
ることが予想されます。水コン協では、自治体や会員会
社を対象として、限られた時間の中で効率良く災害査定
資料を作成するために災害時支援マニュアル（下水道版）
2018年版を策定していますが、それだけでは網羅しきれ
ない、様々な課題を抱えているのも事実です。
　今後、取り組むべき課題としては、限られた時間の中
での災害査定資料作成の簡素化、効率良く復旧作業を実
施するための関係機関との連携強化、近年多発する水害
時の早期復旧や水道施設を対象とした災害時支援マニュ
アルの策定、協会会員が少ない地域で広域災害が起きた
場合の迅速な対応方法の確立、災害時支援者の継続的な
育成、自治体と協会会員の実践的な災害時訓練の実施な
ど、やるべきことが山積しています。そして、これらの
課題を解決するための行動が求められています。

（３）カーボンニュートラル（主要行動４）
　国では、2050年のカーボンニュートラル（CN）の実
現と共に、2030年度の温室効果ガス削減目標について
2013年度比で46％削減を目指し、さらに50％の高みに向
けて挑戦を続けることを表明しています。そして、「グリ
ーンイノベーション下水道」を下水道事業の目指すべき
姿として位置づけています。2050年のCN実現への脱炭
素化の取組みは持続可能な経済社会に作り変える絶好の
契機とも言えます。
　水コンサルタントは、これまでの脱炭素化の提案に加
え、新たに多様な主体との連携や総力が結集できるよう
リーダーシップを発揮し、CNの実現に向け、積極的に
推進する役目を担う必要があります。そして、脱炭素化
を下水道経営改善や地域活性化へ繋げ、また、下水道の
プレゼンス向上を図ることで人材や資金を惹きつける好
循環へと繋がる提案が大切です。
　CN実現のために、従来の地域社会と連携した効率的
な創・再エネの推進、処理法の省エネ化に加え、新たな
提案として、B-DASHなど新技術開発への参画、温暖化
ガス発生の抑制などの開発・普及、ICT・AI等を活用し
た効率的な運転管理による省エネ化、汚泥肥料利用の促
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進、セメント使用量の低減やリユース材料の活用、構造
物の長寿命化、ZEB化、取り組み状況の見える化など、
寄与するところが幅広くあります。
　水コンサルタントとして、常に様々な先進的取組み等
に目を光らせ、自治体への支援や情報提供を行うことが
求められます。

（４）上下水道業界のDX化（主要行動５）
　国では、ICT・IoT化の推進に2015年頃から取り組み
始め、土木・建築業界では３次元測量やBIM/CIM、ウ
ェアラブルカメラを用いた無人化施工などが積極的に活
用されていますが、上下水道業界ではまだまだ遅れてい
るのが現状です。
　水コンサルタント業界においては、コロナ禍以前、蓄
積データやリアルタイムデータを用いて管路や設備の劣
化予測、降雨予測や水処理施設の運転制御などが行われ
てきました。最近、web方式による会議が普及するなど、
IoT化が広がり、BIM/CIMやAIの活用にも取り組んで
います。AIの活用として、管路や設備の劣化予測精度の
向上、リアルタイムハザードマップなど、効果的な活用
が明確になりつつあります。
　今後、水コンサルタントにおいても、さらにBIM/CIM
を普及させ、根付かせなければなりません。上下水道業
界全体で設計から施工、維持管理を効率的に実施するに
は、上流側である水コンサルタントが普及に向けて加速
させる重要なポジションにあると言えます。
　最近、話題の生成AIは、技術者不足を補うツールとし
て非常に注目され、当社でも活用方法について様々な議
論が進行中です。使用に際しては、一定のルールを作る
必要がありますが、ベテラン技術者からの技術継承に用
いるなど、有益なツールになる可能性を期待しています。
今後、AIに代替させる業務とそうではない業務を区分
し、そうしたノウハウを業界全体で共有していくこが、
より効果的であると考えています。

（５）ウォーターPPP（主要行動６）
　国ではPPP/PFI推進アクションプランとして、2023年
度から10年間で30兆円の事業規模を目標としています。
上工下水道分野では、新たな事業方式であるウォーター
PPPを示し、2031年度までに225件の導入を図ろうとし
ています。2027年度以降の汚水管改築の国費支援要件化
に向けて導入が加速していくでしょう。
　しかし、この事業を推進するためには、数多くの課題
があるのも事実です。例えば、性能発注が基本となりま
すが、仕様発注寄りの契約形態になることも想定される
ので、民間のノウハウや柔軟性がうまく活かせるように
考えなければなりません。また、事故や要望、苦情など
の対応の評価、人口や水量の変化、雨天時浸入水、道路
陥没など、他分野と共通するリスクに加え、上下水道事

業特有のリスクを抽出し、両者合意のもと官民のリスク
分担を定めていくことが重要です。
　ウォーターPPP導入においては適切な情報開示が求め
られます。自治体側では、資産状況や課題を整理して実
施方針などに反映し、利害関係者や住民に対する事前説
明により、PPPへの理解を得る必要があります。一方で、
事業者側には、様々なリスクに対応できるよう事前に把
握、整理し、長期運営を効率良く適切に実施する仕組み
の提案が求められます。そして、コンサルタントだけで
はなく、建設会社やメーカー、維持管理会社、さらに、
状況に応じてシンクタンクや金融・法務関係者などを加
えた企業間の連携が必要不可欠です。その中で、水コン
サルタントは色々な場面で、リーダーシップ、また、企
業間の調整役となって事業推進を行う重要なポジション
が求められます。
　先行するコンセッション事業等においては、大手のコ
ンサルタントが参画していますが、今後ウォーターPPP
の取り組みが加速すると事業者側の担い手不足が懸念さ
れます。この事業において、特に地域の課題に精通して
いる地域コンサルタントとの連携・協働が重要になりま
すので、それぞれの立ち位置で議論し、スムーズに適応
していく必要があります。

５．おわりに

　これまで、今後、対応すべき主要なトピックスを記載
しましたが、もう一つ大きな動きとして、水行政の国交
省移管（水質に関する業務は環境省）が2024.4.1に迫り、
水道管理行政は大きな転換期（60年振りの機構改革）を
迎えることになります。水道と下水道の体制は、一元化
されることになりますが事業の特性や文化の違いがあり
ました。これまでの水コンサルタントは、上下水道事業
の両方に関わっていましたが、例えば、設計手法、災害
時の対応など、類似性があるものの、あまり双方で共有
されていませんでした。今後は、国の水行政一体化によ
り、相互の枠に捉われず、お互いの強み・弱みを理解し
て両事業が効率的・効果的に実施できるよう、一体的な
取り組みのギアを上げ、関連団体へ提案を行うことが望
まれます。一方で、水道版B-DASHプロジェクトの創設
に伴い、新技術の開発を加速させ、益々、上下水道の連
携が図ることが必要です。
　VUCAの時代を乗り切るためには、産学官がさらに連
携し、また、水コンサルタントの業務領域の拡大ととも
に、協会会員同士の連携を図る必要があります。そして、
今後も上下水道事業を牽引する立場として、新たな提案
をしながら重要な役割を担えるよう、水コンサルタント
は研鑽することが欠かせません。
　これらの想いを持って今後も皆様とともに協会活動に
尽力して参りますので、よろしくお願いいたします。
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　未処理下水の放流回数を少なくとも半減
③きょう雑物の削減：きょう雑物の流出を防止
　これらの目標に対応すべく、下水道法施行令を改正し、
雨天時放流水の年平均水質をBOD40mg/l以下とする雨
天時放流水質基準や、適切な高さの堰の設置やスクリー
ンの設置などの雨水吐の構造基準を新たに規定するとと
もに、予算制度では、合流式下水道緊急改善事業を創設
して、対策を推進することとしました。
　合流改善対策が急務であるとして、期限を定めて取り
組むとの強い決意のもと、施行令の規定の適用について
は、10年又は20年の適用猶予期間が定められました。こ
れにより合流式下水道を採用する191都市の公共下水道
と、15の流域下水道及びその関連公共下水道のうち、大
部分の170都市・14流域が平成25年度末（10年）までに、
大都市など処理区域の面積が特に大きい21都市・１流域
が令和５年度末（20年）までに対策を完了することが義
務付けられました。
　令和３年度末時点では約９割の都市・流域で対策が完
了しており、残る都市・流域についても本年度末までに
は対策が完了する見込みとなっています。
　このように合流改善対策が緊急的、集中的に行われた
結果、きっかけともなったお台場海浜公園のオイルボー
ル漂着量が平成13～15年の３ヶ年平均値で8,780㍑だっ
たものが令和元～３年の３ヶ年平均値では20㍑になるな
ど、水環境の改善に大きな効果が表れています。
　引き続き12月に最終回を開催予定の合流改善検討会に
おいて、20年にわたり取組みが進められてきた合流式下
水道緊急改善事業の総合的評価をとりまとめることとし
ています。

（２）今後の施策の基本的な考え方
　これまでの取組みにより多くの水域で大きな効果が発
現している一方、放流先の河川が感潮河川であることや
平常時の河川流量が少ないなど、河川水が滞留しやすい
環境も相まって、一部の水域では依然として雨天時の合
流式下水道の未処理放流水を起因とした臭気やスカム等
の発生といった課題が残っています。
　また、首都高速道路の地下化に伴う河川沿いの大規模
開発等、水辺環境を活かしたまちづくりが行われている

１．はじめに

　『水坤』２度目となりますが、前回の執筆も流域管理官
に所属していた時で、流域下水道計画調整官として都市
雨水対策を話題にしていました。その後、流域管理官所
属のメンバーが『水坤』に原稿を書いていた号が２回あ
りましたが、いずれも話題は都市雨水対策についてでし
たので、今回は流域管理官の所掌事務のもう一つの柱で
ある、水環境管理について話題にします。
　具体的には、昨年度と今年度、相次いで設置した２つ
の検討会の話題～令和４年度からスタートした「合流式
下水道緊急改善事業の総合的評価と今後のあり方検討委
員会」（以下、合流改善検討会）からの提言内容や、ここ
での議論を発展させ、水環境施策全般を捉えて、この11
月に第１回検討会を開催した「戦略的な水環境管理のあ
り方検討会」（以下、水環境管理検討会）での議論の方向
性について取り上げます。

２．今後の合流式下水道の施策のあり方

（１）これまでの合流改善の取組み
　合流改善検討会（委員長＝貫上佳則大阪公立大学大学
院工学研究科教授）により６月にとりまとめられた提言
の前段でも整理していますが、最初にこれまでの合流改
善の取組みについて簡単におさらいしておきます。
　合流式下水道は都市の浸水防除と下水道の普及促進に
大きく貢献してきたところですが、社会状況の変化に適
合すべく、改善しなければならないものとして位置付け
られたのが平成15年の下水道法施行令改正です。そのき
っかけとなったのが、平成12年、お台場海浜公園へのオ
イルボールの漂着が全国紙で新聞報道され、大きな注目
を集めることになったこと。平成13年、合流式下水道改
善対策検討委員会を設置して議論を重ね、合流式下水道
改善対策の基本的な考え方がとりまとめられました。特
に概ね10年以内に達成するとした当面の目標には、以下
の３つが掲げられました。
①汚濁負荷量の削減：
　年間排出負荷量を分流式下水道と同程度以下に
②公衆衛生上の安全確保：

戦略的な水環境管理へ

特集

国土交通省／水管理・国土保全局／下水道部／流域管理官　吉澤正宏
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図－１　今後の合流式下水道の施策のあり方について　提言概要

図－１ 今後の合流式下水道の施策のあり方について 提言概要

合流式下水道緊急改善事業後の課題

○ 水が滞留しやすい感潮河川等における、
局所的な水質悪化の発生

○ 水辺空間を活用したまちづくりの進展等に
伴う、良好な水環境へのニーズの高まり

白濁化の状況

今後の合流式下水道の施策のあり方

〇 下水道管理者は、以下の３つの観点から、水域の特性と水環境へ
のニーズ・利用用途に応じて、合流式下水道の対策等を強化

これまでの取組：合流式下水道緊急改善事業

１）多様な主体との連携：

「下水道単独」から「多様な主体との連携」へ転換

・水環境のニーズを的確に把握、多様な主体と連携した対策を推進

２）水域のニーズに応じたわかりやすい評価指標と目標の設定：

「下水道の放流水質」から「放流先の水環境」へ転換

・多様な主体と連携し、わかりやすい評価指標と具体的な目標を設定

３）水域の目標に応じた対策の推進：

「全国一律」から「水域の目標」へ転換

・水域の目標に応じて、合流式下水道の対策等を強化し、地域のニーズに即
した水環境の創出に貢献

基本的な考え方

今後更に検討すべき事項

【お台場のオイルボール漂着量】

①汚濁負荷量の削減：年間排出負荷量を分流式下水道並みに削減

②公衆衛生上の安全確保：未処理下水の放流回数を半減

③きょう雑物の削減：ごみなどのきょう雑物の流出を防止

ハード・ソフト両面からの対策
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① 今後の水環境管理に関する検討

② 評価手法の検討

③ モニタリングの簡素化、効果的方法の検討

④ 継続的な技術開発の推進

⑤ ノンポイント対策の検討

水域や、観光船や川沿いの飲食店等の水辺空間の賑わい
が創出されている水域もあり、更なる対策強化が求めら
れています。
　下水道法施行令の適用猶予期限を間もなく迎えるとと
もに、このような放流先水域の水環境の課題やニーズを
踏まえて、合流式下水道緊急改善事業の総合評価と今後
の合流式下水道の施策のあり方について議論しようと立
ち上げたのが合流改善検討会です。
　これまで３回の検討会での議論を経て、６月に提言「今
後の合流式下水道の施策のあり方について」がとりまと
められました（図－１）。提言では、
①多様な主体との連携：
　「下水道単独」から「多様な主体との連携」へ転換
② 水域のニーズに応じたわかりやすい評価指標と目標の

設定：
　「下水道の放流水質」から「放流先の水環境」へ転換
③水域の目標に応じた対策の推進：
　「全国一律」から「水域の目標」へ転換
の３つの観点から、下水道管理者は、水域の特性と水環
境へのニーズ等に応じて合流式下水道の対策を強化し、
地域の望ましい水環境の創出に貢献していくことを示し
ました。
　ポイントとしては、これまでの全国一律の放流水質に
よるのではない、放流先の水環境の視点から地域毎のニ
ーズに応じて必要な対策を下水道管理者自ら設定すると
の考え方であり、同じ平成15年施行令改正で新たに規定
した計画放流水質の設定にも通じるものと考えます。
　このため、多様な主体と連携して、わかりやすい形で
地域の目標像を共有することが必要であり、その目標に
向けては流域全体で協働して対策を推進することが肝要
であるということだと思います。このような取組みの中

で、流域における下水道の貢献についての理解も深まる
ことと期待するところです。
　また、対策の実施に当たっては、下水再生水の導水や
浸水対策施設の整備など関連する下水道施策との組み合
わせを検討する他、既存ストックの活用やDXなどによ
り効率的、効果的に進めるとともに、適切な維持管理や
地域住民への啓発活動などソフト対策も継続的に推進す
べきと提言されています。
　これらの提言を受けて、令和６年度予算の概算要求で
は、引き続き地域の水環境面に課題を抱えており、多様
な主体との連携により良好な水環境の創出に向けた取組
みが求められている水域において、更なる合流改善対策
の実施を支援するための「特定水域合流式下水道改善事
業」の創設を要求しています。
　委員として参画いただいている団体を中心に先進的な
取組みが進められていますが、同様の課題を抱える各地
域でもこのような取組みが横展開され、一層の推進が図
られるよう努めてまいります。

３．戦略的な水環境管理の議論へ

　提言では「今後更に検討すべき事項」を掲げ、その中
で基本的な考え方の３つの観点は下水道の水環境施策全
般においても検討すべき課題であるとして、今般の議論
を発展させ「多様なニーズや地域の実情に応じた下水道
の水環境管理のあり方についても具体的な議論を進めて
いく必要がある」としています。
　「10年概成」に向けて、下水道はじめ汚水処理の未普
及地域解消が重点的に取り組まれ、その概成も間近に迫 
るとともに、流域別下水道整備総合計画（以下、流総計
画）や計画放流水質の制度により高度処理等の推進が図
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られるなど、下水道が公共用水域の水質保全に対して大
変大きな役割を果たしてきていることは言うまでもあり
ません。
　一方で、提言にも触れたように水辺を活かしたまちづ
くりなどの様々な水辺利用や、生物の多様性の保全や持
続可能な水産活動を育める豊かな海づくりなどの面から
水環境に対する新たな期待が生まれている或いは大きく
なってきているところです。
　また、本格的な人口減少社会を迎え、中小の事業主体
を中心にさらなる効率的な事業実施が求められる中、広
域化・共同化の推進等と合わせ、汚濁負荷量の見通しを
踏まえた水処理レベルの見直しや運転管理の効率化につ
いての議論が必要です。
　地球環境の面からは、カーボンニュートラルへの対応
があらゆる事業において待ったなしの課題となっていま
す。水処理に必要な電力等のエネルギー使用量や処理過
程からの地球温暖化ガス発生量と、処理水質とのバラン
スを改めて議論していく必要があります。また、窒素や
リンの環境中への排出量が増大し、地球環境への脅威と
なっているとの指摘もある中、窒素やリンの資源管理の
観点から下水道の新たな役割が期待されるとともに、資
源回収（回収率）の面からも整合した水処理のあり方を
検討していくことが必要です。
　水処理の関連では、平成15年の計画放流水質の創設や、
平成17年の高度処理共同負担制度の創設以来、大きな制
度改正は行われていませんが、既に施策面では、例えば
能動的運転管理が60箇所の処理場で行われ実運用上の課
題も出てきており、制度面からの議論も必要な時期を迎
えています。また、新下水道ビジョンに謳った「流総大
改革」等の施策も道半ばにあり、さらなる促進方策と合
わせ、管理・更新時代の新たな流総計画のあり方も問わ
れるところです。
　このようなタイミングも踏まえ、今般、「戦略的な水環

境管理のあり方検討会」（座長＝田中宏明京都大学名誉教
授・信州大学工学部特任教授）を設置し、社会状況等の
変化に対応した多様な評価軸から下水道事業を再評価
し、地域の望ましい水環境の創出に向けた水環境管理の
あり方について議論をスタートしたところです。
　表－１に第１回検討会資料で用意した主な論点案と施
策の方向性（たたき台）を示します。議論のきっかけと
すべく示したもので、第１回検討会でいただいた様々な
意見を踏まえて、改めて次回検討会で論点等を整理する
こととしていますが、水環境の側からの視点、全体最適
や関係者との連携といった流域管理の視点が特に重要な
ポイントと考えています。

４．おわりに

　冒頭に述べた通り、流域管理官では大きく都市雨水対
策と水環境管理を所掌しています。
　都市雨水対策については、本稿では触れませんでした
が、令和３年の流域治水関連法による一連の法改正を受
けて、流域のあらゆる関係者が協働して取り組む「流域
治水」を推進しているところです。都市雨水対策も水環
境管理も、流域全体を俯瞰して、より効果的に地域の安
全度の向上や望ましい水環境の創出を実現するための全
体最適の取組みが益々重要になっています。
　さらに令和６年度には水道整備・管理行政の多くが国
土交通省に移管されることになっており、上下水道シス
テムを一体的に所管するシナジー効果の１つとして流域
管理の強化が期待されていると考えています。
　流域管理における役割、貢献分野の拡大に向けて下水
道事業が継続して進化できるよう、ひいては下水道事業
に対する適切な理解向上のもと、持続可能な事業の推進
につながるよう取り組む所存です。関係各位の益々のご
理解、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

表－１　主な論点案と施策の方向性（たたき台）

主な論点案 施策の方向性（たたき台）

地域ごとに異なる望ましい水環境の
実現に向けた下水道のあり方

■�水環境に対する地域ごとの新たなニーズを踏まえた水域の目標設定とその目標
に応じた下水道対策の実施

■能動的運転管理を踏まえた計画放流水質の柔軟な運用　　　等

様々な社会的要請等に効果的に対応
するための下水処理のあり方

■�エネルギー管理を踏まえた効率的な運転管理の推進�
（水質変動を踏まえた水質管理方法の見直し）
■窒素・りんの資源管理の観点から下水道の新たな役割について検討　　　等

流域全体を俯瞰した全体最適（流域
管理）による下水処理のあり方

■�流域における水質、エネルギー等の全体最適に基づき、地域特性や処理規模に
応じた合理的な処理レベルの設定

■�人口減少下の管理・更新の時代における新たな流総計画のあり方（計画内容・
機動的な見直し）を検討

■下水処理の状況に応じた負担のあり方を検討　　　等

水環境管理に関する流域関係者との
連携のあり方

■�流域関係者が地域の水環境に関する目標像を共有し、水環境への関心を深める
取り組みを推進　　　等
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ークで、給水人口も既に減少が始まっています。今後、
給水人口は2050年にはピーク時の約２/３、2100年には
約１/３に減少すると予想されています。これに伴い、料
金収入や職員数の減少も進んでいきます。職員数はすで
にピークの６割まで減少していますが、さらに減少すれ
ば事業の運営にも支障が生じる可能性があります。
　
（２）モノ　高度経済成長期に整備された多く水道の管
路・施設の老朽化が進み、管路の経年化率（耐用年数を
超えた割合）は年々上昇し、令和２年度において20.6%
となっています。一方で、管路の更新率（管路総延長に
対してその年で更新された管路延長の割合）は0.65%（令
和２年度）に留まっています。このため、今後、経年化
率はさらに高まり、現在、年間２万件を超える漏水・破
損事故も増加することが懸念されます。
　また、水道管路の耐震適合率は約４割に留まっており、
大規模災害時には断水が長期化するリスクがあります。

（３）カネ　全国的にみて減少を続けてきた料金収入も、
料金改定等の取り組みによって近年は横ばいとなってい
ますが、それでも約１/２の水道事業者では給水原価が供
給単価を上回っています（原価割れ）。

１．はじめに

　現在、日本の水道の給水人口は全国で１億２千万人を
超え、普及率も98％に達し、多くの地域で水供給を支え
るライフラインとなっています。これは今日までの水道
事業者や関係する民間企業はじめとする水道関係者のた
ゆまない努力によって実現・維持されてきたものです。
　一方で、水道施設の老朽化の進行、耐震化等災害対応
の遅れ、多くの水道事業者が小規模で経営基盤が脆弱、
計画的な更新のための備えが不十分といった課題に直面
しており、将来にわたり安全な水の安定供給を維持して
いくためには、水道の基盤強化を図ることが重要です。
また、気候変動により近年頻発する豪雨などの災害リス
クへの対応や、気候変動対策としての脱炭素化の取り組
みなど、新たな課題への対応も求められています。
　本稿では、このような水道事業の基盤強化と新たな課
題への対応の現況と、これからの取り組みの方向性につ
いて雑感をまとめてみたいと思います。

２．水道事業をとりまく現況と課題

（１）ヒト　全国の人口は平成20年の１億2,808万人がピ

水道の基盤強化と次世代のための

取り組み

特集

厚生労働省／健康・生活衛生局／水道課／水道計画指導室長　倉谷英和

図－１　人口減少社会の水道事業
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出典︓「令和４年度全国⽔道関係
担当者会議」資料

図－１ 人口減少社会の水道事業
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　このため、収支の改善が必要で、計画的な施設更新の
ために必要な資金が十分確保できていない水道事業者も
多いと考えられます。

３．�水道事業の基盤強化の取り組み　（広域連携と官
民連携）

（１）基盤強化の必要性
　人口減少などの課題に対応しつつ、水道事業を持続的
に運営していくため、水道事業の基盤強化を図ることが
急務となっています。改正水道法に基づく基本方針では、

「適切な資産管理」（アセットマネジメント）、「広域連携」
（公と公の連携）、「官民連携」（公と民の連携）が基盤強
化の取り組みの３本柱とされています。
　このうち、適切な資産管理を行ってこれを中長期的収
支に反映させることは、特に持続的な経営に欠くことが
できません。これを実現することで、事業収入による自
立的な事業の継続が可能となります。
　また、広域連携や官民連携は体制強化の手段の一つで
あり、現状の体制で資産管理に着手することが難しい場
合であっても、これらを進めることが基盤強化の第一歩
となります。

（２）広域連携の推進
　特に、小規模な水道事業は経営基盤が脆弱で職員数も
少なく、適切な資産管理や危機管理対応に支障を及ぼし
ている場合があります。このため、「広域連携」の推進に
より施設や経営の効率化・基盤強化を図ることが重要で
す。
　地域の複数の水道事業体が、経営や組織運営、施設管
理、調達・発注など、様々な形で業務活動の共同化・連

携を行うことにより、料金収入の安定化やサービス水準
等の格差是正、人材・資金・施設の経営資源の効率的な
活用、災害・事故等の緊急時対応力強化等の効果が期待
されます。
　広域連携に関しては、現在、概ね全ての都道府県が水
道広域化推進プランを策定しており、引き続き、同プラ
ンに基づく水道の基盤強化の取り組みの具体化を着実に
進めることが必要です。

（３）官民連携
　水道事業の安定的な経営の確保や効率的な整備・管理
を実施するため、民間のノウハウを活用する「官民連携」
も有効な手法の一つです。
　水道法に基づき水道事業者等としての給水責任を地方
公共団体に残した上で運営権を民間事業者に設定できる
コンセッション方式と新たな管理・更新一体マネジメン

図－２ 管路経年化率と管路更新率

出典︓「いま知りたい⽔道 ー⽇本の⽔道を考えるー」
（パンフレット、厚⽣労働省⽔道課）

図－２　管路経年化率と管路更新率

⽼朽化・耐震性不⾜ ⼈材減少・⾼齢化経営環境の悪化

⽔道の基盤強化に向けた取組の３つの柱
①適切な資産管理
収⽀の⾒通しの作成及び公表を通じ、⽔道施設の計画的な
更新や耐震化等を進める。
②広域連携
⼈材の確保や経営⾯でのスケールメリットを活かした市町
村の区域を越えた広域的な⽔道事業間の連携を推進する。
③官⺠連携
⺠間事業者の技術⼒や経営に関する知識を活⽤できる官⺠
連携を推進する。

⽔道事業の現状と課題

図－３ 水道の基盤強化の３つの柱

ヒト・モノ・カネが不⾜

図－３　水道の基盤強化の３つの柱
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ト方式を併せた「ウォーターPPP」に加え、水道事業の
実情に応じた多様な官民連携方式の導入を推進していま
す。
　官民連携を進めることで、官民一体で課題を解決し、
水分野のサービスの維持・向上を図るだけでなく、デジ
タル・新技術の実装などによって、より一層のサービス
の高度化・効率化も期待されます。また、複数事業体で
の共同委託や、水道、工業用水道、下水道など分野を超
えた官民連携も、事業規模の確保につながることから、
シナジー効果が期待されています。

（４）取り組みを進める上で
　水道事業の基盤（資産管理、経営、運営体制等）の現
状及び今後の見通しに応じて、従来の「包括委託」の拡
大や、「広域連携」（共同発注など）も含め、柔軟に手法
の選択を行うことが有効であり、「官民連携」を進める場
合は、そのメリット・デメリットを考慮して、最適な発
注方式・条件を検討することが重要です。
　水道事業を取り巻く課題は地域によって様々で、その
解決には、いくつかの手法を地域の実情に応じて組み合
わせ、状況に応じて変えていくことが必要です。また、
地域の課題は地域で解決するのが基本ですが、まず、残
された資源を見つめ直した上で、単独で解決が難しい課
題については、できることから、地域の枠を越えて、公
と公、公と民が連携し、互いに資源を補って（シェアし
て）支え合うことも、持続的な事業を支える体制と人材
を維持していくための選択肢の一つになります。

４．水道事業における脱炭素化の取り組み

（１）緩和策
　今後の水道事業の持続可能性を考える上で、気候変動
問題を避けることはできません。
　気候変動対策のうち、温室効果ガスの排出抑制・脱炭
素化対策である「緩和策」として、「地球温暖化対策計
画」に基づく取り組みが進められています。
　水道事業は、全国の電力の約１％を消費するエネルギ
ー消費（CO２排出）産業ですが、現状のペースでは2030 
年度に2013年度を基準として21.6万tのCO２排出削減量
の達成という目標の達成は厳しく、より一層の対策が求
められています。
　水道事業では、ポンプ等による送水時のエネルギーが
大きく占めており、小水力発電設備やインバータ設備等
の再生可能エネルギー・省エネルギー設備の導入が対策
として考えられます。施設の更新の機会を捉えて設備の
効率化や新技術の導入を図ることは、気候変動の緩和と、
施設の経年化の課題の同時解決につながります。
　また、水道では、自然流下による水の位置エネルギー
利用の可能性があげられており、上流取水や水道施設の

統廃合による効率的化も、脱炭素にも寄与する取り組み
となりうるものです。さらに、広域連携や官民連携を進
めることによって、施設の再配置やダウンサイジングを、
より広く、より大きなスケールで進めることができる可
能性があります。

（２）適応策
　気候変動が生じることを前提にその影響に備えるた
め、人や社会、経済のシステムを再構築することで影響
の軽減を目指す「適応」の取り組みも非常に重要です。
　水道事業に関連する気候変動影響としては、「水温上昇
による藻類等の原水水質の悪化」「降水量の減少による水
不足」「豪雨災害の激甚化」等があげられています。これ
を踏まえ、気候変動適応計画においては「防災・減災、
国土強靱化のための５ヵ年加速化対策に基づく浸水災害
対策等、水道施設の耐災害性強化に向けた施設整備を推
進するとともに、危機管理マニュアルの策定や、施設の
損壊等に伴う減断水が発生した場合における迅速で適切
な応急措置及び復旧が行える体制の整備を進める」こと
が水道インフラにおける適応策として掲げられていま
す。
　施設の浸水対策や、自然災害リスクを考慮した施設再
配置は、更新もあわせた計画的なアセットマネジメント
と一体で進める必要があります。このため、中長期の経
営計画でも視野に入れておく必要があります。

５．次世代のための取り組みときっかけづくり

　現在の水道事業は、このような様々な課題に直面して
います。自分の地域の水道事業では、中長期的な経営の
見通しをきちんと持って取り組みを進めることができて
いるでしょうか？それとも、短期的な取り組みに追われ、
課題を先送りしてはいないでしょうか？
　もし「できている」ならば、その取り組みを進めるだ
けでなく、その経験と技術力をぜひ他の水道事業にも共
有（シェア）していただきたいと思います。
　もし「できていない」ならば、今は何とかなっても、
このまま時機を逃せば、収入（有収水量）や職員数が減
っていき、持続的な経営に欠かせない新しい取り組みに
とりかかる前に、余裕を失ってしまい、経営の維持や技
術継承が難しくなります。すぐに今から、取り組みを始
める必要があります。
　例えば、体制について考えると、全国の多くの水道事
業体では、職員数の不足に悩まれていると思います。そ
の解決策は、職員を増やす、仕事を減らす、のいずれか
です。
　水道事業や行政、外部から協力を得て、体制を整え、
自立的な経営が可能となる計画・戦略の見直しを行う。
あるいは、広域連携や官民連携の体制づくりを行う。目
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指す体制でやり方は変わりますが、地域全体での水道事
業を支える体制のあり方（人材育成・技術継承の公と民
の役割）を考え、目指す方向性をアピールして、体制見
直しの必要性に説得力を持たせることが必要です。
　逆に、現状、ある程度十分な職員数が確保できている
場合には、その人材や技術力を、自分の水道事業だけで
なく、地域の周辺の事業体や企業とも（公と公、公と民
で）連携・協力して発揮できる仕組みも考えられるかも
しれません。公営企業としての地域貢献、社会貢献（ESG、
SDGs）と捉えることもできそうです。
　また、料金について考えると、特に値上げへの理解を
得ることは容易ではありません。しかし、事業とサービ
スの維持・継続のための将来予測を提示し、水道の利用
者である住民や議会と対話・議論を行い、可能なところ
から見直しを進めながら、さらに目指すべきサービスと
料金の将来像の具体化に向け一歩一歩取り組むことは、
将来にわたって責任ある公営事業経営を続ける上で大切
なことです。
　基盤強化の取り組みは、事業のすべての分野にわたる
もので、すぐそこにゴールが見えるわけではありません。
しかし、少しずつ前進し、見直しを繰り返す中で、徐々
に進むべき方向や将来像が見えてくるはずです。また、
広域連携、官民連携、脱炭素化などの取り組みは、互い
に密接に関連していて、一つを入口にして他の取り組み
につなげることもできそうです。

　これらの取り組みを始めるタイミングは、「事業・経営
を続けることができている今」をおいてないと思います。
経営基盤の強化の取り組みを始めた時が、水道事業を
我々の世代から次の世代に引き継ぐための取り組みのス
タートにきっとなるはずです。
　水道事業、行政、水道事業に関わる民間事業者など、
それぞれの立場から、きっかけをつくり、まわりの方を
巻き込んで、ともに取り組みを広げ・進めていくことが
できればと思います。

６．おわりに

　水道界は、長年にわたり地域や公と民の枠を越えて
様々な課題に対応してきました。そのような協力関係を
新しい形で発揮して、地域のライフラインである水道を
次世代に引き継いでいくことが求められています。
　新年度となる令和６年４月から、水道行政が厚生労働
省から国土交通省と環境省に移管となり、上下水道が一
体となった取り組みを目指していきます。
　新しい体制のもと、水分野のインフラ管理の視点も取
り入れ、上水・工水・下水分野など分野を越えて関係府
省とも協力し、水道事業がよりよい形で進めていけるよ
う、取り組んでいきたいと考えています。水道関係者の
皆様の引き続きのご協力をどうぞよろしくお願いいたし
ます。　
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ように、PFASは様々な物質によって構成されており２）、
その数は、例えば、4700種程度、12000種以上との報告が
あります３）。2021年、経済協力開発機構（OECD）は、
PFASに対する新たな定義を示し４）、この定義にしたがう
と、700万種以上が該当するとの報告もあります３）。
　PFASは、国内の水道では、2000年代半ば頃から調査
が行われてきました。規制の動向を見ると、2009年に
PFOS、PFOAが要検討項目に指定され、2020年に水質

１．はじめに

　明けましておめでとうございます。本年は、水道行政
の移管が行われ、水道にとって新たな展開となりますが、
引き続き、研究の点から貢献できるよう頑張る所存です。
よろしくお願いいたします。
　さて、ペルフルオロ及びポリフルオロアルキル化合物

（PFAS）は、様々な環境試料、食品、人試料等からの存
在状況が報告され、健康影響も懸念されている国内外で
関心の高い物質群です。水道では、代表的なPFASであ
るペルフルオロオクタンスルホン酸（PFOS）、ペルフル
オロオクタン酸（PFOA）が水質管理目標設定項目に指
定され１）、目標値の超過事例も報告されているなど、そ
の対応が課題となっています。本稿では、水道分野にお
いて求められる水道技術等の点からPFASについて考え
ます。

２．PFASとは

　PFASは、撥水・撥油性、熱・化学的安定性等の物性
を持ち、幅広い用途で使用されています２）。図－１に示す
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管理目標設定項目に格上げされました（暫定目標値：合
算で50 ng/L）１）。また、2021年に、ペルフルオロヘキサ
ンスルホン酸（PFHxS）が要検討項目に指定されました。
PFASの中でも、PFOS、PFHxSはペルフルオロアルキル
スルホン酸（PFSA）に、PFOAはペルフルオロアルキル
カルボン酸（PFCA）に属します。PFOSとPFHxSは類
似の構造で炭素数が異なる同族体になります（図－２）。

３．PFAS対応に求められる水道技術、関連事項

（１）情報収集
　PFASは、水道水中で目標値を超過している事例もあ
り、社会的にも関心が高く、水道関係者は、PFASに関
して情報を収集し、理解することが求められます。加え
て、検討中の内容もあるため、収集した情報の更新も必
要となります。
　PFASについての一般的事項の他、国内外の規制の動
向、毒性評価、存在状況、処理技術等、収集が望まれる
情報は多岐にわたります。PFASに関する国の検討会や
委員会５–８）はいくつもあり、これらの会議資料には上記
の情報が整理されているため、各サイトを通じて入手す
ると便利であると考えられます。処理技術については、
最近、水道技術研究センターから、国内外の情報を整理
した資料集が公表されました９）。また、新聞やテレビ等
で採り上げられると、住民からの問い合わせもあるため、
これらニュースについても把握しておくことが望まれま
す。

（２）実態把握
　2020年にPFOS、PFOAが水質管理目標設定項目に格
上げされたため、それ以降、全国の水道での存在状況は
日本水道協会による水道統計で集計されています。表－
１に、2021年度における浄水中のPFOS及びPFOA濃度
の最高値に該当する施設数の分布を示します10）。2021年
度は、浄水、給水栓水について、それぞれ1655、1247地
点で調査が行われました。2020年度と比べると調査地点
数は増加しましたが、基準項目であるトリハロメタンの
調査地点数に対する割合を見ると、浄水、給水栓水でそ
れぞれ17.6%、13.3%です。また、これらの値は、水質管
理目標設定項目のうち、調査地点数が多いジクロロアセ

トニトリルのトリハロメタンに対する割合と比較しても
少ない値です（浄水で35.5%）。すなわち、国内の水道で
の存在状況の全体像を把握するには、調査地点は不十分
であると言えます。
　水道水中のPFOS及びPFOAの目標値の超過は、原水
が地表水と地下水のいずれの浄水施設からも報告されて
いますが、その多くは地下水を原水とした場合です。し
かし、地下水を原水とした施設において調査を行った割
合は、原水が地表水の場合より低い状況です。また、水
道統計では、上水道事業や水道用水供給事業以外の、簡
易水道事業や専用水道は対象外となっています。これら
の浄水施設では、地下水を原水としている割合がより高
いと考えられるため、上水道事業や水道用水供給事業と
同様に、少なくとも１度はPFASの調査が必要であると
考えられます。なお、目標値の超過が明らかとなった場
合、国への速やかな報告が要請されています11）。
　水道におけるPFHxSの調査は、PFOS、PFOAに比べ
ると少ないが、これら以外のPFASでは一層少ないと考
えられます。海外の国々では、これら３種以外のPFAS
についても評価値が示されている場合があり、また、
WHOでは、ガイドラインの背景文書において総PFASと
してガイドライン値案を提案しています 12）。国内でも、
総PFAS（仮称）について、要検討項目に追加すること
も念頭に取り組みを進めていくことが述べられていま
す12）。このため、より多種のPFASについて分析方法を
構築し、水道における調査結果を蓄積していくことが望
まれます。

（３）処理技術
　PFASを除去可能な浄水プロセスのうち、実用性のあ
る処理法として、活性炭処理、イオン交換処理、高圧膜

（ナノろ過、逆浸透膜）処理が知られています９）。粒状活
性炭（GAC）処理は、以前より国内の浄水施設で適用さ
れていますが、その多くが生物活性炭（BAC）処理とし
ての適用です。しかし、最近は、いくつかの浄水施設で
PFAS対策としても適用されています。
　GAC処理において、吸着作用により対象物質を除去す

主な
原水の
種類

調査
地点数

浄水中濃度（ng/L）に当てはまる地点数

～5 5～10 10～25 25～50 50～

地表水 602 529 51 19 2 1
地下水 762 637 63 45 16 1
その他 291 247 32 12 0 0
全体 1655 1413 146 76 18 2

表－１　 2021年度における全国の浄水施設の浄水中のPFOS
及びPFOA濃度の最高値に該当する地点数の分布10）

図－３　GAC処理によるPFAS除去率の推移13）
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る場合、BAC処理よりも通水期間を短くし、GACの交
換頻度を高めることになります。このため、適切に運転
するには、GACの破過までの期間を把握することが必要
となりますが、破過までの期間は対象水によって異なり
ます。対象PFASによっても破過までの期間は異なり、
同族体の場合、炭素数が少ない方が破過しやすいことが
知られています（図－３）13）。さらに、GACの種類によ
っても異なります。このように、国内でPFASを対象と
した、前処理も含めたGAC処理を構築していく上で必要
な知見は、コストも含めて数多くあると考えられます。
　イオン交換処理は、GAC処理に比べて炭素数の少ない
PFASの除去性能が高いとの報告もありますが、国内で
は浄水施設への適用はほとんどないため、GAC処理と同
様の検討がより必要となると考えられます。イオン交換
処理に関する知見は、PFAS対策としての選択肢を増や
す上でも有用であると考えられます。
　GAC処理やイオン交換処理において、パイロット試験
に比べて、より小規模で短期間に実施設での破過を予測
するための試験として、迅速小型カラム試験（RSSCT）
が知られ9，14）、米国では試験方法の規格もあります14）。国
内では、沖縄県企業局で既に検討されていますが15）、現
状、検討事例は少ないと考えられます（図－４）。迅速試
験であるため限界もありますが、このような試験方法の
普及も望まれます。
　さらに、PFAS処理で用いたGACやイオン交換樹脂、
高圧膜処理の濃縮廃水の処理についても検討していく必
要があります。

（４）連携
　PFASの排出可能性のある施設の情報、PFAS汚染が
明らかとなった際の排出源の特定、PFAS含有廃棄物の
処分等、PFASの対策を行う上では、水道分野内での情
報共有、連携だけでなく、環境分野等、他分野との連携
も必要となります。2024年から、水道行政が移管されま
すが、PFAS対応についてより加速していくことが望ま
れます。

４．おわりに

　PFAS自体、特にPFOSやPFOAについては、国内の
水道でも約20年前から調査が行われており、必ずしも新
規の物質ではありません。しかし、国内の水道での存在
実態のデータは十分ではなく、処理に関してもプラント
規模や実施設規模での情報は少ない状況です。今後の規
制の動向によっては、水道においてPFAS対策がより求
められる可能性もあり、PFASについてさらなる知見の
蓄積が必要であると考えられます。
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　また、市街地は海山が近接し東西に細長くかつ山麓沿
いにも住宅団地が形成されており、また起伏の富んだ地
形の北神地域もあるため、配水池やポンプ場などの水道
基幹施設を数多く整備する必要がありました。配水池は、
配水区域の標高にあわせて127箇所（図－２参照）、送水
に必要なポンプ場は48箇所あります。

３．次世代を支える水道基幹施設の更新・耐震化

（１）浄水施設
　阪神水道企業団や兵庫県営水道において、渇水・水質
事故や広域停電等により送水が減少や停止した場合、自
己水源確保は、市民生活や経済活動への影響を緩和する
ために不可欠です。安定給水を維持していくため、自己
水源を有効に活用していく方針です。自己水源浄水場の

１．はじめに

　神戸市の水道は、明治33年（1900年）に全国で７番目
の近代水道として給水を開始して以来、120年以上にわ
たる歴史を市民の皆さまとともに歩んできました。
　市域の拡大と人口の増加を続ける神戸の街の発展にあ
わせて水道施設を拡充し、現在では約150万人の市民生
活と都市機能をささえる基盤施設となっています。
　本市では、節水型社会の進展や、平成23年（2011年）
をピークに人口が減少傾向に転じる等の影響で、給水収
益の減少が進んでいます。さらに、施設更新の需要が増
大する中で物価が高騰する等、本市水道事業を取り巻く
経営環境は、より一層厳しさを増しています。
　次世代に、蛇口からいつでも水が飲める水道システム
を継承していくため、その基盤となる「水道基幹施設の
更新」や「人材育成」に取り組んでいます。

２．神戸市の状況

（１）市域の地形特性
　本市の市域は、東西約36km、南北約30kmにわたり、
面積は約557km２あります。標高約931mの六甲山系が東
西に連なり、市街地・西神・北神の三地区に分割されて
います。市街地は六甲山山麓南斜面に発達した標高０～
400mの高低差のある地域が広がり、西神地区は市域の西
側に広がる標高10～200mの緩やかな丘陵地帯、北神地
区は六甲山の北側の標高40～400mの起伏に富んだ地域
となっており、市内に大きな河川がない等の地形特性を
有しています。

（２）水道基幹施設の状況
　このような地形特性から、水源に恵まれない本市では、
布引・烏原・千苅の３カ所の貯水池と河川などの自己水
源を有しているものの、これらの自己水源は水資源確保
量の４分の１にとどまり、残り４分の３を阪神水道企業
団・兵庫県営水道から受水しています。これらの水源の
殆どは、図－１に示すように東端あるいは北端に偏在し
ています。
　

蛇口からいつでも水が飲める

神戸水道を次世代に継承していくために

事例報告　次世代を支える上下水道

神戸市／水道局／技術企画課／課長　松田康孝

図－１　神戸市の水源状況

図－２　層別ごとの配水池数

1

2
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諸元を表－１に示します。
　千苅浄水場は、平成26年（2014年）に耐震補強を実施
しましたが、当該施設が担う北神地域の配水量と当該施
設以外の他水源によるバックアップ可能水量をもとに補
強範囲の検討を行い、２系統のうち片系統のみの補強と
することで安定供給と経費縮減の両立を図りました。
　上ヶ原浄水場は、現在、官民連携で更新工事に取り組
んでおり、建設・運転・維持管理を一括して民間事業者
に委ね、建設後の管理を見据えた合理的な設計・施工が
可能で事業費削減と民間事業者が有する技術やノウハウ
の習得が期待できるPFI方式で進めているところです。
更新にあたって、施設配置を見直し、浄水処理工程での
ポンプ使用をなくす等、脱炭素にも取り組んでいます。
　奥平野浄水場は、水源水質・能力に一部課題を抱える
ことから平常時及び他水源非常時の水量調整を担ってい
ます。そのため、施設・設備更新など新たな投資は控え、
片系統のみ適宜メンテナンスを施しながら稼働させるこ
とで安定供給と経費縮減の両立を図っています。
　本市の自己水源浄水場耐震化率は、前述の通り用水供

給事業者へ大きく依存することから約23％と高くありま
せん。しかし、用水供給事業者の浄水場耐震化を考慮し
て耐震化率を算出すると約48％、そして上ヶ原浄水場の
完成と阪神水道企業団の浄水場耐震化及びダウンサイジ
ングが完了する令和９年（2027年）には約78％を確保す
る見通しです。将来の水利用量の減少傾向を踏まえ、今
後は耐震化された浄水場からしっかり供給できるよう、
基幹管路（送水幹線、配水本管）の更新等に重点を置く
方針です。

（２）送水幹線
　水源に乏しい本市にとって、水源の約４分の３を占め
る阪神水道企業団から受水した水を、市域東部から西部
へ一方向に送水する施設は、将来も必要不可欠です。
　市街地には送水幹線（トンネル）が約45km（図－３
参照）あり、パイプイントンネル工法により更生を実施
した延長は約12 km（更生率約26％）になります。現在、
市街地東部の送水幹線（延長約10 km、送水能力40万m３

/日）の更生に向けて、設計等を進めているところです。
この他に、老朽化により同様の更生が必要と考えている
送水幹線が約20kmあるため、中長期の計画を立てて順
次精力的に取り組んでいきます。
　一方、更生事業の実施と並行して、水利用量の低下が
予想される市街地西部の郊外に位置する送水幹線の一部
区間廃止とそれに必要な送水・配水施設の整理及び統廃
合の計画を立案しているところです（図－４参照）。
　この計画案では、管路4.3kmの整備、配水池容量とポ

写真ー１　上ヶ原浄水場再整備の現況

図－３ 神戸水道送水幹線の概況

表－1　自己水源浄水場の諸元

3

既存 急速ろ過池

再整備事業箇所（急速ろ過）

旧 緩速ろ過池

北神第1ずい道

大容量送水管

3拡送水ﾄﾝﾈﾙ
(奥平野以西)
(末端部更生済)

市北送水ﾄﾝﾈﾙ

5拡送水ﾄﾝﾈﾙ 4拡送水ﾄﾝﾈﾙ

3拡送水ﾄﾝﾈﾙ
(奥平野以東)
（更生済）

北神第2ずい道

千苅
浄水場

上ヶ原
浄水場

奥平野
浄水場

阪神水道企業団
送水ﾄﾝﾈﾙ

【凡例】
；送水ﾄﾝﾈﾙ
；奥畑－妙法寺連絡管（整備中）
；主要送水管
；阪神水道企業団送水施設

奥畑－妙法寺連絡管

武庫川

加古川

明石川

住吉川

5拡送水ﾄﾝﾈﾙ
(末端部更生済)

4

竣工年
浄水処理

方法
竣工年

浄水能力
(m3/日）

浄水処理
方法

千苅浄水場 貯水池 S42年 急速ろ過 - 108,000 -
片系のみ
耐震補強

上ヶ原浄水場 貯水池 S4年 急速ろ過 R8年予定 70,000 急速ろ過 更新工事中

本山浄水場 河川水 S27年 急速ろ過 H21年 2,000 膜ろ過
特定地域への
供給役割

奥平野浄水場
貯水池
湧水

T6年 急速ろ過 S56年 60,000 急速ろ過
片系統のみ稼働
耐震診断未実施

更新前 更新後（R5時点）

備考水源
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ンプ能力の増強は必要となりますが、配水池２箇所
（1,500 m３, 4000 m３）、揚水管5.5km、ポ ンプ場１箇所
（ポンプ８台）、送水幹線1.4km（2.54m×2.41m馬蹄形）
の更生・更新が不要となり、経費縮減が期待できます。
現在、当該地域の水需要予測から実施時期、整備内容、
事業費などの精査を進めているところです。

（３）配水施設
　本市は起伏に富んだ地形であり、自然流下方式による
配水を採用しているため、配水池は127箇所（260池、総
容量57.9万m３）を有しています。
　平成18年度（2006年度）及び平成28年度（2016年度）
に、コンクリート構造の配水池を対象に耐震診断を実施
しました。各耐震診断の結果をもとに、平成21年度（2009
年度）から令和２年度（2020年度）にかけて24池の耐震
補強を実施しました。この耐震補強は、貯留水の漏出に
よる二次被害の恐れが高いなど被害影響が大きい施設か
ら優先的に進め、平成19年（2007年）には約67.5％であ
った耐震化率は、現在83.9％まで上昇しています。
　残る耐震性の低い配水池は、構造的に耐震補強が困難
なものが中心となります。それら配水池の多くは、標高
の低い位置にあり人口・経済・産業が集積する市街地中
心部への配水を担う重要な施設です。今後、これらの配
水池を順次更新することで耐震化を図り、次世代の安定
供給を実現していきます。
　配水管は、総延長が4,870km、そのうち2,200kmが1960
年代から1980年代に布設されています。40年後に高度経
済成長期に布設した管路が更新時期を迎えるため、それ
までに防食被覆を施していない配水管の更新を進めてい
く考えです。現状、更新率は0.8％程度ですが、今後40年
間は事業費ベースで年間50km相当の更新量（更新率１
％相当）にペースアップしていく予定であり、対応すべ
く体制も構築していく方針です。

４．次世代を支える人材確保と育成

　今後、生産年齢人口の減少が見込まれる中、次世代に

わたり安全・安心な水道水を継続的かつ安定的に供給し
ていくためには、技術技能を確実に継承していくことが
重要と考えています。そこで、令和２年度（2020年度）
に「神戸水道に精通したスペシャリスト」として「水道
技術職」を創設し、作業手からの転任や新規職員の採用
を行っています。特に新規職員採用では、令和６年度

（2024年度）採用より、水道技術職において「経験者採
用枠」（旧社会人経験者枠）を新設しました。大学卒、高
専・短大卒、高校卒に加え、より幅広い年代の多様な人
材を採用することで、技術技能継承の次世代の担い手を
確保していく方針です。
　人材育成・技術技能継承については、これまでもプロ
ジェクトチームを設置して具体的な育成手法の検討を進
めており、令和２年度（2020年度）に水道技術職の導入
に併せて「水道局人材育成プログラム」を改定しました。
一人一人の個性を見極めながら、大きな事業にも関わる
ことでチャレンジ精神の向上や、様々な分野の多様な業
務を経験することにより、これからの神戸市水道を担う
ことのできる多能工としての人材を育成していく方針で
す。
　次世代に向け、多くの水道施設の維持管理・更新・休
廃止を進めていくにあたり、職員ひとり一人の技術力や
判断力の向上、職員負荷軽減を目的としたDX推進が必
要不可欠です。そのため、局内研修や専門的知識習得に
向けた外部研修への積極的な参加、DX推進に向けた業
務の洗い出しとクラウドサービスを用いた業務の効率化
にも取り組んでいるところです。

５．おわりに

　水利用量減少に伴う給水収益の減少、生産年齢人口減
少による官民ともに人材不足、激甚化する災害、今後よ
り増大していく老朽水道施設等、本市だけでなく全国水
道事業者を取り巻く環境は、今後より一層厳しさを増し
ていきます。
　しかし、事業環境が厳しくなろうとも、水道は市民生
活や社会経済活動にとって必要不可欠なライフラインで
あり、安全で良質な水を安定的に供給することが利用者
から求められ、地震や豪雨など自然災害発生時にも水道
施設の被害、断水を最小限に抑えて早期に供給を回復す
ることが求められます。それは次世代でも不変であると
考えます。次世代においても、水道の安定供給を維持す
るためには、将来の人口変動を見据え、都市政策部門と
も連携を図りながら、既存水道施設の規模の適正化、施
設更新・耐震化及び水道システム全体での脱炭素化にも
取組んでいく必要があります。併せて、次世代の水道を
支えていくための人材確保と育成を、官民が連携して進
めていくことがより重要と考えています。

図－４　市街地西部の送水・配水施設の整備計画概要図
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にて市街化区域を中心に計画を立て、同年３月に県下で
は最も早く事業に着手しました。しかし、昭和49年11月
に宍道湖東部 流域下水道計画が島根県によって策定さ
れたことに伴い、本市においても同流域関連公共下水道
として再スタートし、昭和56年４月から供用開始しまし
た。一方、市街化調整区域（農業振興地域内）について
は農業集落排水事業に着手し、昭和59年度に旧鹿島町の
本郷地区で供用開始したのを皮切りに、各地区で整備を
実施しました。また、日本海に面した集落では、漁業集
落環境整備事業の一環として漁業集落排水事業に着手
し、昭和61年度に旧鹿島町の片句地区で供用開始してか
ら、各地区で随時実施してきました。
　その他、集落排水事業等の集合処理から外れた地域に
ついては、市が設置し、維持管理をする小規模集合排水
処理施設、特定地域生活排水処理施設及び個別排水処理
施設を整備することとし、平成13年度に旧八雲村で事業
開始したのをはじめ、各地区で逐次整備に着手しており
ます。
　本市が管理する公共下水道施設としては全域を分流式
下水道で整備しており、管渠延長は約1132㎞（汚水管渠
1091km、雨水管渠41km）あり汚水中継ポンプ場６箇所、
雨水ポンプ場２箇所となっております。
　集落排水施設については50施設（農集21施設、漁集
19施設）、マンホールポンプについては市全域で900箇所
以上と非常に多い状況であります。
　令和４年度末の処理区域内人口は191,880人、水洗化率

１．はじめに

　松江市は、島根県の東部に位置する県都であり山陰地
方のほぼ中央にあります。面積約573㎢、人口約20万人
の中核市として発展を続けており、東に中海、西に宍道
湖を抱いて南北に広がり、北は日本海と多様な水域に恵
まれた水郷都市であります。
　市の中心部には平成27年７月に国宝指定されました

「松江城」があり最上階の望楼まで登ると、松江市街や宍
道湖が一望できる絶景が待っています。城山公園内には、
散歩道があり松や竹林、桜や椿、梅など四季折々の自然
が楽しめ、市民の憩いの場でもあります。ガイドと一緒
に回ると、城の神話を聞くことができます。最上階の天
守には手すりが巡らされ、壁のない望楼が広がり、松江
の町並みを一望できる絶景スポットとなっています。
　また、「水の都」松江のシンボルである宍道湖の夕景
は、湖面と空が一体化し、息を呑むほどの美しさです。
　日本一の漁獲量を誇る宍道湖の「大和しじみ」や肉質
日本一に輝いた「しまね和牛」、日本海の「かに」や「の
どぐろ」、日本三大そばのひとつ「出雲そば」、京都・金
沢と並んで日本三大菓子処に数えられる「和菓子」など、
さまざまなグルメも味わうことができます。

２．松江市の状況（下水道事業）

　松江市の公共下水道事業は、昭和48年２月に旧松江市

松江市の下水道事業の取り組み

事例報告　次世代を支える上下水道

島根県／松江市上下水道局／施設整備課／主任　佐藤康司

図－２　松江市の汚水処理区域図図－１　松江市の位置

松江市
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は94.2％となっております。

３．下水道事業をとりまく課題

　平成26年度末には面整備が終了し本格的な維持管理時
代を迎えており、下水道施設を管理する上で老朽化対策
と維持管理費の削減が課題となっています。　　
　処理施設の大半を占める集落排水施設については、ほ
とんどの施設で供用開始後20年以上を経過し、機械電気
施設等の老朽化が進行しています。また点在する集落人
口の減少も特に進んでおり、計画人口に対しての接続人
口が低めに留まり施設の適切な維持管理が困難となって
きています。
　平成30年度に水道・下水道事業の経営戦略プランを統
合した「第一次松江市上下水道事業経営計画」を策定し
ており、将来の財政収支見通しを踏まえ健全な水循環の
実現と市民サービスの向上を図っていかなければなりま
せん。

４．松江市における取り組み

（１）老朽化等への対策
　令和10年代に到来する下水道施設管渠の改築更新期を
見据え、国のストックマネジメント支援制度に基づき平
成30年度末に「松江市下水道ストックマネジメント計画」
を策定し 下水道基幹施設の適正な改築更新に取り組ん
できました。また、合わせて実施してきた管路施設の点
検・調査結果に基づき令和５年度中には管路改築に注力
した第２期ストックマネジメント計画を策定予定として
おります。下水道総合地震対策計画では大規模地震が発
生した際に、液状化によりマンホールが浮上し管渠破断
や交通の障害となる危険性がある地区について、緊急輸
送路を中心にマンホール浮上防止対策に取り組み地域防
災力の向上を目指しています。

（２）集落排水施設の統廃合
　公共下水道については供用開始して以来、事業計画に
基づき区域が拡大されており、地区によっては農業集落
排水施設と近接している箇所があります。また、近年の
人口減少により、既設管路や処理場の能力において整備
計画時には想定されなかった余裕が生じている現状にあ
ります。このような地域における近年の社会経済情勢の
変化に対応するため、松江市では農集集落排水施設につ
いて、単独で更新・維持管理する場合と公共下水道と統
合する場合で長期的に発生する費用等を経済比較した結
果、公共下水道に接続することが経済的になる地区につ
いては、公共下水道に接続し汚水処理機能を維持しつつ
維持管理費を含めライフサイクルコストの最小化を図っ
ております。

　公共接続後の既存農集処理場については災害備蓄倉庫
や非常時駐車場等として活用することで地域活性化にも
繋げています。（当初30施設あった農業集落排水施設が
現在は21施設）

（３）マンホール鉄蓋の見直し
　令和３年に公共下水道供用開始40周年を迎え、記念事
業として公募デザインによる新マンホール鉄蓋を製作す
ることに併せ、マンホール鉄蓋仕様を見直しております。
　市町村合併により９市町村が一つとなっているため、
地域によってマンホール蓋の鍵穴形状が異なり開閉の際
に複数の専用開閉工具が必要となっていたため、鍵穴形
状の統一化をすることにより維持管理作業の効率化を図
っております。
　またマンホール鉄蓋の活用方法として、新デザインマ
ンホール鉄蓋の一部の設置箇所には市内のまち街歩きル
ートの道標となるようQRコードを貼り付け、スマート
フォンにより観光案内を読み取れる新しい取り組みも予
定しています。

写真ー１　新デザインのマンホール鉄蓋

（４）下水道施設へのICT・IOTの活用
　松江市は処理場やマンホールポンプが特に多く、各地
に分散しており、管理施設への移動でかなり時間を要し
ています。維持管理の担当者や保守点検業者の作業効率
向上のため、水道施設では既に導入済みであったメーカ
ー色の付かないオープン系遠隔監視システム『縁』に下
水道施設も順次取り込む作業も進めています。
　また現在、本局の遠隔監視システムについて、水道・
下水道の広域化・共同化の協議の中で、県内他自治体と
の共同利用の検討を行っています。

５．上下水道局防災計画
　「第１次上下水道事業経営計画」は地域防災力向上に向
け、全避難所、総合病院等への水道管路耐震化、中央ル
ープ管路整備、下水道施設の老朽化対策及び耐震化等を
10年間の計画で実施することとしていますが、これら建
設改良事業計画に加え、上下水道一体、リスクマネジメ
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ております。下水道としての訓練内容はマンホールから
の汚水溢水を防ぐためにバキューム車を使った汚水移送
作業や長時間停電を想定し処理場への可搬式発電機の運
搬設置、また管路施設の０次調査訓練を実施しておりま
す。
　こういった訓練を続けることにより市民の方との繋が
りや上下水道事業の相互理解の醸成に繋げていきます。
　また、訓練後に参加された市民や職員等からの意見を
取り入れ防災計画のフォローアップを行い、より実効性
のあるものに見直していきます。

６．おわりに
　当局は平成25年度に上下水道組織統合を行ってから10
年が経っております。
　近年、職員の高齢化や経験豊富な技術者の不足、維持
管理ノウハウや技術継承の難しさが目立ってきたように
感じておりますが、当局組織においてははっきりと上
水・下水と表記された部署がなく日々の業務を土木技
師・電気技師がお互いに補い合いながら進めており一体
感が生まれてきたように感じております。
　老朽化する施設の更新や、社会情勢の影響による厳し
い経営環境や人的な問題等さまざま課題はありますが、
上下水道事業は市民生活には欠かせない重要なライフラ
インですので、この一体感を大切し、市民の方への水道・
下水道事業の重要性や魅力を伝えていければと考えてお
ります。
　また、松江市では令和５年４月に西日本初となるガン
ダムマンホールの寄贈を受けております。本来のマンホ
ールとしての機能に加え、観光資源しても大変魅力ある
ものとなっており、ただのマンホール鉄蓋に付加価値が
付くことにより人からの見え方が違ってきます。
　このようなことをキッカケに『気づき』に変え、広い
視野を持つことで次世代に上下水道事業を繋げていけれ
ばと思います。

ント、タイムラインの考え方によるソフト面の対策とし
て、令和２度に『松江市上下水道局防災計画』を策定し
ました。
　地域防災計画に基づき上下水道施設に最も大きな被害
を与える鳥取県沖（F55）断層の地震として想定してお
り、装置型事業である上下水道事業の特性を踏まえ、従
来の発災後の職員動員や役割分担を定めたマニュアルを
見直し、地震被災により装置（施設、管路・管渠）がう
ける被害の程度、応急復旧に要する資器材・人員の数量、
所要時間をあらかじめ想定するリスクマネジメント を
導入した内容としております。
　当局では水道事業においては地域住民の方と協力した
断水体験や給水車を使った給水訓練は以前より行ってき
ておりましたが、下水事業については実施しておりませ
んでした。

　この上下水道局防災計画策定後の令和３年度からは上
下一体となった防災訓練を毎年各地域で行ってきており
ます。
　訓練には小学校の児童や地域住民をはじめ、関係事業
体、事業者、保守点検業者にも協力を仰ぎ参加いただい

写真－２　給水訓練の様子

写真－３　バキューム車を使った汚水移送作業の様子 写真－４　寄贈を受けたガンダムマンホール

© 創通・サンライズ
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２．課題への取組

　令和３年１月の五ケ山ダム（写真－２）運用開始によ
り、これまで計画的に行ってきた水源開発が完了したこ
とから、構成団体が必要とする協定水量の安定供給の基
盤が整いました。
　今後も安全で良質な水道用水の構成団体への安定供給
に向けて、維持管理の時代の役割として施設の老朽化や
気候変動、大規模地震等のリスクに備えるため、施設の
適切な維持管理と改良更新による「施設能力の確保」や、
安全で良質な水質確保のための「維持管理の強化」に取
り組むとともに、「耐震機能の強化」などによる危機管理
の充実を図っています。
　また、用水供給のために大量の電力を使用する企業団
施設においては、今後国を挙げて急速に進められる地球
温暖化対策に沿った対応が急務であるため、新たに温室
効果ガス排出削減を図りながら、効率的な水運用などに
よる環境へ配慮した取り組みを進めています。
　このような事業を継続して行うため、コスト削減など
の手法により健全経営の維持に努めています。

（１）安定供給のための取組
　「施設能力の確保」を進める上での主な事業は、海水淡
水化施設「まみずピア」（写真－３）の設備更新と牛頸浄
水場の改良・更新があります。
　まみずピアは平成17年６月１日に供用開始し、それか
ら18年、稼働を続けてきました。設備更新に向けては、

写真－２　五ケ山ダム

１．はじめに

　当企業団が用水供給を行っている福岡都市圏は、九州
の北部、福岡県の北西部に位置し、北は玄界灘に面し、
海を隔て遠く朝鮮半島、中国大陸へと続いています。 博
多湾沿岸の福岡平野部を中心として、東に宗像、西に糸
島の平野、南は脊振、三郡山地によって囲まれ、ほぼ半
月形をしています。地形は、東西に低山地を擁し、山地
面積は少なく、山々はなだらかで脊振山（1,055ｍ） 以外
は1,000ｍ未満の山がつらなっています。 　
　河川は、筑紫野市を上流端とする筑後川水系の宝満川
及び山口川がありますが、博多湾及び玄界灘に注ぐ多々
良川をはじめとする数多くの河川は二級河川で、いずれ
も流域面積、流量ともに小さな河川です。
　福岡都市圏は、地理的に、都市化の進展や生活レベル
の向上に伴う水需要を満たす河川に恵まれていません。
その水源対策として、九州一の大河川である筑後川から
の取水に望みを託すことになり、昭和48年６月に福岡地
区水道企業団が設立されました。
　昭和58年11月、水資源開発公団（現：独立行政法人水
資源機構）の「福岡導水事業」（写真－１）により筑後川
からの導水が実現し、当企業団は水道用水供給事業を開
始しました。
　その後、多々良川水系の鳴淵ダム、福岡都市圏の自助
努力として海水淡水化施設、筑後川水系の大山ダム、最
後の水源開発である那珂川水系の五ケ山ダムが完成し、
現在、福岡都市圏の６市６町１企業団１事務組合に一日
最大約26万８千㎥の水道用水を供給しています。

福岡地区水道企業団の用水供給事業

事例報告　次世代を支える上下水道

福岡地区水道企業団／施設部／計画調整課長　増山　徹

写真－１　福岡導水（思案橋水管橋）
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平成29年度から施設の劣化診断や新技術の調査等を行
い、設備更新の方向性を議会に報告した上で、更新を進
めています。
　今回の更新は、既存設備を運転しながらの更新となる
ことやコスト削減、事業費の平準化等を踏まえて検討を
行った結果、高圧RO膜は引き続き中空糸膜による個別
更新とし、UF膜の省略や、より高効率なエネルギー回
収装置の導入を合わせて実施します。
　工事期間中は、新旧設備の仮置きなどに使用できるス
ペースが非常に限られます。また、まみずピアの処理工
程は、一般的な浄水場の急速ろ過方式とはまったく異な
る上、資機材には、耐圧性が非常に高い管材、濃縮海水
に対応した耐腐食性の高い管材などが使用されていま
す。これら特殊な部材を使用した設備等を部分的に止め
て撤去して、新たな機械を据え付けて接続し、チェック
をするという作業が繰り返されることになりますので、
現場の方でも本当に知恵を絞ってより良い更新のやり方
を考え続けています。
　また、牛頸浄水場の改良・更新については、機能維持
を図るため、浄水場やポンプ場施設の機械・電気設備の
定期的な点検・整備を行うとともに、設備毎の更新計画
に基づき更新を行っています。
　「維持管理の強化」の主な事業は、水質管理機能の強化
です。
　筑後川において、春先（３～４月）の生物が増殖する
時期に少雨傾向が続くと、原水中のプランクトン数が増
加します。こういう状況になりますと、浄水システム全
体で塩素の消費量が増加し、送水中の水道用水の残留塩
素濃度が低下することがあります。
　また、当企業団はかなり遠方まで送水していますので、
牛頸浄水場で注入する塩素の濃度がどうしても高くな
り、牛頸浄水場近辺では水道水の塩素濃度が高めになり
ます。
　このようなことから、適切な残留塩素濃度が維持でき
るよう、現在、受水点近くへの水質自動測定装置及び塩
素注入設備の設置などの水質管理機能の強化に取り組ん
でいます。
　「耐震機能の強化」においては、管路の耐震化と福岡導
水施設地震対策が主な事業になります。
　平成26年２月、管路整備に係る総合的かつ長期的な計
画として「福岡地区水道企業団管路整備計画」を策定し
ました。計画では、優先順位に応じて、整備内容を平成
27～令和８年度に実施する「Ⅰ期」と令和９年度から実
施する「Ⅱ期」に分けており、この計画に基づき平成27
年度から、「管路整備事業」の第Ⅰ期を実施しています。
　第Ⅰ期の事業では、老朽化した管路の更新、大規模地
震に備えた耐震化及び機能強化のために、幹線管路の二
重化（φ1650～800mm、延長25.6km）及び緊急時用連
絡管（φ1100mm、延長0.1km）の整備を進めることと

しています。整備の対象となる既設下原系送水管のルー
トは、警固断層帯の南東部を横断または並走しています。
警固断層を震源とする地震が発生した場合、断層の近傍
における変位は約２ｍになるとも言われています。そこ
で、牛頸浄水場から大野城市役所付近までの警固断層対
策区間（φ1650～1200mm、延長6.2km）を最優先に整
備し、令和４年度に供用を開始しました。
　現在、管路の二重化については下原系幹線管路や夫婦
石系幹線管路の整備を進めるとともに、福岡市と当企業
団との間の緊急時用連絡管については福岡市博多区西月
隈で整備を進めており、令和９年度の完成を目指して整
備を推進していきます。
　また、福岡導水も、貴重な筑後川の水を福岡都市圏及
び佐賀県基山町へと送る大変重要な導水施設です。この
福岡導水施設については、水資源機構が事業主体となり、
平成30年度から令和14年度までの期間で「福岡導水施設
地震対策事業」が進められています。

　

　
　
　
　

（２）地球温暖化対策の推進
　前述のとおり、福岡都市圏は地理的に水資源に恵まれ
ないため、筑後川からの導水や海水淡水化施設等の水源
開発を行ってきました。これら福岡都市圏の特殊な水事
情を背景に開発された施設を運用するには、非常に多く
の電力を必要とします。
　このため、当企業団では「安全で良質な水道用水の安
定供給」という使命を果たしながら、気候変動の原因と
なる温室効果ガスの排出量削減策である「緩和策」に最
大限取り組んでいます。また、今後も企業団の使命を果
たしていくために、気候変動による影響を回避、あるい
は低減するための「適応策」にも、積極的に取り組んで
います。
　これら２つの方策をそれぞれ実行ならしめるための計
画として、地球温暖化対策の推進に関する法律に基づく、

「福岡地区水道企業団 地球温暖化対策実行計画」を策定
しています。計画の対象とする範囲は、当企業団の全て
の事務及び事業であり、計画期間は、2023年度から2030
年度までとしています。

写真－３　海水淡水化施設「まみずピア」
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　「緩和策」についての温室効果ガスの排出削減目標は、
国の計画を踏まえ、2030年度までに2013年度比で50％の
削減としています。目標達成に向け、太陽光発電設備の
導入や海水淡水化施設「まみずピア」における高効率な
エネルギー回収装置の導入、その他の再生可能エネルギ
ー等の導入に取り組んでいます。
　再生可能エネルギー等の導入については、10月に新た
なチャレンジが動き出しました。まみずピアで、日本初、
世界でも２例目となる「浸透圧発電」という新技術を使
った発電の実用化が動き出したのです。
　大根に塩を振ると水分が抜けて、たくあんになるよう
に、水は濃度の薄いほうから濃いほうに移動し、同じ濃
さになろうとします。この水の移動のことを「浸透」と
いい、水が移動しようとする力を「浸透圧」といいます。
　今回実用化する発電設備は、濃度の違う濃縮海水と下
水処理水を、「浸透膜」という水だけを通す特別な膜を挟
んで触れ合わせることで、同じ濃度になろうと、水が移動
する力、浸透圧を発生させます。この作用を利用し、発
電することでサッカーグラウンド約２面分の太陽光パネ
ルに相当する発電をすることができると見込んでいます。
　浸透圧発電のポイントは２つあります。１つ目は、排
水という未利用資源から、新たな価値を創出できること
です。発電に必要な濃縮海水と下水処理水は、それぞれ
海水淡水化施設と下水処理場から海に放流している排水
であり、「未利用資源」です。この２つの「未利用資源」
を活用して、新たなエネルギーを生み出すことができる
のです。
　２つ目は、高い稼働率であることです。太陽光発電と
比べ、浸透圧発電は、日照時間に関係なく、昼も夜も24
時間稼働することができます。また、雨などの天候の影
響も受けません。年間を通して効率的、安定的な発電が
可能なのです。
　この技術が福岡都市圏から実用化されるのは、偶然で
はなく必然と考えています。福岡都市圏は、水資源に乏
しく、過去に２度の大渇水を経験しました。また遠く筑
後川から都市圏の１/３の水を頂いています。それでも水
を確保するため、その自助努力として、まみずピアが建
設されました。水資源に乏しいという「逆境のシンボル」
である、このまみずピアが福岡にあるからこそ、今回、
その環境を活かした、いわば「逆境を逆手に取った挑戦」
が生まれたわけです。福岡都市圏で、このような挑戦を
行うことができることを、とても喜ばしく、また誇りに
思っています。

（３）事業継続のための取組
　以上のような様々な取組みを継続して行うため、コス
ト削減等の手法により、健全経営の維持に努めます。具
体的な取組としては、河川の流況に応じた効率的な水運
用を行うことでのコスト削減や、国庫補助金の確保や企

業債発行額の調整などによる適切な資金管理を行ってい
ます。

３．今後の水事業を見据えた取組

　当企業団では、福岡都市圏の「今後の水事情を見据え
た取組」も進めています。
　これまで述べたとおり、企業団の水源開発は完了して
います。水源はもう増やせません。
　一方で、福岡都市圏の人口は、全国の人口減に逆行し
て現在も伸びており、水需要も増加しています。さらに
は、企業団を含め構成団体が所有する施設も老朽化が進
んでおり、この状況から果たして将来も水の安定供給が
できるのかとの大きな懸念が生まれます。
　このため、構成団体と企業団で意見交換を行い、共通
理解のもと「都市圏内での新たな水融通のしくみ」をつ
くりました。
　この「新たな水融通のしくみ」とは、構成団体間での
水を分け合うしくみです。例えば、水需要が減少する構
成団体と水需要が増加する構成団体が存在した場合、双
方合意の上で、企業団から送る水量の配分を見直し、恒
久的に変更するというものです。
　このしくみについては、福岡都市圏の限りある水を有
効活用するために必要なルールとして、新たに試行して
いくものであり、試行後も、適宜、構成団体と意見交換
を行いながら、より良いしくみに育てていきたいと考え
ています。

４．おわりに

　当企業団は、令和５年６月に設立50周年、11月に用水
供給開始40周年を迎えました。
　福岡都市圏は、水道水の約３分の１は、筑後川に依存
しており、企業団職員として、今後もより一層水源地へ
の感謝の気持ちを持ち、福岡都市圏の住民の皆様に「安
全で良質な水道用水を安定的に供給する」ため、施設の
老朽化や気候変動、大規模地震などの様々なリスクに備
えて、事業推進のために努力していきたいと考えていま
す。
　今後とも皆様方のご指導、ご支援をよろしくお願いし
ます。

50周年ロゴマーク
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２．旭川市の下水道事業

（１）沿革
　本市の下水道事業は、昭和33 年に初めて国の認可を受
けて整備に着手して以降、市中心部から順次市街化区域
内の管路施設整備を進めると共に、昭和39 年に亀吉下水
終末処理場、昭和56 年に西部下水終末処理場がそれぞれ
完成して、汚水の排除及び処理を行うことにより、生活
環境の保全に寄与しています。
　現在（令和４年度末）では、下水道処理人口普及率が
97.3％に達し、市街地を中心に衛生的で快適な生活環境
の基盤がほぼ整ったと言える状況となりました。
　また、本市の下水道は、隣接する５町と構成する「旭
川広域圏下水道」により汚水を共同で処理する広域化に
いち早く取り組んでおり、早い段階から圏域全体の下水
道整備の促進に大きく貢献してきたことが特徴です。

１．はじめに

　旭川市は旭岳をはじめとする大雪山・十勝岳連峰の雄
大な山々を背景に、石狩川など多くの河川が街中を流れ、
四季を通じて彩りが豊かな風光明媚なまちです。
　古くからのアイヌの人々の営みと開拓の歴史により今
日の旭川の礎が築かれ、以来、交通の要衝・物流の集積
地として発展し、現在では、多彩な自然と、充実した医
療や福祉、教育、文化などの都市機能が調和する北北海
道の拠点都市となっています。
　年間の寒暖差、昼夜の寒暖差がともに大きく（最低気
温の記録：−41.0℃（日本最低記録）、最高気温の記録：
37.9℃）、四季が明瞭で冷涼な気候が特徴です。
　近年は、旭川市をはじめ北北海道地域の各自治体や旭
川市の交流都市などからの地域自慢の「食」が一堂に会
する「北の恵み　食べマルシェ」、行動展示で全国的に知
られる旭山動物園、上質なパウダースノーを体感できる
スキー場などに、国内外から年間500万人を超える観光
客が訪れている一方、ピーク時に36万５千人余りだった
総人口は、少子高齢化による自然減と転出超過による社
会減の進行により、平成10年以降、減少傾向が続く状況
となっています。

旭川市の下水道事業の現状と

今後に向けた取組み

わがまちの下水道

北海道／旭川市／水道局／上下水道部／
下水道施設課／課長補佐　　　　　　　　堀田幸宏

写真－１　市内風景と大雪山連邦

写真－２　「北の恵み　食べマルシェ」の賑わい
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（２）旭川広域圏下水道
　旭川市・東神楽町・鷹栖町・当麻町・比布町・東川町
で構成する旭川広域圏は、石狩川など多くの河川が流れ
る上川盆地に位置し、道北地域の拠点として発展してき
ましたが、高度経済成長に伴う公共用水域の水質汚濁が
全国的な問題となっていた昭和40年代、圏域全体におけ
る下水道整備の必要性の高まりを受け、いち早く整備に
着手していた旭川市を含めた１市５町により、下水道整
備に関する協議及び実施検討を開始しました。
　協議の結果、５町ともに旭川市よりも河川の上流側に
位置しているという地理的条件を踏まえ、最も下流側の
旭川市内に処理場を集約し、１市５町の汚水を共同で処
理する方式が経済的にも、公共用水域の水質保全の面で
も優位であるとの結論に達し、その後の北海道との協議
により、昭和49年度に策定された「石狩川流域別下水道
整備総合計画」において、１市５町による広域的な汚水
処理計画が認められました。
　昭和52年度に「旭川広域圏下水道協議会」を立ち上げ、
広域圏下水道における設置区分・管理区分・費用負担の
考え方などについて協議を進め、昭和56年１月「旭川広
域圏下水道に関する協定（基本協定）」の締結に至り、現
在まで事業を継続しています。

（３）雨水幹線の整備
　本市は、前述のとおり汚水整備は概成している一方、
雨水整備率は24.9％（令和４年度末）と低い水準であり、
近年の気候変動に伴う降雨量の増加や短時間豪雨の頻発
への備えとして、下水道雨水幹線の整備を推進する必要
が高まっています。
　浸水実績を踏まえて選択と集中を図りながら雨水幹線
整備を進めると共に、土木部局との連携により道路整備
に併せた路面排水管の整備にも下水道計画を反映させる
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図－１　旭川広域圏下水道の概略

よう努めています。
　また、令和４年度より内水浸水想定区域図の作成を進
めており、令和７年度の完成・公表を目指しています。
今後は、この内水浸水想定区域図を活用し、事前防災の
観点から降雨による浸水被害が想定される地区の積極的
な雨水幹線整備に向けた方針を定めるなど、計画的・効
率的に取り組んでいく考えです。

（４）老朽管路施設の改築
　本市では、国土交通省により下水道長寿命化支援制度
が創設された平成20年度に「下水道管路施設の維持管理
及び再構築についての基本方針」を策定し、コンクリー
ト管及び陶管を対象として、建設年次に応じて区分した
地区毎に長寿命化対策を実施しています。
　平成24年度のＪＲ旭川駅を中心とした市内中心部の商
業地域における長寿命化計画策定を皮切りに、順次対象
地区の異なる長寿命化計画を策定し、ストックマネジメ
ント支援制度の創設を受け平成29年度にストックマネジ
メント計画に移行して、令和５年度から２期目に入りま
した。
　標準耐用年数の50年を経過した汚水管は今後さらに増
加していくことは明らかであり、改築に係る費用も益々
増大していくことから、長期的な視点に立ち、ストック
マネジメント計画に基づいた計画的・効率的な改築事業
の推進を継続していかなくてはなりません。
　事業実施に必要な財源を確実に確保するため、改築に
係る国費支援についての制度や要件に関する国の動向を
注視し、常に最新の情報を取り入れられるようアンテナ
を張っておくことも必要であり、今年６月に発出された

「PPP/PFI推進アクションプラン（令和５年度改定版）」
で示されたウォーターPPPへの対応が喫緊の課題です。

写真－３　局地的豪雨による道路冠水
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３．ウォーターPPP・汚泥の肥料化など新たな取組

（１）ウォーターPPPへの対応
　周知のとおり、「PPP/PFI推進アクションプラン（令
和５年度改定版）」において、汚水管の改築に係る国費
支援に関してウォーターPPP導入を決定済みであること
を令和９年度以降に要件化すると示されました。
　本市では、すでに官民連携の取組として、処理場の運
転管理業務や保守点検業務などを包括的民間委託により
実施しており、管路施設の維持管理についても、保守点
検業務と管内清掃業務や修繕業務を組み合わせて、処理
場とは別に包括的民間委託を実施していますが、国が示
したウォーターPPPのスキームは「管路を含むことを前
提としたうえで、下水道施設全体を対象施設とする」も
のであるため、本市がウォーターPPPを導入するにはそ
れぞれの包括的民間委託の統合を視野に入れて作業する
ことが必要となります。
　しかし、それぞれの受注業種が異なることから、実施
可能な対象業務の選定や、地元企業側への丁寧な説明を
行っていくことが重要であると考えており、ウォーター
PPPを導入する目的を正しく整理し市内部の合意形成を
図ったうえで、受け皿となる企業側との対話を進めて行
く考えです。

（２）下水汚泥の肥料化への対応
　本市では、処理水や汚泥を資源として有効利用するた
めの様々な取組を行っており、処理水は大型融雪槽によ
る雪の処理に、汚泥の処理工程で発生する消化ガスはガ
ス発電機やボイラーの燃料として、汚泥焼却灰はセメン
ト原料としてそれぞれ活用しています。
　下水汚泥の緑農地利用については実施しておらず、脱
水汚泥は全量焼却を行っていますが、令和５年３月に国
土交通省から「発生汚泥等の処理に関する基本的考え方
について」が発出され、発生汚泥の処理を行うに当たっ
ては肥料としての利用を最優先することが示されたこと

を受け、汚泥肥料化の検討を改めて始めたところです。
　今年４月には、国土交通省が実施する「下水汚泥資源
の肥料利用を促進するための大規模案件形成支援事業」
において、重金属・肥料成分等の分析支援と案件形成支
援の両方の支援対象に選定され、現在、年４回の予定で
脱水汚泥の成分分析を行うと共に、市農政部局と連携し
ながら農業関係者との協議を行い、流通経路の確保など
事業化実現可能性について調査しています。
　一方、既設汚泥焼却炉２基の内、老朽化が進行してい
た１基について、令和元年度から更新工事に着手し、今
年11月に供用を開始したところでもあり、今後の汚泥処
理の方向性については慎重に検討する必要がある状況で
す。

４．おわりに

　下水道施設は、人々の生活と企業の生産活動を支える
欠くことのできない重要なライフラインです。
　全国の多くの都市と同様に、本市も加速度的に人口が
減少することが確実な中、下水道使用料収入の減少が見
込まれ，老朽施設の増加と熟練職員の減少などとともに

「ヒト」「モノ」「カネ」の問題が顕在化しつつあることか
ら、長期的な視点を持って下水道事業を持続可能なもの
にしていかなければなりません。
　そのため、国が示す新たな制度や考え方に適時・適切
に対応し、効率的な事業運営と財源の確保に努めていく
考えです。

図－２　管路施設（汚水）の年度別布設延長の推移

写真－４　改築した１号汚泥焼却炉
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２．水道事業の概要と沿革

　本市においては、上水道の布設は市民の長年の願望で
した。市街は、尾道水道に沿う細長い平地と狭隘な谷地
帯に密集しており、市街地の７割が埋立地であることか
ら、良水に乏しく、市内に大きな川もなく、飲料水を他
村から購入してしのぐ状況でした。
　このような状況の中で、大正10年（1921年）９月に上
水道布設の総工費が市議会で議決され、大正12年（1923
年）１月に工事着工し、大正14年（1925年）４月に給水
を開始いたしました。当時の給水人口は37,000人、一日
最大配水量は4,500㎥でした。その後も、水源に恵まれな
い本市は、創設以降の近隣町村の合併や市勢の発展によ
る水需要の急速な増加に対応するため、水源の確保や水
道施設の拡充等、13次にわたる拡張事業を行い、水不足
の解消や施設整備に努めてきました。この間、平成元年

（1989年）の広島県の沼田川水道用水供給事業の一元化
により、自己水源中心の事業経営から受水中心の事業経
営へ転換し、より安定的で健全な事業経営を目指してい
ます。令和４年度末では、給水人口120,779人、一日最大
配水量41,880㎥、年間配水量13,542,316㎥であり、その内、
県沼田川水道用水供給事業からの受水量は12,866,223㎥
で95％、自己水源の久山田水源池からの受水量は676,093
㎥の５％となっています。
　大正14年（1925年）４月の水道事業創設時に建設され
た久山田貯水池堰堤（写真－２）、導水管・浄水施設及び
配水池施設の多くが、90年を経過した今日も現役として
稼働しており、これらの構造物は美観的にも優れている
ことから、国の登録有形文化財にも選定されており後世
に継ぐべき水道の財産と言えます。一方、災害発生など、
県沼田川水道用水供給事業からの受水停止が長期にわた
る際には、唯一の水源となることから、今後とも適切な
運転監視及び維持管理を継続していく必要があります。
創設以来貴重な自己水源として稼働している施設を有効
活用することにより安全な水の安定供給を図るとともに
受水費の抑制にも努めることが求められています。

１．はじめに（わがまち紹介）

　尾道は、「坂のまち」「文学のまち」「映画のまち」と言
われます。言葉ではそうですが、もっと分かりやすいの
が、下記の「尾道水道とまちなみ」（写真－１）の写真で
す。この写真、どこかで見たことがあると思われる方も
多いと思います。ネットや観光パンフレットなどで見る
のがこの写真です。この写真を乗せたのは、たった１枚
の写真で、尾道を説明できるからです。写真の下側が方
角で言えば北になりますが、千光寺山から市街を見下ろ
し、市街のまちなみが写っています。真ん中には、川の
ように見えますが、これは尾道水道という海です。写真
の上側が方角では南ですが、向島という島で、本土と島
を２つの尾道大橋で結んでいます。山があり、まちがあ
り、海があり、島があり、全ての内容がこの１枚に凝縮
されています。歴史を遡りますと、平安時代にはこの尾
道水道で商業の港として栄え、江戸時代には、北前船寄
港地として繁栄し、令和元年（2019年）には、尾道港開
港850年を迎えました。これらの港町、まちなみ、歴史
を背景とした題材により、平成27年（2015年）には、「尾
道水道が紡いだ中世からの箱庭的都市」として日本遺産
の認定を受けました。上記で述べてきました「尾道水道
とまちなみ」の写真１枚が、まさに、この箱庭的都市そ
のものと言えます。また、全長70㎞の海の道をサイクリ
ングで満喫できるしまなみ海道をはじめ、恵まれた資源
を生かすことで、魅力的な価値を持つ、まちづくりを推
進します。

尾道市の水道事業100年の歩み　

わがまちの上水道

写真－１　尾道水道とまちなみ

広島県／尾道市／上下水道局／経営総務課／経営総務課長　高垣光男
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３．水道の恩人（山口玄洞翁）

　本市の水道は、大正14年（1925年）４月に給水を開始
しています。この水道事業にあたって、決して忘れては
ならない恩人が、山口玄洞翁です。
　ここで、山口玄洞氏の紹介をさせていただきますが、
玄洞氏は、江戸時代幕末の文久３年（1863年）に尾道市
で出生、早くに父を亡くしたため、一家の貧窮を救うた
め、単身16才の若さで大阪の洋反物店へ入店しました。
そこでの実直な仕事ぶりを店主から認められ信頼を得ま
したが、当店が倒産したため、19才にして洋反物商「山
口商店」を開業しています。小規模な商店のため組合組
織に加盟しておらず、商品の仕入れ販売に労力を費やし
ていたところ、苦労と幸運が重なって神戸のイリス商館
から好条件で自由に仕入れができるようになり、さらに
日清戦争によって扱う商品が軍需品としてどんどん買い
上げられたことから、一躍、大阪の大商人に駆け上がっ
たのです。
　その当時本市では、衛生、防火などにおいても水源の
確保や水不足の解消を切に要望してやまないところ、大
正２年（1913年）の市議会において上水道布設が議決、
大正10年（1921年）には総工費が市議会で議決され、よ
うやく現実味を帯びたところでした。
　しかし、いざ本計画どおりに執行するとなると、財政
上の制約から大部分を市債として借金するしかなく、行
きづまりをみせていたところ、総工費148万円余（清算
額139万３千560円）のうち、国及び県補助金、雑収入を
除いた103万５千円を寄附したいとの申し出がありまし
た。その寄附申出者こそ、山口玄洞氏であったのです。
　各都市に上水道の創設は行われていますが、尾道市の
ように、工費の大部分を個人の寄附によったというもの
は、他に例をみないと言われています。この寄附額が現
在ではいくらになるのか。誰しもが最も興味のあるとこ
ろですが、現在の貨幣額に換算は出来るとしても、この
換算額を持って同等同規模の施設を作ろうとすると出来
るはずもなく、このように考えると実際の貨幣価値はと
てつもなく膨大な額であろうことは間違いないところで
す。

　本市では、お礼の意味で何かしたいのであるが、男爵
を奏請したいとか、銅像を建てさせてもらうとか、その
方法を色々と申し出たところ、玄洞氏は、「自分として
は、代償を受けるためにしたのではない、無功徳の精神
だから」（『山口玄八十年史』）と断っています。これは、
若くして父を亡くしたため学業を途中放棄せざるを得
ず、日々荷車を引いて荒物を売り歩く中、世間の同情か
ら生活を支えてもらったという故郷への強い思いがあっ
たものと考えられます。
　また、自社の従業員への思いも深いものがあり、「利益
配当として純益の１割５分を賞与とし店員一同に分配す
る。ただし、全額を店に預けさせ相当の利子を附す。昭
和４年に退社したK氏の場合、預金の13万円余、退職金
７千円で自分の店を開いた。千円か二千円で家が建った
時代の十数万円である。」（『山口玄八十年史』）とあり、
社員を家族同様に大切に思い、将来においても、安定し
た生活ができるように、先を見据えながら常に気を配っ
ていることが伺えます。
　玄洞氏が、なぜこれほどまでの大商人になれたのか、
なぜあれほどまでの寄附をされたのか、また玄洞氏の人
柄、人物像について、いくつか玄洞氏の文献をもとに紹
介させていただきましたが、奥深くまで理解しようとす
ればするほど、玄洞氏は尾道市水道事業の恩人という小
さな枠に納めてしまうべき人物では到底ありえず、関西
が中心とはいえ、全国に及ぶ神社仏閣、病院、大学、学
校など、数える気にもならない、気の遠くなるほどの寄
附を生涯にわたって行っているところを鑑みれば、まさ
に日本の大恩人と言っても過言ではないのではないかと
思われます。
　本市では、尾道市百年の大計のためにご努力された玄
洞氏を末永く讃えるため、昭和57年（1982年）、時の有
志により「尾道市名誉市民山口玄洞翁顕彰会」を設立し
ています。この顕彰会では毎年の事業として、１月には
玄洞翁の命日法要、春と秋には彼岸法要、また５月には
久山田水源池において、水神祭を行い、玄洞氏の多大な
功績と水の恩に感謝し、これからもこれらの施設を守っ
ていくのだという決意を新たにしています。

４．水道事業100周年に向けて

　独特な歴史を持つ本市の水道事業は、令和７年（2025
年）４月に創設100年を迎えることとなります。これを
機に、尾道市上下水道局では、「尾道市水道創設100周年
記念事業」と銘打って様々な事業に取り組む予定です。
その中で特に注目すべき事業の「尾道水道記念館建設事
業」（図－１）を紹介いたします。
　この建設事業の目的は、尾道市水道事業の歴史や特長
として、100年前の創設期からの設備が、現在も現役と
して活躍していること、緩速ろ過方式であること、導・

写真－２　久山田貯水池堰堤
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送・配水管に地形の高低差を利用していることなど、尾
道ならではの特長をしっかり伝えることで、郷土の水道
への誇りを醸成するきっかけにするものです。先の項で
紹介いたしました郷土の大恩人である「山口玄洞氏」の
情報もしっかりと伝え、その功績を顕彰し後世に伝える
必要があること。さらに、市民の方々が、水や水道事業
への興味と理解を深めることで、水の大切さや未来に繋
げていくことの重要性を再認識していただくことが目的
です。
　令和５年９月から、既に建設に着手しており、令和６
年度が完成予定です。建物は貯蔵品倉庫として使用して
いたものを改築して記念館とします。
　記念館の展示物は、Aゾーンと、Bゾーンの２つのテ
ーマごとに紹介展示します。
　まず、Aゾーンでは、「尾道市水道ヒストリー」と「水
のワンダーツアー」の２つの事柄を紹介します。一つ目
の「尾道市水道ヒストリー」では、過去から現代までの
尾道市水道の歩みとして、中でも中心であるのは、やは
り、山口玄洞氏と尾道市水道のはじまりです。100年前
の尾道市水道創設エピソードとともに、尾道市名誉市民
である玄洞氏の略歴やその人柄、功績等を紹介します。
この玄洞氏のエピソードについては、パノラマスクリー
ンによるミニシアターで上映します。さらに、創設以後
の水道事業の拡がり、安定給水のための事業拡張の変遷、
災害とその備えに関する歴史事業を伝えます。二つ目の

「水のワンダーツアー」では、特に象徴的な久山田水系か
らの水の流れを説明するためのジオラマ模型（図－２）
を設置します。この模型に水源から貯水池・浄水場・配
水池を経て、各家庭へという、水の流れを光のラインで
再現し、さらに貯水池から浄水場への流れなどの高低差
を俯瞰視線で立体的に表現することで自然の地形を巧み
に利用した先人たちの知恵をやさしく伝えます。また、
模型での内容をパネル展示し、一連の過程の中での有形

文化財の建物や施設も紹介していきます。
　次にBゾーンでは、「水道のサイエンス」として、水道
事業の仕組みや役割を紹介します。平常時には、安全な
水を安定的に供給することが柱ですが、いざ、地震・水
害などの災害時には、人の命や健康を守るインフラとし
て水の供給を続けることが重要です。そこで、「水道のサ
イエンス」コーナーでは、水道事業に関する最新の技術
や配管の紹介とともに、防災への備えや災害時での活動、
さらには豊かな水源を守るために私たちのできることな
どの情報を紹介します。また、数カ所に体験できる展示
物を設置し、子供たちに遊びを通じて水道を身近に感じ
ていただく設備も整えます。また、緊急時や使用時以外
には、実物の給水車も展示し目で見て体感していただく
予定です。

５．おわりに

　本市の水道事業は、大正14年（1925年）創設から98
年が経過する中で、耐用年数を経過した管路や施設の更
新に多額の費用が嵩んでおります。給水人口が減少する
状況下において、給水収益の増加を期待することは難し
く、また費用面においても、動力費など維持費の増加は
避けて通ることのできない状況と言えます。このような
中で、令和３年度に「尾道市上下水道事業ビジョン」を
策定し、この計画の中でアセットマネジメントによる管
路の更新計画を組み合わせた財政運営見通しにより、事
業及び経営の両面から最適な更新計画を常に模索中で
す。あと１年４ヵ月で水道創設100年を迎えるわけです
が、尾道の水道の道を切り開いてくれた大恩人である玄
洞氏がいたからこそ、現在の尾道の水道があるというこ
との意味をしっかりと受け止め、継続していくのだとい
う強い意志のもとで、今後とも持続可能な水道事業の構
築に努力していきます。

図－１　尾道水道記念館（イメージ図） 図－２　ジオラマ模型（イメージ図）



32

２．水道企業団の設立経緯

（１）広島県水道広域連携案
　広島県で水道広域連携の取組を開始したのは、平成28
年10月まで遡ります。
　当時、県では、県と市町の行政サービスの最適化につ
いて見直しを進めており、２市から水道広域連携の検討
を県で行うよう提案を受けていました。
　また、平成28年２月に総務省、３月には厚生労働省か
ら、都道府県の市町村部局や水道行政部局が主体となっ
て水道広域連携の検討を行うよう要請があったこと、企
業局で、水道広域連携の検討を始めていたことなどの状
況が重なり、関係する地域政策局、健康福祉局と企業局
の３局が連携し、取り組むこととしたものです。
　平成29年度からは、水道広域連携の庁内体制を水道経
営や技術面で知見を有する企業局に一本化し、平成30年
１月、県は「広島県水道広域連携案」を策定しました。
　水道広域連携案では、水道広域連携の効果が最も高い
事業統合を全県で目指すことを基本に、県と市町で水道
広域連携の具体化に向け、協議を開始することが必要と
し、県は、この考え方に基づき、平成30年４月、水道事
業を運営する21市町の水道部局長で構成する「広島県水

１．はじめに

　令和５年４月１日、広島県企業局の水道用水供給事業
と工業用水道事業、14市町（竹原市、三原市、府中市、
三次市、庄原市、東広島市、廿日市市、安芸高田市、江
田島市、熊野町、北広島町、大崎上島町、世羅町、神石
高原町）の水道事業が経営統合し、新たに「広島県水道
広域連合企業団」（企業長：湯﨑英彦知事　以下「水道企
業団」という。）が、水道サービスの提供を開始しまし
た。
　水道企業団は、今後、水道用水供給事業が供給する地
域を含めると、県民の１/３に当たる約100万人に水道水
を供給するとともに、35の事業者に工業用水を供給して
いくこととなります。
　水道事業や工業用水道事業は、人口減少等に伴う料金
収入の減少、施設の大量更新期の到来による更新費用の
増加、人員体制の脆弱化など様々な課題を抱えています。
これらの課題に対処し、水道事業等を持続していくため
には、強固な経営基盤が必要であり、広島県では、その
方策として水道広域連携を進めてきました。
　本稿では、水道広域連携の取組として設立した水道企
業団について、その経緯と取組状況を紹介します。

図－１　水道企業団の概要

広島県水道広域連合企業団の
設立と今後の取組み

クローズアップ　 水坤 Vol.51掲載記事『わがまちの上水道（公民連携・広域化） 
「広島県営水道における公公民連携の取組み」』続報

広島県水道広域連合企業団／企画課／課長　谷口　淳

内容項目

広島県⽔道広域連合企業団(Hiroshima Water Supply Authority)名 称
⽵原市、三原市、府中市、三次市、庄原市、東広島市、
廿⽇市市、安芸⾼⽥市、江⽥島市、熊野町、北広島町、
⼤崎上島町、世羅町、神⽯⾼原町、広島県

構 成 団 体

湯﨑 英彦(広島県知事)企 業 ⻑
321⼈ ※令和５年10⽉１⽇現在職 員 数
14市町の571千⼈に⽔道⽔を供給

施 設 ：浄⽔場159か所 管路7,080km
平均給⽔量：193千㎥/⽇
⽔道料⾦ ：3,036円〜5,049円/20㎥/⽉

⽔道事業
（14事業）事

業
概
要
︵
令
和
３
年
度
︶

広島市、呉市、尾道市、福⼭市、⼤⽵市、府中町、坂町、海⽥町、愛
愛媛県今治市、上島町と⽔道企業団内の７事業に⽔道⽤⽔
を供給

施 設 ：浄⽔場７か所 管路362km
平均給⽔量：219千㎥/⽇

⽔道⽤⽔
供給事業

瀬⼾内海沿岸部の35事業所に⼯業⽤⽔を供給
施 設 ：浄⽔場４か所 管路167km
平均給⽔量：200千㎥/⽇

⼯業⽤
⽔道事業

■三次市
水道事業

■安芸高田市
水道事業

■庄原市
水道事業

■神石高原町
簡易水道事業

■府中市
水道事業

■世羅町
水道事業

■三原市
水道事業

■竹原市
水道事業

■東広島市
水道事業

■熊野町
水道事業

■大崎上島町
水道事業江田島市■

水道事業

■北広島町
水道事業

■廿日市市
水道事業

水道用水供給事業

工業用水道事業

【⽔道企業団が経営する事業】



33

道広域連携協議会」（会長：企業局長　以下「協議会」と
いう。）を設置し、検討・協議を開始しました。

（２）広島県水道広域連携推進方針
　協議会では、約２年にわたり、水道広域連携の形態、
施設の再編整備や最適な維持管理の方法、収支シミュレ
ーションや統合効果の試算などの検討・協議を行い、令
和２年６月、県は、協議会の意見を参考に、「広島県水道
広域連携推進方針」を策定しました。
　推進方針では、水道広域連携の基本的な枠組として、
県と市町で構成する特別地方公共団体の企業団を設立
し、県内水道事業の経営組織を企業団に一元化する経営
統合が適当と結論付けました。一方、事情により経営統
合に参画できない市町については、統合以外の連携も可
能としました。
　その上で県は、21市町に対し、令和３年３月末までに
推進方針への対応を明らかにするよう要請したところ、
東広島市、廿日市市などの15市町からは経営統合を、広
島市、福山市などの６市町からは統合以外の連携を選択
するとの回答がありました。

（３）広島県水道企業団設立準備協議会
　県と経営統合に賛同した15市町は、令和３年４月、令
和５年度の経営統合を目標とする「広島県における水道
事業の統合に関する基本協定」を締結し、首長で構成す
る「広島県水道企業団設立準備協議会（会長：湯﨑知
事）」で、水道企業団の組織、事業内容などについて、具
体的な検討を開始しました。
　途中、安芸太田町が準備協議会から脱退し、県と14市
町の枠組となりましたが、令和４年７月、準備協議会は、
水道企業団の10年間の組織体制、施設整備、業務運営、
財政運営をまとめた「広島県水道企業団事業計画」（以下

「事業計画」という。）を策定し、水道企業団の設立を了
承しました。

（４）水道企業団の設立と業務開始
　県と14市町（以下「構成団体」という。）は、それぞ
れの９月議会に水道企業団の設立議案を提出し、議決が

得られた後、総務大臣に設置許可を申請し、11月18日に
許可を得て、水道企業団を設立しました。
　12月には、湯﨑知事を企業長に選出したほか、企業団
議員の選挙を行って組織体制を整え、令和５年１月と３
月に開催した水道企業団議会で、事業運営に必要な条例
の制定や令和５年度予算が成立しました。
　３月には、厚生労働大臣と知事から、水道事業と水道
用水供給事業の創設認可を受けるとともに、中国経済産
業局長に工業用水道事業の開始を届け出るなど、事業開
始に向けた手続も完了し、令和５年４月１日、水道企業
団は、構成団体から水道事業等の承継を受け、正式に業
務を開始しました。

３．水道企業団の基本理念

　水道企業団は、基本理念として、構成団体が培ってき
たノウハウや技術を承継し、安全、安心、良質な水を適
切な料金で安定供給する水道システムを構築すること
と、水道変革のフロントランナーとして、国内外の水道
の発展に寄与することを掲げています。

４．水道企業団の取組み

　水道企業団は、令和５年１月、事業計画を基に、令和
５年度から14年度までの10年間を計画期間とする「広島
県水道広域連合企業団広域計画」を策定しました。
　現在、水道企業団では、広域計画に基づき取組を行っ
ており、主な内容は次のとおりです。

（１）通信基盤と情報システム
　通信回線や端末などの通信基盤は、高いセキュリティ
と快適な通信環境の両立が求められており、水道企業団
では、ゼロトラストネットワークという方式を導入しま
した。
　ゼロトラストネットワークは、全ての通信を信用せず、
あらかじめ認証された端末やアプリケーションのみ接続
できるネットワーク方式です。端末とアプリケーション
双方で監視するため、強固なセキュリティを確保できる
とともに、ファイアウォールなどを通す必要がないため、
通信速度が低下しにくいという利点があり、今後進めて
いくDXを支える基盤として最適と判断し、導入したも
のです。
　情報システムは、財務会計などの総務系システムにつ
いては、令和５年度に新たに構築しましたが、料金シス
テムや土木積算システムなどの業務系システムは、構成
団体によって業務の進め方が異なっていたため、仕様の
作成に時間を要し、令和８年度の整備を目途に、現在、
検討を進めているところです。
　また、監視系システムは、一つの監視拠点で複数の浄写真－１　水道企業団設立式
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水場を監視する広域運転監視システムの整備を進めてお
り、令和７年度に一部稼働する予定です。
　水道企業団では、システムの標準化やクラウドサービ
スの優先利用を基本に、システム全体の最適化を図って
いくこととしています。

（２）施設整備
　施設については、将来の水需要の減少を見据え、河川
流域を基本に設定した５つのエリアごとに、適正な規模
や能力に最適化していくこととしています。具体的には、
浄水場を10年間で１／２に集約するなど施設の再編整備
を進め、将来の更新費や維持管理費の縮減を図ることと
しています。
　また、浸水対策や土砂災害対策などの対策を講じるほ
か、基幹管路の耐震化率を全国平均以上に引き上げるな
ど、施設の強靱化にも取り組むこととしています。併せ
て、宮島海底送水管の二重化や緊急連絡管の整備など、
バックアップ機能の強化を図り、災害や事故に強い水道
を構築していくこととしています。
　水道事業等は、浄水場や送水ポンプなどで、多くの電
気を消費することから、自然流下を意識した施設配置や、
高効率機器の導入などを進め、脱炭素社会の実現にも取
り組むこととしています。　

図－３　基幹管路の耐震化

図－２　施設整備の概要
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太田川エリア

⽵原市、東広島市（河内町を
除く）、江⽥島市、熊野町、
北広島町⻄部、⼤崎上島町、
広島⽔道⽤⽔供給事業

小瀬川・八幡川エリア

廿⽇市市、広島⻄部地域⽔道
⽤⽔供給事業

沼田川エリア

三原市、東広島市河内町、
沼⽥川⽔道⽤⽔供給事業

芦田川エリア

府中市南部、世羅町東部、
神⽯⾼原町

江の川エリア

府中市北部、三次市、
庄原市、安芸⾼⽥市、
北広島町東部、世羅町⻄部

管路浄水能力・浄水場数水源水需要年度

7,441㎞166か所592千㎥/日691千㎥/日405千㎥/日令和２年度

7,633㎞77か所387千㎥/日426千㎥/日351千㎥/日令和14年度

＋3％▲54％▲35％▲38％▲13％
増減率
（対R２年度)

（３）業務運営
　営業、給水装置、運転監視、保全、水質管理などの業
務運営については、現在、統合前の制度・基準を継続し
ており、市町ごとに異なっている状況です。このため、
令和８年度を目途に制度・基準を統一する予定としてお
り、現在、検討を進めているところです。
　この他、デジタル技術を活用したサービス向上や業務
効率化にも取り組んでおり、令和５年度は、水道の使用
開始や中止の届出をホームページで行えるようにしまし
た。現在は、浄水場での薬品注入をAIで自動化するシス
テムやAIによる管路劣化予測ツール、スマートメーター
の導入などについて、検討・準備を進めています。
　また、災害や事故で断水が生じる場合に備え、応急給
水体制や災害復旧体制を整備し、危機対応能力の強化を
図っています。

（４）財政運営
　構成団体が実施してきた事業は、財務状況などに差が
あるため、水道企業団の会計や料金は、統合前の事業ご
とに区分して経理する「区分会計」を採用しています。
　水道企業団では、今後、施設の再編整備や強靱化など
が本格化し、投資額の大幅な増加が見込まれます。それ
にも関わらず、経営統合を機に交付される国交付金など
新たな財源の確保に加え、施設の統廃合による維持管理
費の縮減やスケールメリットによるコスト縮減により、
構成団体が単独経営を維持する場合と比べ、全ての事業
会計で損益が改善するほか、水道料金の上昇も抑えるこ
とができる見込みとなっています。

５．おわりに

　水道事業等を取り巻く課題は、全国共通であり、今後、
水道広域連携は、水道事業等を運営する全ての自治体に
とって、経営基盤強化を図るための最重要施策となって
いくものと思われます。
　本水道企業団の事例が、今後の水道事業等の経営基盤
強化の取組の参考になるようであれば幸いです。
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清流千歳川などとあわせ自然が豊かであり、平均気温も
８～９℃程度と、軽井沢とほぼ同じ内陸型の気候である
ことから、四季を通して過ごしやすい街となっています。
　千歳市外、あるいは北海道外の方が「千歳市」という
名前から受ける印象は、1925年に当時の村民が開墾し整
備を行ってから、間もなく100周年を迎える新千歳空港
を有している「空港の街」、また陸上自衛隊東千歳駐屯
地・北千歳駐屯地、航空自衛隊千歳基地が市内に駐屯し
ていることから「自衛隊の街」、あるいは、支笏洞爺国立
公園に属する支笏湖などがある「観光の街」、世界遺産　
北海道・北東北の縄文遺跡群を構成するキウス周堤墓群
があることから「遺跡の街」など、様々な印象を持たれ
ている街かと思います。意外と知られていないこととし
ましては、本市は北海道内では最も平均年齢が若い街で
もあります。

３．千歳市の水道事業

　本市の近代水道は昭和14年に供用された、旧日本軍の
海軍航空隊施設への給水がはじまりであり、その後、昭
和28年に当時の千歳町が上水道施設の工事を着工、昭和
30年から上水道の供給が始まりました。創設事業の計画
給水人口は22,000人、一日最大給水量4,950立方メートル
というものでありましたが、当時は米軍の駐留や自衛隊
の発足など、水需要が急激に増加していた時代であり、
給水を開始した春日浄水場の上流部にまで人家が建ち始

１．はじめに

　水坤2018年新春号に当時の千歳市水道局工事課長が
「お届けしますおいしい水を、やさしく返します自然と未
来へ」というタイトルで千歳市水道局における取り組み
について寄稿させていただきました。その後、本市や本
市水道事業がどのような変化があったかなど、続編的な
ものの寄稿について、今回ご依頼をいただきました。
　千歳市水道局は、当時の千歳市からは予想もしなかっ
た事がいくつかあり、様々な情勢が急激に変化していく
中で水道事業を運営しております。

２．千歳市の状況

　変化については後述させていただきますが、まずは千
歳市の概要についてご紹介いたします。
　本市は石狩平野南部に位置しており、東西に長い行政
区域となっております。西は国立公園である支笏湖や現
在も活動を続ける火山である樽前山、そこから中心市街
地へ向け、多くの国有林が存在しております。市域の中
心部は市街地や新千歳空港、工業地帯や自衛隊の駐屯地
や基地が所在し、そこから東端の丘陵部は農業地帯とな
っています。
　本市の面積は594.5平方キロメートルであり、これは東
京都23区の面積とほぼ同程度ですが、そのうち国有林を
含む山林の面積が52％を占めてます。支笏湖から流れる

蛇口をひねれば名水百選の街

千歳市の水道事業　

北海道／千歳市／水道局／水道整備課／課長　松本洋之　

クローズアップ　水坤 Vol.55 掲載記事『わがまちの上水道「お届けします美味し
い水を、やさしく返します自然と未来へ」千歳市の取り組み』続報

図－１　千歳市の位置 写真－１　昭和30年　春日浄水場
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め、衛生的な懸念があったことや水量が不足することも
あり、新たに蘭越浄水場を建設することとなります。昭
和36年に完成した蘭越浄水場は、現在まで改修・改築を
行っており、今日まで浄水処理を行っています。
　現在の本市水道事業は第６回拡張事業の認可変更を行
い、給水人口97,300人、一日最大給水量54,400立方メー
トルの事業計画となっています。上水道普及率は99.9%
であり、本市には工業用水事業がないことから、給水区
域内のほぼすべての事業所や家庭へ給水を行っておりま
す。
　水源の内訳につきましては、自己水源として38,500立
方メートルを保有し、石狩東部広域水道企業団からの受
水が15,900立方メートルとなっていますが、その自己水
源のうち、大半は内別川という千歳川の支流から取水を
行っております。内別川は全長約2.5キロメートルの区間
に、大小あわせて60数ヶ所の湧水が集まった小河川であ
り、昭和60年３月にはその湧水群が、環境省から名水百
選に選定されました。
　北海道内では京極町の「羊蹄のふきだし湧水」、利尻富
士町の「甘露泉水」、千歳市の「ナイベツ川湧水」の３ヶ
所が選定されており、このことから本市水道局は「蛇口
をひねれば名水百選」がキャッチフレーズとなっていま
す。

４．上水道事業の現状と課題�

　本市上水道施設は、浄水配水施設の大半が耐震化して
おり、管路につきましても石綿管・鋳鉄管・のり付継ぎ
手の塩ビ管についてはすでに改修が完了しております。
　管路総延長724キロメートルのうち、耐震適合率30％、
うち基幹管路については総延長58キロメートルのうち
73.5%が耐震適合管となっております。
　浄水配水施設の更新計画は2018年と大きな違いはあり
ませんが、管路については老朽度の判定を行い、優先度
の高い管路から更新を行う計画としておりましたが、現

在主に行っている事業は、重要給水施設配水管整備事業
となります。
　前回千歳市水道局が寄稿させていただいた2018年の新
年号から、最初の大きな変化は、同年９月に最大深度７
を記録した北海道胆振東部地震が発生したことに端を発
します。本市でも震度６弱の地震を観測し、北海道内全
域において大規模停電、いわゆるブラックアウトが発生
しました。
　幸い本市水道施設に被害はなく、浄水配水施設も自家
発電設備が機能したため、停電に伴い断水となった、主
に受水槽を有する給水需要家や、避難所開設に伴う給水
所の開設等を行う程度の対応となったことから、発災２
日後には近隣自治体へ給水支援や、配水管の復旧支援に
向かうこともできました。　
　しかしながら、本市は前述のとおり自衛隊等の災害拠
点を有しており、前年に重要給水施設管路の耐震化計画
策定の手引きが国から示されたこと、更には北海道胆振
東部地震が、本市が以前から懸念を抱いていた石狩低地
東縁断層帯に起因するものではないため、今後も揺れの
大きな地震が発生する可能性があることなどをうけ、従
来の更新計画を変更し、令和元年度に重要給水施設配水
管整備に係る計画を策定、令和２年度から令和16年の15
年間で重要給水施設配水管整備事業を実施しておりま
す。
　これは総延長56キロメートルの重要給水施設配水管の
うち、耐震非適合である管路の更新を行うものであり、
大規模震災が発生した際にも市内65か所の災害拠点や避
難所、病院等の給水を確保するというもので、総事業費
は約47億円程度を見込んでおります。
　管路更新につきましては、150ミリメートルまでは配
水用ポリエチレン管、それ以上の口径はダクタイル鋳鉄
管GX型を採用しており、あわせてナイロンスリーブや
ポリスリーブを使用することで更なる耐用年数の延長を
図っているところであります。
　現在は重要給水施設配水管整備事業を行っております
が、令和12年度から更新時期を迎える配水管が増加する
ため、より計画的・効率的な管路更新が求められている

写真－２　ナイベツ湧水

写真－３　北海道胆振東部地震における給水支援
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こと、また、人口減少社会や配水量の減少が予想される
ことと合わせて、ダウンサイジングやダウンスペックを
考慮したアセットマネジメントや更新計画を策定し、事
業運営の安定化・効率化を図ってきたところであります。

５．最近のできごと

　2023年２月、本市のみならず北海道全体にも大きな影
響を与えるであろうと予想される事として、千歳市へラ
ピダス社の立地が発表されました。
　ラピダス社は2022年８月にトヨタ自動車・デンソー・
ソニーグループ・NTT・NEC・ソフトバンク・キオクシ
ア・三菱UFJ銀行の８社が総額73億円を出資して先端半
導体の国産化に向けて設立された企業であり、2025年か
らパイロットラインの操業を行うことを発表していま
す。
　半導体産業には多くの水が必要となることが知られて
おりますが、その水の供給について、パイロットライン
で使用する水については、供用開始までの期間が極端に
短いこと、また、使用水量が量産ライン稼働時よりも少
ないことなどから、最も時間を要さず、確実に取水がで
きる本市上水道に対し、給水の申し込みがありました。
　本市配水管網でラピダス社が必要とする水量に耐えら
れる分水地点は、立地場所から4.7キロメートル離れてお
り、450ミリメートルのダクタイル鋳鉄管GX型を約２年
間で整備する工程を考えましたが、北海道は積雪寒冷地
であり、本市における配水管の埋設深度は土被りで1.2m
を確保することが定められていることから、非積雪寒冷
地より工事に時間を要することとなります。また、例年
本市が水道管整備を行っている配水管の延長は１キロメ
ートル程度であり、その５倍近い事業量を２年で実施す
る必要に迫られたことから、北海道では初の事例となる
大型の管路DBによる設計・施工一括発注を採用し、管
材メーカー・地元業者・設計コンサルタントでJVを構
成、現在も工事を行っているところであります。

　パイロットラインは工場全体で使用する水量の一部で
あり、量産ラインが稼働するまでの間は上水道で賄い、
本市の上水道では不足する多量の水については、北海道
企業局が所有する工業用水を追加して供給する計画とな
っております。
　また、排水につきましては、ラピダス社が立地した工
業団地を造成した際の環境アセスメントにより、本市公
共下水道が受けることとなっていることから、量産ライ
ン時の排水についても全量受けることとなるため、終末
処理場の機能強化や、圧送による下水道管の整備を、極
めて短期間のうちに完成させることとしております。
　さらに、ラピダス社が立地することにより、関連産業
の集積や人口増による水需要の増加が考えられることか
ら、今後は浄水場における浄水方式の変更など、機能の
強化や効率化などを検討しながら、既存施設の維持管理
や更新を行い、健全な上下水道事業経営を目指すことと
なります。

６．おわりに

　前回の寄稿から６年で本市には大きな変化がありまし
た。次の６年後には重要給水施設配水管整備事業は大詰
めを迎え、新たに老朽管の更新事業を行っている頃と考
えられますが、現在までの６年間のように大きな社会的
変化が発生する可能性もあります。
　近年では、PFASなど水質に対する新たな懸念材料も
増えてきておりますが、上水道は重要なライフラインの
一つであり、安心で安全な水道水を安定的に供給し続け
ることは上水道事業者の最も重要な責務でもあります。
　これからも「蛇口をひねれば名水百選」を守るべく、
千歳市水道局職員一同、安定的で継続的な事業運営を行
ってまいります。

写真－４　ラピダス社起工式

写真－５　現在の蘭越浄水場と名水ふれあい公園



38

一連化することで、従来より事務手続き等を簡略化し、
大幅に工期を短縮することができました。また、包括的
民間委託を導入しない場合、職員を４人増員しなければ
同様の業務はできないと想定されていましたが、現状の
職員数のまま、遂行することができました。
　②としては、スクリーニング調査の実施に当たり、管
口カメラによる調査を想定していましたが、JV側の提案
により、自走式の簡易カメラに変更しました。これによ
り、管きょ内全スパンを目視で確認ができ、より詳細な
調査を実現することができました。さらに、その詳細な
カメラ調査データを基に、地域ごとの劣化状況や施設等
の重要度を地図上に落とし込んだ、下水道管の劣化ハザ
ードマップを作成しました。これによって机上の計画だ
ったSM計画を、実態に合わせて見直すことができ、第
Ⅱ期以降の事業をより効率的なものへと昇華させてくれ
ました。この取り組みは、令和５年度国土交通大臣賞「循
環のみち下水道賞」を受賞し、評価されています。

１.はじめに

　柏市は、千葉県の北西部に位置する中核都市であり、
人口約43万人、下水道管きょ延長は約1,300kmです。昭
和45年に供用開始し、行政域内人口に対する普及率は
90.7％（令和４年度末時点）となっています。
　平成28年11月に策定したストックマネジメント計画

（以下、「SM計画」という。）を基に、平成30年10月よ
り、下水道管路施設の包括的民間委託を導入し、それま
での事後保全から、予防保全型の維持管理へと舵を切り
ました。

２.第Ⅰ期事業の概要

　事業期間は平成30年10月から令和４年９月までの４年
間でした。
　当初の業務内容は、簡易カメラ調査が485km、目視調
査が96km、改築が4.2km、その他SM計画の見直し等と
なっていました。
　受託者は、管更生メーカーやディベロッパー、維持管
理系企業、コンサルタント、地元土木業者等、全７者22
社を構成員とする共同企業体（以下、「JV」という。）で、
それぞれの得意分野を活かして業務に当たっていただき
ました。
　包括的民間委託事業を進めていく中でメリットとなっ
たこととして、①民間ノウハウを活用して、効率的に事
業を進められたこと。②直営では試しづらい、新技術が
導入できたこと。の２点が上げられます。
　①としては、管きょの点検調査から設計・工事までを

図－１　包括事業のパッケージ

図－２　下水道管劣化ハザードマップ

写真－１　「循環のみち下水道賞」賞状
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クローズアップ 水坤 Vol.56 掲載記事『わがまちの下水道 柏市
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柏市の下水道管路包括民間委託事業 

千葉県／柏市／上下水道局／下水道工務課／管理担当／主事   中島 愛子 

柏市の下水道管路包括民間委託事業
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３.Ⅰ期で直面した課題

（１）不測の増額変更による内容の見直し
　第Ⅰ期事業を進める中で、当初契約を積算した際には
含めていなかった、不測の業務が多く発生しました。
　ボックスカルバートの管更生では、製管する前に底面
の不陸を取るため、コンクリートで整える処理や、屈曲
部で製管材だけでは隙間ができてしまうところに、人力
でFRP素材を貼り付けるハンドレイアップなどが必要と
なりました。
　カメラ調査では、木根の侵入やモルタル・油脂等の付
着、取付管の突き出し等の障害物によってカメラが進め
ず、除去しなければ調査が進まない事態が発生しました。
　全業務に通じて起きたことは、交通量の多い道や繁華
街等では、道路使用における警察との協議や町会・病院
等からの意見により、夜間施工への変更や交通誘導員の
増員が求められました。Ⅰ期全体の事業費と年度ごとの
上限額が決まっていたため、これらの増額に対応するた
めには、業務量を減らして調整するしかありませんでし
た。そのため各業務、当初の計画延長よりも、実施延長
が少なくなってしまいました。

（２）緊急修繕の増加
　それまで疎かだった、計画的な点検・調査を進めてい
ったため、必然的に緊急対応が必要な不具合も次々発見
されました。多かったのは、古い人孔蓋や公共汚水桝の
破損、本管のクラックや削孔部の閉塞不良等です。当時、
包括的民間委託事業と維持管理を担当する課が別だった
ため、課を横断して対応に当たる必要がありました。修
繕費は別予算だったこともあり、対応に苦慮したと聞き
ます。

４.第Ⅱ期の事業概要と新たに導入したこと

　第Ⅱ期は令和５年１月から令和10年１月までで、第Ⅰ
期より１年長い５年間としました。業務内容はⅠ期とほ
ぼ同じで、受託したJVも前回と同グループでした。前述
した課題も踏まえて変更した点を紹介します。
　まず、性能発注の指標としているアウトカム指標（陥
没、詰まり、苦情件数）については、第Ⅰ期事業期間に
６割減となったことも踏まえ、この期間も含めた平成23
年から令和３年までの年間件数で平均値を取り、年間目
標値としました。そのためⅠ期よりも高い目標値となっ
ています。

写真－２　調査を妨げた障害物

表－１　第Ⅰ期と第Ⅱ期のアウトカム指標比較

表－２　第Ⅰ期と第Ⅱ期の業務内容比較

A４判文字数 ＝ W25（字）× L49（行）× 2（段） ＝ 2,450（字／頁） 
 

■３．Ⅰ期で直面した課題 

（１）不測の増額変更による内容の見直し 

 第Ⅰ期事業を進める中で、当初契約を積算した際には含

めていなかった、不測の業務が多く発生しました。 

 ボックスカルバートの管更生では、製管する前に底面の不

陸を取るため、コンクリートで整える処理や、屈曲部で製管材

だけでは隙間ができてしまうところに、人力で FRP 素材を貼

り付けるハンドレイアップなどが必要となりました。 

 カメラ調査では、木根の侵入やモルタル・油脂等の付着、

取付管の突き出し等の障害物によってカメラが進めず、除去

しなければ調査が進まない事態が発生しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  写真－２ 調査を妨げた障害物 

 全業務に通じて起きたことは、交通量の多い道や繁華街等

では、道路使用における警察との協議や町会・病院等から

の意見により、夜間施工への変更や交通誘導員の増員が求

められました。Ⅰ期全体の事業費と年度ごとの上限額が決

まっていたため、これらの増額に対応するためには、業務量

を減らして調整するしかありませんでした。そのため各業務、

当初の計画延長よりも、実施延長が少なくなってしまいまし

た。 

 

 

 

 

（２）緊急修繕の増加 

それまで疎かだった、計画的な点検・調査を進めていった

ため、必然的に緊急対応が必要な不具合も次々発見されま

した。多かったのは、古い人孔蓋や公共汚水桝の破損、本管

のクラックや削孔部の閉塞不良等です。当時、包括的民間委

託事業と維持管理を担当する課が別だったため、課を横断し

て対応に当たる必要がありました。修繕費は別予算だったこ

ともあり、対応に苦慮したと聞きます。 

 

■４．第Ⅱ期の事業概要と新たに導入したこと 

第Ⅱ期は令和 5 年 1 月から令和 10 年 1 月までで、第Ⅰ

期より 1 年長い 5 年間としました。業務内容はⅠ期とほぼ同

じで、受託した JV も前回と同グループでした。前述した課題

も踏まえて変更した点を紹介します。 

まず、性能発注の指標としているアウトカム指標（陥没、詰

まり、苦情件数）については、第Ⅰ期事業期間に 6 割減とな

ったことも踏まえ、この期間も含めた平成 23 年から令和 3 年

までの年間件数で平均値を取り、年間目標値としました。そ

のためⅠ期よりも高い目標値となっています。 

 

 

 

 

 

表－１ 第Ⅰ期と第Ⅱ期のアウトカム指標比較 

 

表－２ 第Ⅰ期と第Ⅱ期の業務内容比較 

第1期包括的⺠間委託 第2期包括的⺠間委託

事業期間 平成30年10⽉〜令和4年9⽉（4年） 令和5年1⽉〜令和10年1⽉（5年）

統括管理業務 統括管理業務

巡視点検業務︓対象 幹線139km 巡視点検業務︓対象 幹線139km
幹線管きょについて毎年度1回点検を実施（3か
年）

幹線管きょについて毎年度1回点検を実施（5か年）

公共汚⽔桝点検業務 公共汚⽔桝点検業務

Z管の発⾒調査 2,589箇所 ツマリ・破損のリスクの⾼い箇所 1,000箇所

簡易カメラ調査業務︓487km 簡易カメラ調査業務︓369km

35年を経過した枝線管きょ

詳細カメラ調査業務︓94km 詳細カメラ調査業務︓158km

35年経過の幹線及び簡易カメラから移⾏分
35年未満の未調査幹線及び簡易カメラからの移⾏分、
リスクA評価の管きょ

障害物除去業務（当初なし⇒追加業務） 障害物除去業務︓975箇所（想定）

点検・調査が不可能な障害物の除去業務 点検・調査が不可能な障害物の除去業務

設計業務︓3,836m 設計業務︓18,521m

管更⽣⼯事のみ 管更⽣⼯事及び布設替え⼯事，修繕設計

修繕業務︓60箇所（内⾯修繕），315箇所（蓋交換）

              ともに想定値

管きょの緊急内⾯修繕⼯事及び⼈孔蓋交換⼯事

改築業務︓2,763m 改築業務︓13,000m

管更⽣⼯事 管更⽣⼯事

点検・調査データ管理業務 点検・調査データ管理業務

ストックマネジメント⾒直し業務 ストックマネジメント⾒直し業務

※⾚⽂字は第2期からの追加業務

事業内容

20年から35年を経過した枝線管きょ及び第1期でリスク
A評価した管きょの2回⽬調査
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　次に、積算については、Ⅰ・Ⅱ期とも口径別に下水道
協会の歩掛や県単価、各工法協会の見積もり等を用いて
算出し、最安価だった単価で積算しています。経費率に
ついては、Ⅰ期は全体の工事費を事業期間である４年で
割った金額に対して算出していましたが、Ⅱ期では５年
間の工事費総額より算出し、Ⅰ期よりも圧縮されました。
Ⅰ期のコスト効果（VFM）の算出には、国交省の導入事
例集にある他自治体のコスト効果を参考に、工事費につ
いては10％、調査費は５％のマイナス計上をしています。
しかし、第Ⅱ期では包括的民間委託事業で発注した場合
の事業費と、従来方式（単年度・単契約）で発注した場
合の事業費を算出し、10％のコスト効果が得られていま
す。なお、前述した課題の一つであった管更生前の処理
等についても、可能な限り積算に含めました。
　また、もう一つの課題であった緊急修繕対応について
も、一部業務内容に含めています。修繕業務として含め
た内容は、本管や取付管の内面補修と人孔蓋交換です。
これらは、包括業務内で発見したものへの対応が基本と
なりますが、その他、人孔蓋交換についてはガタツキの
苦情等への早期対応にも貢献し、市民サービスの向上に
繋がっています。
　第Ⅱ期の公募は、第Ⅰ期と同グループのみが応募する
ことを見込んで、一者のみの場合には、企画技術提案を
充実させることを必要条件としました。そのため浮流式

のスクリーニングカメラや取付管のサテライトカメラ、
JVの維持管理台帳と市の下水道台帳のリンク等新たな
提案をいただいています。第Ⅱ期でも、民間ノウハウを
活用したこれらの提案が下水道事業全体とうまく絡み合
い、課題解決に向けた相乗効果を発揮してくれることを
期待しています。

５.新たな課題

　第Ⅱ期がスタートして令和６年１月で１年が経過しま
す。順調にⅡ期を進めて、Ⅲ期目に向けて駒を進めよう
としていましたが、「このまま」とは行かなくなってしま
いました。新たな官民連携の方針として国交省が打ち出
したウォーターPPPのためです。柏市の事業は期間を10
年に延伸することでレベル3.5の要件はほぼ満たしてい
ると考えます。しかし、このレベル3.5は次のレベル４で
あるコンセッション方式への１ステップであると言われ
ており、補助金を活用して今後も事業を進めるためには、
最終的にはコンセッションを目指して事業を進めていく
ことが求められます。そのため、柏市では令和６年度よ
り導入可能性調査を始めようと、準備を進めています。
　また昨今の物価上昇による委託費の増額についても対
応に迫られました。当初よりもこの１年で人件費が５％
程上昇しており、差額を捻出するため補正予算の確保や
債務負担額の変更、基本協定書の年度上限額変更の手続
き等を次年度以降は進めなければなりません。さらに、
令和６年度からは、材料費も上がる見込みがあり、事業
費が膨らむことが予想されます。

６.おわりに

　私は令和５年４月に前任から包括的民間委託事業の担
当を引き継ぎました。事業量も金額も多いこの事業は、
理解するだけでもそれなりの時間が必要でした。ただ、
これまで２年間、事後保全型の維持管理に携わって来た
者としては、調査から改築まで一体であり、予防保全的
に下水道管路の維持管理を進めて行けるこの事業は、実
に有意義であり、担当できることを光栄に思っています。
　前述したように、Ⅰ・Ⅱ期を通して課題が多く、なか
なか順調にとはいかない包括的民間委託事業ですが、も
はやこれを前提と考え、JVの協力を得ながら、新たな課
題に取り組み、これからも双方納得した形で事業を進め
ていけたらと思います。

写真－３　浮流式スクリーニングカメラ

A４判文字数 ＝ W25（字）× L49（行）× 2（段） ＝ 2,450（字／頁） 
 

次に、積算については、Ⅰ・Ⅱ期とも口径別に下水道協会

の歩掛や県単価、各工法協会の見積もり等を用いて算出し、

最安価だった単価で積算しています。経費率については、Ⅰ

期は全体の工事費を事業期間である 4 年で割った金額に対

して算出していましたが、Ⅱ期では 5 年間の工事費総額より

算出し、Ⅰ期よりも圧縮されました。Ⅰ期のコスト効果（VFM）

の算出には、国交省の導入事例集にある他自治体のコスト

効果を参考に、工事費については 10％、調査費は 5％のマ

イナス計上をしています。しかし、第Ⅱ期では包括的民間委

託事業で発注した場合の事業費と、従来方式（単年度・単契

約）で発注した場合の事業費を算出し、10％のコスト効果が

得られています。なお、前述した課題の一つであった管更生

前の処理等についても、可能な限り積算に含めました。 

また、もう一つの課題であった緊急修繕対応についても、

一部業務内容に含めています。修繕業務として含めた内容

は、本管や取付管の内面補修と人孔蓋交換です。これらは、

包括業務内で発見したものへの対応が基本となりますが、そ

の他、人孔蓋交換についてはガタツキの苦情等への早期対

応にも貢献し、市民サービスの向上に繋がっています。 

第Ⅱ期の公募は、第Ⅰ期と同グループのみが応募するこ

とを見込んで、一者のみの場合には、企画技術提案を充実

させることを必要条件としました。そのため浮流式のスクリー

ニングカメラや取付け管のサテライトカメラ、JV の維持管理

台帳と市の下水道台帳のリンク等新たな提案をいただいて

います。第Ⅱ期でも、民間ノウハウを活用したこれらの提案

が下水道事業全体とうまく絡み合い、課題解決に向けた相乗

効果を発揮してくれることを期待しています。 

写真－３ 浮流式スクリーニングカメラ 

 

 

 

 

 

 

 

写真－４ 取付管サテライトカメラ 

写真－５ レーザーによる塩ビ管変形量測定 

 

■５．新たな課題 

第Ⅱ期がスタートして令和 6 年 1 月で 1 年が経過します。

順調にⅡ期を進めて、Ⅲ期目に向けて駒を進めようとしてい

ましたが、「このまま」とは行かなくなってしまいました。新たな

官民連携の方針として国交省が打ち出したウォーターPPP

のためです。柏市の事業は期間を 10 年に延伸することでレ

ベル 3.5 の要件は満たしていると考えます。しかし、このレベ

ル 3.5 は次のレベル 4 であるコンセッション方式への 1 ステ

ップであると言われており、補助金を活用して今後も事業を

進めるためには、最終的にはコンセッションを目指して事業を

進めていくことが求められます。そのため、柏市では令和 6

年度より導入可能性調査を始めようと、準備を進めていま

す。 

また昨今の物価上昇による委託費の増額についても対応

に迫られました。当初よりもこの 1 年で人件費が 5％程上昇

しており、差額を捻出するため補正予算の確保や債務負担

額の変更、基本協定書の年度上限額変更の手続きなどを次

年度以降は進めなければなりません。さらに、令和 6 年度か

らは、材料費も上がる見込みがあり、事業費が膨らむことが

予想されます。 

 

■６．おわりに 

私は令和 5 年 4 月に前任から包括的民間委託事業の担

当を引き継ぎました。事業量も金額も多いこの事業は、理解

するだけでもそれなりの時間が必要でした。ただ、これまで 2

年間、事後保全型の維持管理に携わって来た者としては、調

査から改築まで一体であり、予防保全的に下水道管路の維

持管理を進めて行けるこの事業は、実に有意義であり、担当

できることを光栄に思っています。 

前述したように、Ⅰ・Ⅱ期を通して課題が多く、なかなか順

調にとはいかない包括的民間委託事業ですが、もはやこれ

を前提と考え、JV の協力を得ながら、新たな課題に取り組

み、これからも双方納得した形で事業を進めていけたらと思

います。 

写真－４　取付管サテライトカメラ

A４判文字数 ＝ W25（字）× L49（行）× 2（段） ＝ 2,450（字／頁） 
 

次に、積算については、Ⅰ・Ⅱ期とも口径別に下水道協会

の歩掛や県単価、各工法協会の見積もり等を用いて算出し、

最安価だった単価で積算しています。経費率については、Ⅰ

期は全体の工事費を事業期間である 4 年で割った金額に対

して算出していましたが、Ⅱ期では 5 年間の工事費総額より

算出し、Ⅰ期よりも圧縮されました。Ⅰ期のコスト効果（VFM）

の算出には、国交省の導入事例集にある他自治体のコスト

効果を参考に、工事費については 10％、調査費は 5％のマ

イナス計上をしています。しかし、第Ⅱ期では包括的民間委

託事業で発注した場合の事業費と、従来方式（単年度・単契

約）で発注した場合の事業費を算出し、10％のコスト効果が

得られています。なお、前述した課題の一つであった管更生

前の処理等についても、可能な限り積算に含めました。 

また、もう一つの課題であった緊急修繕対応についても、

一部業務内容に含めています。修繕業務として含めた内容

は、本管や取付管の内面補修と人孔蓋交換です。これらは、

包括業務内で発見したものへの対応が基本となりますが、そ

の他、人孔蓋交換についてはガタツキの苦情等への早期対

応にも貢献し、市民サービスの向上に繋がっています。 

第Ⅱ期の公募は、第Ⅰ期と同グループのみが応募するこ

とを見込んで、一者のみの場合には、企画技術提案を充実

させることを必要条件としました。そのため浮流式のスクリー

ニングカメラや取付け管のサテライトカメラ、JV の維持管理

台帳と市の下水道台帳のリンク等新たな提案をいただいて

います。第Ⅱ期でも、民間ノウハウを活用したこれらの提案

が下水道事業全体とうまく絡み合い、課題解決に向けた相乗

効果を発揮してくれることを期待しています。 

写真－３ 浮流式スクリーニングカメラ 

 

 

 

 

 

 

 

写真－４ 取付管サテライトカメラ 

写真－５ レーザーによる塩ビ管変形量測定 

 

■５．新たな課題 

第Ⅱ期がスタートして令和 6 年 1 月で 1 年が経過します。

順調にⅡ期を進めて、Ⅲ期目に向けて駒を進めようとしてい

ましたが、「このまま」とは行かなくなってしまいました。新たな

官民連携の方針として国交省が打ち出したウォーターPPP

のためです。柏市の事業は期間を 10 年に延伸することでレ

ベル 3.5 の要件は満たしていると考えます。しかし、このレベ

ル 3.5 は次のレベル 4 であるコンセッション方式への 1 ステ

ップであると言われており、補助金を活用して今後も事業を

進めるためには、最終的にはコンセッションを目指して事業を

進めていくことが求められます。そのため、柏市では令和 6

年度より導入可能性調査を始めようと、準備を進めていま

す。 

また昨今の物価上昇による委託費の増額についても対応

に迫られました。当初よりもこの 1 年で人件費が 5％程上昇

しており、差額を捻出するため補正予算の確保や債務負担

額の変更、基本協定書の年度上限額変更の手続きなどを次

年度以降は進めなければなりません。さらに、令和 6 年度か

らは、材料費も上がる見込みがあり、事業費が膨らむことが

予想されます。 

 

■６．おわりに 

私は令和 5 年 4 月に前任から包括的民間委託事業の担

当を引き継ぎました。事業量も金額も多いこの事業は、理解

するだけでもそれなりの時間が必要でした。ただ、これまで 2

年間、事後保全型の維持管理に携わって来た者としては、調

査から改築まで一体であり、予防保全的に下水道管路の維

持管理を進めて行けるこの事業は、実に有意義であり、担当

できることを光栄に思っています。 

前述したように、Ⅰ・Ⅱ期を通して課題が多く、なかなか順

調にとはいかない包括的民間委託事業ですが、もはやこれ

を前提と考え、JV の協力を得ながら、新たな課題に取り組

み、これからも双方納得した形で事業を進めていけたらと思

います。 

写真－５　レーザーによる塩ビ管変形量測定

A４判文字数 ＝ W25（字）× L49（行）× 2（段） ＝ 2,450（字／頁） 
 

次に、積算については、Ⅰ・Ⅱ期とも口径別に下水道協会

の歩掛や県単価、各工法協会の見積もり等を用いて算出し、

最安価だった単価で積算しています。経費率については、Ⅰ

期は全体の工事費を事業期間である 4 年で割った金額に対

して算出していましたが、Ⅱ期では 5 年間の工事費総額より

算出し、Ⅰ期よりも圧縮されました。Ⅰ期のコスト効果（VFM）

の算出には、国交省の導入事例集にある他自治体のコスト

効果を参考に、工事費については 10％、調査費は 5％のマ

イナス計上をしています。しかし、第Ⅱ期では包括的民間委

託事業で発注した場合の事業費と、従来方式（単年度・単契

約）で発注した場合の事業費を算出し、10％のコスト効果が

得られています。なお、前述した課題の一つであった管更生

前の処理等についても、可能な限り積算に含めました。 

また、もう一つの課題であった緊急修繕対応についても、

一部業務内容に含めています。修繕業務として含めた内容

は、本管や取付管の内面補修と人孔蓋交換です。これらは、

包括業務内で発見したものへの対応が基本となりますが、そ

の他、人孔蓋交換についてはガタツキの苦情等への早期対

応にも貢献し、市民サービスの向上に繋がっています。 

第Ⅱ期の公募は、第Ⅰ期と同グループのみが応募するこ

とを見込んで、一者のみの場合には、企画技術提案を充実

させることを必要条件としました。そのため浮流式のスクリー

ニングカメラや取付け管のサテライトカメラ、JV の維持管理

台帳と市の下水道台帳のリンク等新たな提案をいただいて

います。第Ⅱ期でも、民間ノウハウを活用したこれらの提案

が下水道事業全体とうまく絡み合い、課題解決に向けた相乗

効果を発揮してくれることを期待しています。 

写真－３ 浮流式スクリーニングカメラ 

 

 

 

 

 

 

 

写真－４ 取付管サテライトカメラ 

写真－５ レーザーによる塩ビ管変形量測定 

 

■５．新たな課題 

第Ⅱ期がスタートして令和 6 年 1 月で 1 年が経過します。

順調にⅡ期を進めて、Ⅲ期目に向けて駒を進めようとしてい

ましたが、「このまま」とは行かなくなってしまいました。新たな

官民連携の方針として国交省が打ち出したウォーターPPP

のためです。柏市の事業は期間を 10 年に延伸することでレ

ベル 3.5 の要件は満たしていると考えます。しかし、このレベ

ル 3.5 は次のレベル 4 であるコンセッション方式への 1 ステ

ップであると言われており、補助金を活用して今後も事業を

進めるためには、最終的にはコンセッションを目指して事業を

進めていくことが求められます。そのため、柏市では令和 6

年度より導入可能性調査を始めようと、準備を進めていま

す。 

また昨今の物価上昇による委託費の増額についても対応

に迫られました。当初よりもこの 1 年で人件費が 5％程上昇

しており、差額を捻出するため補正予算の確保や債務負担

額の変更、基本協定書の年度上限額変更の手続きなどを次

年度以降は進めなければなりません。さらに、令和 6 年度か

らは、材料費も上がる見込みがあり、事業費が膨らむことが

予想されます。 

 

■６．おわりに 

私は令和 5 年 4 月に前任から包括的民間委託事業の担

当を引き継ぎました。事業量も金額も多いこの事業は、理解

するだけでもそれなりの時間が必要でした。ただ、これまで 2

年間、事後保全型の維持管理に携わって来た者としては、調

査から改築まで一体であり、予防保全的に下水道管路の維

持管理を進めて行けるこの事業は、実に有意義であり、担当

できることを光栄に思っています。 

前述したように、Ⅰ・Ⅱ期を通して課題が多く、なかなか順

調にとはいかない包括的民間委託事業ですが、もはやこれ

を前提と考え、JV の協力を得ながら、新たな課題に取り組

み、これからも双方納得した形で事業を進めていけたらと思

います。 
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って嘉南平野は大穀倉地帯となり、台湾の生活向上に大
きく寄与した。その功績は、現在も語りつなげられ、毎
年命日である５月８日には、多くの台湾人や日本人が集
まり、追悼式が行われている。八田與一は、現在でも日
本と台湾の友好の架け橋になっている。

３．烏山頭ダムという大貯水池

　私が訪れたのは、烏山頭ダムという大貯水池である。
　規模としては、堰堤長1,273ｍ、高さ56ｍ、貯水量
１億５千万トンであり、当時の規模としては東洋最大級
であった。その一区画に記念館や八田與一の銅像、使用
された建設機械が展示されていた。現地でダムの堤体を
散策したが、地上からは全体が見えないため、規模感が
全く分からなかった。後日グーグルアースで確認し、改
めて壮大であることを再認識した。現在同規模の事業を
行った場合、必要となる費用と時間が想像できなかった。

４．八田與一記念館

　烏山頭ダムの一角にある八田與一記念館には、八田與
一の生涯や功績に関する資料、紹介ビデオが放映されて
いた。八田氏は台湾では歴史教科書にも取り上げられて
おり、知らない人はいないとのこと。むしろ日本人の方
が知らないのではと思った。
　紹介ビデオは15分程度であったが、非常にわかりやす
くまとめられていた。八田與一の発想力や行動力、人間
性について知ることができた。自分が携わっている仕事
とは規模が違えど、仕事の仕方は見習うべき点があった。
事業実現に向けて実施した内容を以下にまとめる。

１．はじめに

　私は、建設コンサルタントという業種に25年携わって
きた。入社時は森林土木の林道開設や災害復旧、森林公
園、その後は上下水道、電線共同溝etc・・、最近では、
平成24年に発生した笹子トンネル天井板落下事故がきっ
かけに始まったインフラ施設の点検診断や防災点検等を
行っている。総合コンサルや地域コンサルであれば、様々
な工種に携わることは当然であるが、共通して思ってい
ることは、自身が行った成果がどれほど世の中のために
なるのかである。４年ほど前になるが、台湾に行く機会
があり、台湾で功績を残した「八田與一」という技術者
を知る機会があった。自身の仕事への携わり方を再認識
させられることがあったため、その技術者について紹介
する。

２．「八田與一」とは

　1886年石川県金沢市に生まれ、1910年に東京帝国大学
工学部土木科を卒業後、台湾総督府内務局土木課の技手
として就職し、台湾の水利事業の発展に従事した人物で
ある。台湾北部の桃園台地の「桃園埤圳（ひしゅう）」と
呼ばれる灌漑工事に従事した。その事業は上下水道、水
力発電、灌漑等の広範囲に及び、特に灌漑設備が不十分
であったため、干ばつも起こっていた台湾南部の嘉南平
野の灌漑改善を提案し、完成まで工事の総監督を行った
ものである。烏山頭ダムという大貯水池を完成させ、そ
の水を嘉南平野一帯に張り巡らせた水路によって平野の
隅々まで潤すという工事であった。この一連の工事によ

日本人技術者が残した歴史

～八田與一に学ぶ～

会員寄稿

株式会社ウヌマ地域総研／事業部　林崎　満

写真－１　八田與一銅像

写真－２　烏山頭ダム
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５．実現に向けた４つのプロジェクト

（１）新技術、大型機械の導入
　この工事は人力より機械力が成否を決めると考え、現
場の職人が見たことも使ったこともない大型土木機械
を、渡米して大量に購入した。記念館では費用に関する
資料や説明もあった。当時の相場がわからなかったが、
機械購入費は事業費の４分の１にもなった。
　詳細は割愛するが、大型ショベル５台、小型ショベル
２台、エアーダンプカー100両、56トン機関車12両、20
馬力巻揚機１台等を準備した。また、隧道工事用には大
型削岩機、坑内ショベル、大型エアーコンプレッサー等、
堰堤築造工事だけで47種類の多さであった。これだけ大
量の大型機械が、１つの工事で使用される例は初めての
ことであっため、この大型土木機械の採用は、その後の
台湾開発に威力を発揮しただけでなく、土木技術者の思
考回路を大きく変えた。

（２）自身の研究成果に基づく工法の採用
　日本と同様に台湾は地震の多い場所で、建設場所の地
質は粘土が主であった。堤体の構築工法は研究結果から
決定していた。その工法は堰堤の構築にセメントをわず
か0.5％しか使わないアースダムを水締めで構築する「セ
ミ・ハイドロリック（半射水式）工法」であった。当時
の他の土木技術者は賛成しなかったが、論破し、世界最
大のセミ・ハイドロリック工法で挑んだ。完成後90年を
経た今日、幾度となく巨大地震が台湾を襲ったが、破壊
することなく現役で活躍している。自身の考え方や研究
成果にブレることなく完成まで至ることは、技術者とし
て称賛されることである。

（３）信頼される現場責任者
　事業に携わる人員は、最終的には2,000人程になったそ
うだ。技術者であると共に、労働環境の向上にも注力し
ている。宿舎を、工事現場の原生林を切り開き68棟もの
宿舎を造り、200戸余りを新築した。宿舎ばかりでなく、
従業員の子弟が通う学校、病院、購買所、風呂、プール
に弓道場、テニスコートまで造った。

写真－３　導入された建設機械の展示

　ほぼ１つの町を作った状態で、「安心して働ける環境無
くして、良い仕事は出来ない」という哲学によるもので
ある。

（４）利用者第一の考え方
　通常、請負者は共通仕様書、特記仕様書等を確認し、
顧客の要求を満足させる成果を完成させる。烏山頭ダム
の建設にあてはめると、５万haの水田に給水できるもの
となる。しかしながら、当人が農家出身ということもあ
るが、長い期間の事前調査や測量で、受益者と触れるこ
とが多かったため、水に苦しむ状況を肌で感じていた。
そのため、ダムの効用を最大限に生かすための運用方法
を考案した。三年輪作給水法という分配方式である。三
年輪作給水法とは、嘉南平原を３つに区切り、１年ごと
に給水地域を変えていく方法であり、これによって水が
平等に分配され、嘉南平原全体に水の恩恵が受けられる。
当時国策として推進されていたサトウキビの栽培は、農
産物価格の推移によって生産量は安定しなかったが、三
年輪作給水法の導入によって生産量が安定し、農民全体
への恩恵が図られた。農民が、水の恩恵を受ける者とそ
うでない者に差別化されることは耐えられないことであ
ったそうだ。この方法は現地調査、測量を行いつつ、同
時に利用者目線に立っていたことの表れだと思う。

６．「八田與一」から学ぶこと

　八田與一から学んだことは、主に４つで①思い切った
新技術の導入、②自己の技術力を裏付ける努力、③管理
者としての心構え、④利用者目線に立った計画や設計の
実施である。私は技術職として折り返し地点は越えては
いるものの、今回の学んだことを念頭に今後も仕事に携
わって行きたいと考えている。
　結びとして「八田與一」の残した格言を一部記す。
　・ 職員の健康と、安心して働ける環境無くして大きな

仕事はできない
　・ 他利即自利（他人が利益になることは、自分の利益

にもなる）
　・少数の優秀な者より平凡な多数が成す
　・技術者を大事にしない国は、滅びる
　・大仕事は、若くて経験と気力があるうちにすべき
　・人間は皆同じ、差別からは何も生まれない
　・遊びの中から新しい発想が生まれる

【参考資料】
・ 台湾を愛した日本人（改訂版） −土木技師 八田與一の生涯−　

古川 勝三（著）

・ 台湾を変えた日本人シリーズ：不毛の大地を緑野に変えた八田與一

https://www.nippon.com

・ 歴史人物学習館　https://rekijin.net　　
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しましたが、φ300の幹線の位置は竣工図が古く不明確
なこと、仮に中央側に露出した場合は管の吊り降ろしに
支障となること、雨水排水溝の移設が生じること、民地
への影響が懸念されることから、鋼製ケーシング工法以
外の施工は難しいと判断し、再度土木整備事務所との協
議を実施しました。上記の理由を丁寧に説明した結果、
最終的には残置が認められることとなりました。
　最後に、客先と詳細を協議し、当該箇所が県道のカー
ブ地点であり、片側交互交通した場合に通行車両がスム
ーズに通行できるよう車両通行帯を少しでも広くするこ
とになりました。検討の結果配水支管φ100を一部別の
ルートに布設することを提案し、立坑径をφ2000からφ
1500に縮減することができました。その結果片側交互交
通幅約3.5ｍを確保することができ、より安全な片側交互
交通が可能となりました。
　本案件は客先にとって幹線の耐震化工事であり国庫業
務補助の対象工事のため、工期延期できない案件であり
ました。設計図がある程度出来上がった時点で、土木整
備事務所との協議があり、立坑の残置物件の取り扱いが
解決するまで相当の時間を要しましたが、工期内には納
品し、無事完成検査を終えることができました。関係各
所との協議時に様々な課題が生じましたが、課題の中身
を吟味し、社員仲間に聞き、文献を調べ、自分自身がよ
く考えることの重要さをこの業務を通じて学びました。

１．はじめに

　人々の生活に密接にかかわる水の安定供給を守り、地
域に貢献したいと思い水コンサルタント業界に飛び込み
ました。入社してから７年ほどたち、上水道関係の様々
な業務に携わっています。分からないことが多々ありま
すが、先輩方のご指導を受けながら日々学んでおります。
今回このような執筆の機会を頂き、私が今まで経験した
業務内容やコンサルタント業務にチームとして参加して
学んだことについて紹介したいと思います。

２．業務内容の紹介

　私は１～３年目頃までは上水道の配水小管布設替の実
施設計業務をメインに担当していました。４～７年頃は
配水池や浄水場の基本・実施設計業務、水道施設台帳の
作成業務等を主に担当しています。以下に私が経験した
業務の内容をいくつかご紹介いたします。

（１）推進工法の検討業務（配水管の布設替）
　この業務は、通行量が多い主要県道に布設されている
配管の耐震化設計であり、委託範囲内に水路を横断する
箇所が５箇所ありました。そのうちの４箇所は水路の土
被りが深いこと、水路幅が小さい等の理由から推進工法
で施工することは不要と判断しましたが、残りの１箇所
は水路の土被りが深く、水路幅も大きかったため推進工
法で施工せざるを得ない箇所でした。交通量が多く通行
止めすることはできないと客先との初回協議時に指示が
あったため、片側交互交通とするための推進立坑の工
法・位置の選定に注力いたしました。
　先ず推進場所の最適な位置を検討しました。次に現場
実態に即した推進工法、立坑土留め工法を検討しました。
片側交互交通が可能となるよう最適な鋼製ケーシング工
法、グッドモール工法を選定し車両通行帯約3.0ｍを確保
しました。
　その後、土木整備事務所との道路占用協議を実施しま
した。その際にケーシング材の一部が道路に残置するこ
とに難色を示されました。そのためライナープレート工
法、鋼矢板工法で、既設管を吊受け防護した場合を検討

7年間のコンサルタント経験

会員寄稿

写真－１　現場写真（県道のカーブ地点）

株式会社三水コンサルタント／東日本事業本部／
東日本水道事業部　　　　　　　　　　　　　　　北村拓也
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（２）浄水場の基本設計業務
　入社５年目頃にはA浄水場の基本設計業務を経験しま
した。既に稼働している１期の浄水施設に、新たに２期
分の浄水施設を加え、さらに高度浄水処理施設を追加す
るという業務でした。私は浄水場内に立ち入ることも初
めてなくらい経験が浅かったのですが、客先との連絡窓
口兼業務取り纏めを担当しました。
　先ず行ったのは資料収集ですが、これまで行ってきた
業務とは比較にならないほどの資料を入手しなければな
らないことに驚きました。電子化されていない資料も多
く、紙の資料を100冊程度持ち帰り車がパンパンになっ
たことは今でも覚えています。
　現地調査を行ったときもどれがどの施設なのか迷うこ
ともありましたが、繰り返し現地に赴き先輩方に質問し
ながら理解を深めていきました。
　設計については客先より入手したこれまでの水質検査
結果と運用実績の解析により基本諸元を整理し、２期工
事分の浄水施設は、既設（凝集沈殿、急速ろ過）と同じ
浄水方法とし、水理的な不均衡を避けるよう配慮しまし
た。高度浄水処理は、オゾン注入について比較検討を行
い、経済的で有利な方式を提案しました。配置計画は、
場内の地質を踏まえた土工・仮設工の検討、配管延長を
含む水理検討を踏まえた比較案を立案し、経済性、維持
管理性に優れたものを選定しました。
　この業務を通じて特に学んだことは、社内調整の難し
さです。土木、建築、機械、電気の４工種が関係する業
務は初めてで、他部署の方にも参加してもらい業務を実
施しました。計10名程度のチームでこの業務に携わって
いましたが、各々予定が違うので打合せの日程を決める
だけで苦労したのを覚えています。初期の段階ではオン
ラインスプレッドシートを利用するなど工夫してみまし
たが、結局メールと直接伝える形にシフトして行ってし

まいあまり効率化できなかったことは反省点です。社内
打合せを行う際も人数が多いせいか話がいろいろな方向
に飛びがちなので、スムーズな進行のための議事次第の
作成、司会進行力を鍛えられたなと思います。普段はあ
いさつ程度でしか接していない方と仕事ができたことは
非常に有意義でした。

（３）現在の業務
　現在はB浄水場の更新基本設計業務を担当していま
す。建設後40年以上経過した浄水施設をほぼ全て更新す
る業務です。浄水場の隣接地に新たに土地を購入するの
で敷地上の制約はあまりありませんが、逆に自由度が高
く理想的な配置案を作成するのに苦慮しました。維持管
理や経済性、施設の切り替え手順等を考慮し、やっと納
得のいく案を作成することが出来ました。今後は作成し
た案を基に施設設計等を進めていき、お客様の満足の得
られる成果品を、チーム力を発揮して作成できればと考
えています。

３．おわりに

　水コンサルタント業界は非常に多忙な業界かと思いま
す。最近は担当する業務量も増えてきて休日出勤する回
数も少しずつ増えてきました。ただし、納期が決まって
いて、納期に間に合わせることができれば自分のやり方
で進めることができる比較的自由度の高い仕事かなと思
います。余裕をもって仕事ができるようもっと効率的な
仕事方法を模索していきたいです。業務に関する知識の
習得はもちろんですが、IT関係のスキル、コミュニケー
ション能力の向上等、様々な事柄を身に着けることが将
来の自分の糧になると信じて日々勉強を続けていきたい
と思っています。来年、技術士試験の受験資格が得られ
るので、一発合格を目指して勉強に取り組んでいます。
　最後に私が所属している部の格言を紹介いたします。
格言１： することが分かっていることに遅らせていいこ

とは何もない。
格言２： Life is art of drawing sufficient conclusion from 

insufficient premeses
格言３： 会社で一番大事なのは、忠誠心。２番目は協調

性、３番目は、任された仕事を最後まで全うす
ること。４番目は常に勉強し、進歩向上するこ
と。５番目は、明るく賑々しく皆とやっていく
社会性。

　上記の格言を胸にこれからもコンサルタントとして成
長していきたいです。

写真－2　現地調査時の写真
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弱く広い面積が必要な200年前に開発された古びた技術
です。しかしその奥は深く、未だに研究、改良されるべ
きとご認識の方は世界的には多く、私もその一人です。

（１）緩速ろ過の教科書
　恐らく緩速ろ過の書籍で最も知られているのはWHO
のSlow Sand Filtration（Huisman & Wood 1974）です。
アメリカではLogsdonが1991年にWHOの解説書を発展
させて出していますが、その後Logsdon（2002）は、第
１回、第２回の緩速/生物ろ過国際会議の知見をレビュ
ーとして取りまとめています。具体的には、オゾン処理、
砂利等粗ろ過の前処理、粒状活性炭をケースに合せて組
み合わせれば、高濁度、有機物や有害微生物処理など適
用範囲が広がることを解説しています。

（２）緩速ろ過に残った課題の解決
　広大な用地を必要とするのが緩速ろ過の課題ですが、
凝集沈殿などの付帯設備がないので浄水場面積当たりの
浄水能力は他の浄水方式と大差がなく、実は逆転するこ
ともあることはご存知でしょうか。
　2006年にアシュフォード・コモン浄水場を訪問したと
き、テムズウォーターの技術者から10m/日ぐらいのろ
過速度が一番調子がよい、と聞きました。
　実際、近年のアメリカやイギリスのろ過速度は9.6m/
日（40cm/時）と、以前の4.8m/日の倍になっています。
10m/日になると、緩速ろ過の方が浄水場面積が小さくな
るケースが多くなるようです。
　日本の水道施設設計指針（2012）でも前段に粗ろ過を
設置することが有効であること、原水の水質によっては
８m/日でもよいと言及されています。

３．緩速ろ過とは再会の連続（下水の高度処理として）

（１）下水の高度処理法としての適用性検証
　入社して数年後、「いつかまた緩速ろ過に携わることが
できたら。でも水道でということは難しい。ならば、下
水の高度処理として使うことができないか。」などと考え
ていた矢先、1999年、とある顧客から下水の高度処理と
して適用可能か問い合わせがありました。周囲の意見は

１．はじめに

　学部、大学院の３年間の研究室時代、私は「緩速ろ過
の浄化作用」をテーマに研究し、その中で緩速ろ過技術
に出会いました。浄水場では調査の際、無消毒のろ過直
後の緩速ろ過水を自己責任で何度か試飲したことがあり
ましたが、特に夏場は格別で、あの感動は今も忘れられ
ません。
　私は最初から緩速ろ過に興味があったのではなく、中
本先生（現在 信州大学名誉教授）の講義に魅かれ中本研
究室に入門しました。素晴らしい先輩、同僚にも恵まれ
とても良い経験を積むことができ、いつしかどっぷりと
緩速ろ過に漬かり惚れ込んでいったのです。
　1994年４月に（株）NJS（旧日本上下水道設計株式会
社）に就職し、技術本部に配属され、下水道の資源利用、
財政収支予測や経営指標分析などを担当しました。2003
年３月、技術本部卒業後は、福岡、名古屋、旧㈱NJS 
Consultants 、東京、廃棄物・３R研究財団への出向など
７回の異動を重ね、下水道の計画設計を行うコンサルタ
ント技術者としてよい経験を積んできました。
　恩師からは割とまめに緩速ろ過に関する最新情報をご
提供いただき、それを目にする度にいつかまた緩速ろ過
に携われたら、と思ったものです。
　下水の高度処理としての緩速ろ過活用の検討業務をお
任せいただく機会を２度も得られたのは、そんな思いが
あったからかもしれません。
　個人的な趣味では、本丸である飲料水用の緩速ろ過の
小型装置を自宅で製作し、安定化に成功しましたため、
昨年末、知見をまとめて「緩速ろ過のつくり方 生物浄化
法小型装置の計画、設計、製作から運用の手引き」（以
下、「緩速ろ過のつくり方」）を執筆しました。
　配属先が微生物を嫌う水道部門ではなく下水道部門だ
ったというのも大きかったのかもしれません。そのよう
な経験を振り返り、「緩速ろ過のつくり方」を執筆した経
緯などを紹介したいと思います。

２．緩速ろ過の世界的な理解の現状

　緩速ろ過といえば、廉価な浄水方法ですが、高濁度に

下水道計画屋の緩速ろ過研究
「緩速ろ過のつくり方　生物浄化法小型装置の計画、設計、
製作から運用の手引き」を執筆して

会員寄稿

株式会社 NJS ／名古屋総合事務所／
プロジェクトマネジメント 2 部／グループリーダー　岩瀬範泰
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「不可能」で一致していましたが、「ならば私（岩瀬）が
すべてやるので、まずは提案書を作らせて欲しい。」と上
司にお願いをしました。
　啖呵を切った私に対して周囲は意外なほど協力的で、
若輩者に対してそもそもの仕事の仕方から技術的なアド
バイスに至る様々な面でご助言、ご支援をくださいまし
た。会社の懐の深さを知るとともに、自分が後輩にある
べき姿勢を知りました。
　頑張った甲斐あり、業務としてご発注いただきました。
　写真－１はそのときの実験装置です。
　下水道の高度処理として適用するとSS、COD、BOD
除去やアンモニア態窒素の硝化もできます。細菌やウィ
ルスも除去できるため、塩素添加量を低減でき、環境に
やさしい高度処理といえます。

（２）調査、検討成果の発表
　調査の成果は第39回下水道研究発表会や第４回緩速/
生物ろ過国際会議（以下、緩速/生物ろ過国際会議は
SSABC）等多くの場で発表させていただきました。
　「4SSABCがドイツのミュルハイムで開催されるので
発表しよう。」とお誘いくださった恩師と主催者の英国王
立大のグラハム教授にも大変感謝しています。ドイツへ
の渡航の際、英国にも足を延ばしてグラハム研究室にお
伺いできたのもよい経験となりました。
　そのときの参加報告書は、NPO地域水道支援センター

（以下、CWSC）がHPに掲載くださっています。
　https://www.cwsc.or.jp/old/contents/Int.Conference/
information.html

４．�飲料水用の緩速ろ過/生物浄化法小型装置を趣味
で自宅にて開発

（１）アメリカ緩速ろ過協会年次総会への出席
　恩師からお誘いいただき1999年６月に米国水道協会の
下部組織であるアメリカ緩速ろ過協会（ASSA）の年次
総会に出席してきました。米国では、緩速ろ過に対して
精力的に見直しが進んでいたのが印象的でした。

　そのときSSABCの主催者の一人、ニューハンプシャ
ー大のコリンス教授の研究室を訪問し、パイロット施設
を見学させていただいたのもよい経験となりました。

（２）緩速ろ過/生物浄化法セミナーでの講師参加
　その後、恩師が理事長だったご縁からCWSCの会員と
なり、緩速ろ過の計画、設計、維持管理などについて国
内外の知見なども織り交ぜて講師としてセミナーに参加
する機会をいただくようになりました。とはいえ、話す
内容は文献から得た知識や私の少ない経験程度でした。
受講者からの評判は割と良かったようですが、自分に対
しては現場から離れた実のない身と不満足でした。

（３）金魚水槽を緩速ろ過の底面フィルターに改造
　実物に触れていたいという思いから、まずは金魚水槽
を緩速ろ過にしてみましたところ、いとも簡単に作れて
しまい、水槽の水は瞬く間にピカピカになりました。
　金魚が排出するアンモニアが硝化されることで水槽内
が酸性化するため、系外に排出する手段として脱窒、あ
るいは水草を沢山入れて栄養塩として除去する必要があ
り、これもその後のノウハウになりました。

（４）第５回緩速/生物ろ過国際会議での発表
　2014年６月に5SSABCが名古屋市で開催されました。
当時の私には発表ネタがなく、4SSABCでの参加発表の
経験者という経緯から開催事務局のご支援だけをさせて
いただいてていましたが、それだけでは寂しいと思うよ
うになりました。そこで、デジタル顕微鏡を購入し、原
生動物の運動速度を測り、沈降速度、流速と比較して砂
層内で原生動物が流されないろ過速度が15m/日程度と
考察して発表しました。砂層をサンプリングさせていた
だいた自治体様で頂いた瀬戸物のお猪口は今も大切に使
っています。
　グラハム教授、コリンス教授（米ニューハンプシャー
大）とのお話しで、緩速ろ過の場合、直径十数cm以上
であればベンチスケールでも小さいことによる影響はな
いこと、上向流粗ろ過は下部の配管が重要であることな
どは、その後有益な情報となり活きてきました。
　第５回緩速・生物ろ過国際会議の参加報告も前記の
CWSCのURLからご覧いただけます。

（５）小型装置で失敗の連続から及第レベルに達成
　2016年、金魚水槽の成功で欲を出し、自宅の購入を機
に、自分のために少しだけ傍らを使わせて欲しいと家族
を説得し、バケツの緩速ろ過装置を製作しました（写真
－２）。水槽は、左から原水槽、上向流粗ろ過槽、緩速ろ
過槽、浄水槽、ポンプ槽となっています。
　不等沈下、水漏れ、配管詰まりといった製作上の問題
や凍結など、素人には失敗の連続でしたが、言い換えれ

写真－１　1999年に製作した検証用実験装置
水槽のφ1.4mの上向流粗ろ過1槽と緩速ろ過4槽。10m/日で
15㎥/日/槽。4槽で約60㎥/日。
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ばそれは他の素人にとっての貴重な知見ともいえます。
　水質は、濁度計や細菌数計測用の恒温器などを購入し
て計測しました。緩速ろ過で処理すれば簡単に飲用適に
なると思った考えは甘過ぎました。
　仕事中に息子から「水が止まって腐臭を放ってたから
全部水を抜いた。」と電話が入ったり、息子を遠隔操作で
復旧に当たらせたりなどの苦労が絶えませんでした。
　その甲斐があってか、平水時は濁度0.01度以下、降雨
時を想定した高濁度添加実験でも0.1度程度という驚異
的な浄化能力を発揮できるようになり、苦い思い出も今
では笑い話となりました。
　知人から「上向流粗ろ過の標準採用」、「定流量型の採
用」、「上向流粗ろ過水による逆張り」などこれまでにな
い仕組みが多くあるので理解のため「岩瀬モデル」と呼
ぶのが良いとご助言をいただきました。そのため至極恐
縮で僭越とは承知の上で「岩瀬モデル」と呼ばせていた
だきました。

（６）躍動の2022年
　2022年は大きな動きがありました。元々中本研には

「Publish or Perish」という張り紙があり、卒業後も忘れ
たことはありませんでした。この年、中本先生から「何
度でも書き直せばいいのでとにかく早く書籍にするのが
よい。」と背中を押されました。同じ日に、CWSCの会
員の方で「岩瀬モデル」をデモ装置として設置したいと
言ってくださった方がいました（写真－３）。

　星野さんのお陰で12月には「緩速ろ過のつくり方」を
自費出版し、その中に最新型の「岩瀬モデル」を紹介す
ることができました。

（７）拙著「緩速ろ過のつくり方」のポイント
　「緩速ろ過のつくり方」では、上向流粗ろ過と緩速ろ過
の組み合わせは「最強」であること、緩速ろ過と上向流
粗ろ過の仕組み、計画、設計、製作と運用の解説、必要
部材と道具紹介などを書き綴りました。
　ポイントは以下のとおりです。
　

● 上向流粗ろ過と緩速ろ過のセットを標準化したこ
とで、高濁度対応能力が飛躍的に向上

● 緩速ろ過槽の逆張り水は、清澄であるので上向流
粗ろ過水を使用する方法を採用

● 緩速ろ過の閉塞時に上向流粗ろ過水を使う「緩速
ろ過逆洗法」を考案。「削り取り」作業を不要化

● 上向流粗ろ過、緩速ろ過ともにろ過抵抗の上昇に
伴って生じる上流側水深の上昇で圧力送水する定
流量型を採用。こまめな流量調整を不要化

● 緩速ろ過は10m/日を標準化
　

５．おわりに

　残念ながら拙著は自費出版で通常の販路に乗らないた
め書店ではお求めになれません。
　最後になりますが、これまでにビジネスパートナーや
大変多くの上司、先輩、同僚、友人にご協力、ご助言、
ご声援いただきました。大変感謝しています。
　こういう取組みができたのは、何よりも私を下水道の
計画屋として育ててくださった会社のお陰であるとは肝
に銘じ感謝しています。ただ、会社のノウハウを持ち出
して行ったものではないことは申し添えておきます。
　多くの出会いと学びの場を与えてくださった恩師中本
先生とCWSCの皆様、なかでも事前にご試読、ご指摘等
ご支援いただいた皆様に心より感謝しています。
　ASSA年次総会や4SSABCへの出張ではない海外遠征
を許可し、自宅の装置では、住宅地にあるため水はね音
がご近所のご迷惑にならないよう終始注意を払い、私が
そばにいないときのトラブル時には遠隔操作で復旧に付
き合ってくるなど、協力を惜しまなかった家族には感謝
のしようがありません。
　今後も地味に取り組み、改良や知見を蓄積していきた
いと思っています。この知見が水道の未普及問題、末端
問題などでお困りの方や、これから研究に着手される方
など、いろいろな場面でお役に立てば幸いと存じます。

写真－２　自宅で製作した小型装置
緩速ろ過が10m/日、2槽で2.7㎥/日の浄水能力。

写真－３　群馬県桐生市星野管工㈱のデモ装置
左から原水槽、上向流粗ろ過槽、緩速ろ過槽、浄水槽。
緩速ろ過が10m/日、2槽で3.9㎥/日の浄水能力。
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休日に時間があれば概ね10km程度を目標にルートを区
切って歩いております。日頃運動をしていないので、息
が上がってしまいますが、山道から見えるきれいな京都
の景色や目標としていたゴールに到達した時は、とても
達成感があります。現在京都一周トレイルのルートは踏
破でき、京北地域の豊かな森林や清流、田園風景に恵ま
れたルート全長約48.7キロをチェレンジしております。
健康第一でこつこつ歩き完歩していきたいと思います。

（２）真面目できめ細やかな先輩TAさんの休息
　次女もこの春に就職して長女と同じく東京に行ってし
まい、家内と２人の静かな生活になりましたが、実はも
う１人、家族がいます。マルチーズのミルク（男）です。
私は、実はこれまで犬や猫は飼ったことがありませんで
した。決して動物が嫌いとかアレルギーとかではないの
ですが、ただ、確実に自分よりも先にお亡くなりになり、
多分つらいだろうからという理由でした。
　３年前の２月に、妻のママ友から、生後10ヶ月になっ
た子犬を譲り受ける話があり、娘たちからの嘆願を受け、
世間であるあるの「自分たちが世話をするから」詐欺に
遭ってしまったのです。
　土日の予定は、朝６時頃と夕方17時頃の彼との散歩を
軸に行動が決まります。はじめは新鮮で楽しんでいまし
たが、その内、義務感と拘束感を感じ、仕方なくという
時期もありました。今では、平日とほぼ同じ時間に起床

１．はじめに

　私は1999年４月にパシフィックコンサルタンツ株式会
社へ入社し、今年で25年目になります。
　今回の寄稿にあたり、ふと自身についてあらためて振
り返ってみました。気持ちは若いと思いながらも・・・
人生の半分以上をコンサルタントとして過ごしており、
初任地の広島にはじまり、福岡、大阪、名古屋と西日本
エリアのさまざまな土地へ異動して経験を積むなか、顧
客や職場環境にも恵まれ、その都度、その土地の良さを
知る中で第二の故郷と思って過ごしてきました。そして、
多くの方との出会いやバラエティに富んだ仕事を経験し
ていく中で、一味違う充実したコンサルタント人生を送
れてきているかと感じております。
　50代を目前にして、さらに充実したコンサルタント人
生を歩んでいくためには？またバイタリティのある生活
を送っていくためには？と考える中で、ふと・・・、同
じ職場の歳の近い先輩方は、同じように日々忙しいコン
サルタント業務を行っている中で、どのような息抜きや
楽しみなどを持ってワークライフバランスを図っている
のだろう？と思い、本機会に４人の先輩社員へインタビ
ューしてみることにしました。みなさまへのご紹介と合
わせ、私も今後の参考とさせて頂きたいと思います。

２．身近な先輩社員へのインタビュー

（１）いつも朗らかな先輩ＴＭさんの休息
　息子の小学校入学を機に東京から大阪本社に異動し、
現在京都から１時間30分かけて通っています。異動して
から早３年が経過しましたが、息子は関西弁が身につい
ていますが、私はいまだに関西弁がしゃべれない状況で
す。
　私の休日の過ごし方ですが、京都の山々を楽しむため、
京都一周トレイルをしております。京都市には、伏見桃
山から、比叡山、大原、鞍馬を経て、高雄、嵐山、苔寺
に至る全長約84キロのコース（東山コース、北山東部コ
ース、北山西部コース、西山コース）、京北地域の豊かな
森林や清流、田園風景に恵まれたルート（京北コース）
が整備されており、このトレイルコースの制覇を目指し、

束の間の休息

会員寄稿

パシフィックコンサルタンツ株式会社／大阪本社／
国土基盤事業部／上下水道計画室／室長　　　　　　内山敦史

写真－１　京都トレイルコースからの眺め（銀閣寺付近）
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するきっかけになり、歩きながら、土曜日は１週間を振
り返り、日曜日は、翌日からの１週間を考える貴重な時
間になっており、また、社内のウォーキングイベントの
時期には歩数稼ぎに貢献したりして、休日のルーティン
となっています。
　また、夫婦の関心の一つになっており、“犬はかすが
い”状態で、彼の何気ないしぐさに癒されております。

（３）クールで勉強家な先輩ＭＭさんの休息
　仕事を中心とした生活の中で、癒されていたのは、週
末、自宅での妻と４匹の愛猫とのまったりと過ごす出不
精の日々でした。
　そのような、つつがない日々を過ごしていた折、妻の
罹患、入院、手術という転機を経験しました。心機一転、
それまで、近隣への買い出し程度しか活用せず、走行距
離の伸びていなかった自家用車を活用して、毎週末、関
西圏～中部圏の観光地に向けドライブすることが週末の
日課になりました。多い時には、４、５時間、下道をあ
てどなく走り続けることもあり、夫婦ともども、新たな
気分転換となっています。

（４）若くてイケメンな先輩KTさんの休息
　現在、京都在住となっておりますが休日には月に一度、
車で２時間半ほどの実家に帰り、田畑の仕事に勤しんで
おります。１月～３月は無理なのですが・・・。
　月一回の草刈りのほか、田んぼの田起こし～稲刈り・
脱穀、その他農作物の植え付け～収穫など帰ればやるこ
とはテンコ盛りなんですが、実家に行くときは基本的に
家族総出のため、一緒に帰る子供たちの相手もしなくて
はならず、裏の竹藪から竹を切り出し、水鉄砲を作った
り・・・、

写真－６　水鉄砲作成中

写真－２　うちの子

写真－３　うちの子（その２）

 写真－４　ドライブで見た夜景（明石海峡大橋）

写真－５　ドライブで見た夜景（六甲山）
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　竹で弓矢を作成し、弓職の育成に励んでみたり・・・、

　ドワーフ体形の長男には生産職として役立つようにト
ラクターの運転を仕込んでみたり・・・（公道での運転は
不可！）

写真－８　運転練習中

　収穫時期が来た柚子やキウイフルーツを収穫したりし
てます。

　また、年末を迎えると、雪が降ったりもするので雪が
降れば雪遊びをしたりしてます。

　毎年こんな繰り返しですが、草刈りやトラクター運転
している時は、音楽聞きながら無心になれます。
　いい気分転換はできてるかなと思ってます。
　田舎の夜は、星も奇麗ですよ！夏は蛙がうるさいです
けど（笑）

３．おわりに

　弊社は元来、上下関係のない話易い職場風土でござい
ますが、その中でも今回、普段の職場では見られない身
近な先輩方の新たな一面を知ることができ、新鮮な思い
と同時に、あらためて職場でのダイバーシティも尊重し
ながらワークライフバランスの充実も図っていくことの
重要性を再認識した次第でございます。
　先輩・後輩と良い職場環境に恵まれた中で、自己研鑽
に励み、エンドユーザーをはじめ、みなさまがWin-Win
となる未来を構築していくためには？を自問自答しなが
ら、また、時には束の間の休息も大切にしながら、今後
のコンサルタント人生を深度化させていきたいと考えて
おります。
　最後まで拙い文章をお読みくださいましてありがとう
ございました。

写真－９　収穫中

写真－10　雪掻き中

写真－７　家の弓職二人組
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かず、最初は先輩社員の指示を仰ぎながら業務に従事し
ていました。しかし、教育担当の先輩社員が多忙の状況
を憂慮した事務所長の計らいで、九州全域の自治体への
訪問が決まりました。その際には、業務提案の手法やト
ークスキルを向上させることができました。ただし、知
識の不足を痛感し、提案には知識が必要だと自覚し、指
針やマニュアル、そして業務成果品に目を通し、一人前
の営業担当者に成長するために勉強に励みました。この
経験は私にとって大きな学びとなり、自らの弱点を克服
し、新たなスキルを身につける契機となりました。その
後も、日々の業務の中で得た知見を基に、より効果的な
アプローチを模索し、同僚やクライアントとの円滑なコ
ミュニケーションを築くために努力していました。

（２）生活面
　学生時代からの趣味であるサッカーを続けるため、福
岡へ移住後はすぐに社会人チームに参加し、新しい友人
と共に楽しい時間を過ごしました。福岡県社会人サッカ
ー１部リーグに所属するチームでは、学生時代に有名だ
った選手や元プロサッカー選手が在籍しており、新しい
環境での挑戦が楽しいものとなりました。このチームへ
の誘いも、同級生であり、かつての転職を進めてくれた
友人からのものでした。福岡へ来る前は運動の機会が減
り、体重が78kgに達していましたが、サッカーを通じた
新しいライフスタイルのおかげで73kgまで体重を減ら
すことができました。新しい仲間たちとの交流や試合で

１．はじめに

　社会人10年目を迎え、これまでのキャリアと生活を振
り返りたいと思います。新卒でポリエチレン管メーカー
に入社し、技術職として東京に配属されました。学生時
代は西日本での生活が主であり、東京での新たなスター
トに苦労しました。当初は東京を拠点にして北海道や東
北地方を訪れ、その地域ごとの特異な文化や習慣に触れ
ることで、豊かな経験を積むことができました。しかし、
３、４年が経過すると都会の喧噪と満員電車に疲れ果て、
転職の可能性を模索していました。そんなとき、お盆休
みに高校時代の同級生と再会し、「弊社で建設コンサルタ
ントの営業募集がある気がするよ。」との情報を得まし
た。以前の仕事で関わりがあり、かつ建設コンサルタン
トに興味があった私は、迷わず応募し、採用されて福岡
の事務所で新たな職務に就くことになりました。この転
職の決断は私にとって人生の中で大きな転換点となり、
新たな職場での挑戦が充実感と成長をもたらすこととな
りました。その後、福岡での生活は新たな営業職として
の経験を通じて、さまざまな専門知識やスキルを身につ
ける機会となりました。

２．入社直後�

（１）仕事面
　建設コンサルタントの仕事には基本的な知識があった
ものの、営業活動や業務の詳細については理解が追いつ

写真ー１　新卒時代（東京 東京タワー）

社会人生活を振り返って

会員寄稿

オリジナル設計株式会社／西日本営業部／福岡営業課　松野紘士

写真ー２　サッカー優勝（ベスト電器スタジアム）
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の経験を通じて、サッカーは私にとって単なる趣味以上
の意味を持つようになりました。試合の興奮や連帯感、
そして勝利や敗北から得る喜びや教訓は、私の生活に深
い充実感をもたらしています。これにより、サッカーは
単なる運動だけでなく、人生を豊かにする大きな要素と
なりつつあります。

３．現在

（１）仕事面
　オリジナル設計（株）に入社してから６年が経ち、単な
る業務の執行だけでなく、最新のトレンドに基づいた先
進的な業務提案を行う営業活動にも積極的に従事してい
ます。これまでの経験を通じて培った知識とスキルを生
かし、クライアントに対してより効果的で革新的なソリュ
ーションを提供できるよう日夜努力しています。顧客との
信頼関係の構築においても、継続的な努力が不可欠であ
り、そのためにはクライアントのニーズを正確に把握し、
期待を上回る価値を提供できるように心がけています。
　また、現代の急速な変化に対応するためには、市場の
動向を敏感に捉え、柔軟な発想と対応力が不可欠です。こ
のため、日々の業務においてトレンド分析や市場調査に
積極的に取り組み、その情報を基に業務提案を洗練させ
ています。時には過去の成功事例を振り返り、新たなア
イデア等を編み出せるようにしています。これによって、
変化する環境に適応し、競争激化する市場で一歩先を行
く提案が可能となり、クライアントからの信頼を一層高め
ています。
　キャリアの中で培った専門知識やリーダーシップは、
仕事の質を向上させるだけでなく、チーム全体のモチベ
ーションやパフォーマンスにも寄与しています。単なる業
務の範疇を超えて、プロフェッショナルとしての自覚と責
任感を持ち、同僚と協力して目標を達成することが、組
織全体の発展につながっています。これからも変化し続
けるビジネス環境に適応し、新たなスキルの習得や業務
の効率化を進め、スキルを維持・向上させるために、常
に向上心を持ち続けていきます。

（２）生活面
　加齢とともに、趣味であるサッカーをすることが難しく
なり、ここ最近ではサーフィンにはまっており、毎週末サ
ーフィンを楽しんでいます。サーフィンは気候や地形に
大きく左右されるため、どこでもできるわけではなく、一
般的に太平洋側は夏、日本海側は冬がシーズンとなって
います。福岡は日本海側で夏は大きな波が立たないため、
車で片道４時間弱かけて日帰りで宮崎へ遠征していま
す。また、サーフィンは容易にできるイメージがあります

が、場所によっては危険なエリアがあり、ルールやマナー
を守らなければ怪我や身の危険があるため、忍耐力や最
低限の知識を身につけておく必要があります。本格的に
サーフィンを始めて４か月ほどが経過し、先日初めてサ
ーフィンの大会（ビギナークラス）に出場しました。結果
はワイルドカードで初戦を突破したものの、２回戦では最
下位という結果で終わりました。サーフィンは単なる趣味
以上に、自然との対話や挑戦を通じて成長できる貴重な
経験となりつつあります。波のコンディションや海の様子
を見ながら臨機応変に対応することが求められ、それが
また日常生活においても柔軟性や適応力を養う一環とな
っています。遠征先での交流や大会参加を通じて、新た
な友人との絆を深めることもでき、サーフィンが私にもた
らす豊かな人間関係は、これまでのサッカーとは異なる
魅力を感じさせてくれます。週末ごとの海辺での時間が、
仕事における日々のストレスや疲れを癒し、心身ともにリ
フレッシュできる場となっています。未知の波に挑戦し、
自分の限界を超える瞬間が、日常生活においてもポジテ
ィブな影響を与えています。これからもサーフィンを通じ
て新しい挑戦に意欲的に取り組み、成長と発見の連続を
迎えたいと考えています。　

４．おわりに

　ワークライフバランスを考え、人生をより豊かにし、充
実感を味わえる鍵であると深く信じています。仕事への
献身も重要ですが、同時にプライベートの充実も欠かす
ことのできない要素です。これは単なる時間の使い方だ
けでなく、心身の健康や精神的な充実も含まれます。お
ざなりにならず、日常の営みにおいてもバランスを保ちな
がら、仕事と趣味の双方で成長し、人生を深めていくこ
とが大切だと思います。これまでの経験や挑戦から得た
教訓を胸に、将来に向けて新たな挑戦に積極的に取り組
み、さらなる人生の深化を心から目指していく覚悟を新
たにします。

写真ー３　サーフィン日常（宗像 釣川河口）
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施工のことをあまり考えていませんでした。そのため業
務を進めていくと、自分の考えが非常に甘いものであっ
たことを痛感させられました。
　設計条件を決定するための情報収集だけでも、施設管
理者との協議や、現地調査（桝調査、埋設物調査）など
多くの時間・手間が掛かることを知りました。また、設
計段階においては、施工手順を意識し、様々な観点から
計画に問題が無いか検証を行う必要があることを学びま
した。
　業務を通して、図面は様々な調査や検討のもと作成さ
れており、線一本一本に設計者の考えや思いが詰まって
いることを体感することができました。
　自分の考えが甘く、沢山の失敗をした１年でしたが、
一方で設計者としての在り方・考え方など、大切なこと
を学んだ業務となりました。

（２）マンホールトイレの設計業務
　次にご紹介する業務は、マンホールトイレの詳細設計
業務です。この業務は、災害時における避難所の衛生環
境確保を目的に、施設内にマンホールトイレを計画する
ものです。
　検討にあたり、まず各避難所の現況調査を行いました。
調査項目は、避難所の施設配置や埋設状況に加え、汚水
を流すための水源の有無、放流先の汚水本管の状況にな
ります。調査を進めると水源が無く汚水の排水が難しい
避難所や、災害時に放流先の汚水本管が被災する可能性
が大きい避難所もあることが分かりました。それらの問
題を解消しない限り、安定してマンホールトイレを利用
することが困難なため、水源および放流先の確保を課題
として、トイレシステムの構造検討を行いました。
　水源が無い避難所には、貯水槽を設けることで対応し
ました。また、放流先の被災が懸念される避難所につい
ては、トイレ下流に貯留槽と切り替え桝を設置し、災害
時の汚水本管の状態に合わせて放流先を選択可能な構造
としました。
　さらにトイレの配置についても検討を行っており、実
際に避難所の担当者へ話を伺い物資搬入車両の動線を確
保するなど、避難所運営の支障とならない配置としまし
た。

１．はじめに

　私は広島県で育ち、2018年に地元企業である中電技術
コンサルタント株式会社に入社しました。主に下水道管
路の詳細設計業務を行っており、今年で６年目になりま
す。
　入当社当時は、自分が下水道の世界に飛び込むと思っ
ておらず、知識も全く無いため、この分野に進むことを
不安に思っていました。しかし６年経った今では、人々
の生活基盤を支えるこの仕事に誇りを持っており、地域
に貢献できるよう日々全力で業務に取り組んでいます。
　今回は、『私の仕事（若手職員のレポート）』という形
で発表の場をいただいたので、これまで私が担当した業
務のうち、特に印象に残っているものをご紹介したいと
思います。

２．私の仕事

（１）汚水管の詳細設計業務
　私が最も印象に残っている業務は、初めて担当するこ
ととなった、新設汚水管の詳細設計です。この業務を通
して、設計とはどんな仕事であるかを学びました。
　業務着手時の私は、設計は現場に出ることが殆どなく、
資料を集めて検討を進めていくものだと思っていまし
た。また、図面作成を作業として捉えていた部分もあり、

私の仕事（若手社員レポート）

中電技術コンサルタント株式会社／
都市整備部／都市施設グループ　　　西原尚輝

写真－１　現場写真
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　近年、自然災害が頻発していることもあり、マンホー
ルトイレの設計という形で、地域に貢献できたことを非
常にうれしく思いました。

（３）ストックマネマネジメント業務
　この業務は汚水排水施設の機能全般・全容を把握し、
施設の性能低下予測や対策方法の検討を行い、機能保全
計画を立案する業務です。
　業務着手時には、対象とする施設の数が非常に多い中
どのような手法で保全計画を立案していくのかと疑問に
思っていましたが、業務に取り組むことで計画を立案す
るまでの一連の流れを学ぶことができました。
　また施設調査時には、普段目にすることのない機械・
電気設備を一通り見ることができたので、汚水が処理さ
れるまでの手順を把握することもできました。
　機能保全計画においては、施設の劣化予測や対策時期
を検討したうえで、整備費用が均一的（同じ年に集中し
ない）となる計画を立案しました。

　今後も多くの施設が老朽化により維持管理・更新費用
の増大が見込まれる一方で、職員数・人口減少に伴う経
営環境の悪化が問題視されているため、今回学んだ手法
を今後の業務に生かしていきたいと思います。

３．私の趣味（ワークライフバランス）

　私の趣味についてご紹介したいと思います。
　私の趣味は旅行で、コロナ前は国内外問わずよく旅行
に行っていました。行ったことのない土地に訪れ、その
場所の風景を見たり、名産品を食べることが好きです。
　これまで旅行した中で一番のおすすめは、『グランドキ
ャニオン』です。学生の頃から、人生で一度は訪れてみ
たいと思っていた場所なので、社会人になってすぐに貯
金し、実際に行ってみました。
　現地で風景を見ましたが、とても綺麗で目の前に絵画
が広がっているようでした。移動だけでも時間が掛かる
場所ですが、絶対に後悔しないので一度見に行かれてみ
てはいかがでしょうか。

４．おわりに

　私が設計を行う下水道施設は、地下に埋設されている
ものばかりで、あまり目立ったものではありません。し
かし下水道施設は、人々の生活を支える大切なインフラ
であり、そのような仕事に携わることができとても誇り
に思っています。
　まだまだ知識不足で失敗することも多いですが、自分
の仕事が社会の一端を支えているという自覚・責任をも
って一生懸命努めていきたいと思います。

写真－４　グランドキャニオンの風景

写真－２　工事完了後の現場写真

写真－３　処理施設内の自動微細目スクリーン
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３．自分の仕事

〔１年目〕
　入社して半年は上司からCADの使い方を学び、ある程
度の製図技術を習得することができました。また、（基礎
を学ぶのに加えて）発注者との打合せに同行して打合せ
の内容やマナーなどお客様との関わり方を教わりました。
　半年を過ぎてからは上司のサポートを受けながら業務
を担当し、CADでの図面作成や打合せを行いました。初
めて担当した業務は、合流式下水道を分流化する合流式
下水道改善実施設計です。これは生活排水等の汚水と雨
水を同じ下水管で処理している地域に、新規で汚水管を
布設し分流化をするために必要な詳細設計業務になりま
す。コンサルの仕事の流れを知り、図面作成の重要さを
学ぶことができました。
〔２年目〕
　２年目には別の部署に後輩が入社しました。同期がい
ない私にはいい指標となっています。また、１年目と同
様に合流改善業務を担当し、１年目の反省を踏まえて自
分で考えて業務を進めるなど、少し順調に進めることが
出来ました。これが無我夢中だった「２年目」です。　
〔３年目〕
　３年目はだんだん業務にも慣れてきました。より多く
の自治体に足を運び、自治体ごとの考え方や方針などが
あること知りました。合流改善だけではなく、汚水管実
施設計や布設替えなど様々な業務を経験できました。少
しは前に進めた「３年目」だったと思います。
〔４年目〕
　現在は３年目と同様に多くの業務を経験しつつ、２年
目、３年目、そして下水道展を経て、図面や報告書等の
見やすさを改善できるように業務を行っています。まだ
まだ業務指示を出せるレベルに達していないかもしれま
せんが、現在は資格取得も含めて前向きに考える「４年
目」を走っています。

４．自分を変えたかもしれない〔下水道展〕

　2023年、国内最大級の下水技術の展示会である下水道
展が札幌で開催されました。入社４年目の私は１度も参

１．はじめに

　私は北海道札幌市に生まれ、札幌市内の高校卒業後に
興味を抱いていた専門学科（土木・建築関係ではない）
のある千歳の大学へ進学しました。
　そしていよいよ卒業の迫った４年生の時、自分が学ん
できた専門を活かしつつ。。。？、何故か公共インフラ
に携わる建設コンサルタントに興味が膨らみ、それこそ
駄目もとで現在の会社に就職を希望し、なんと採用して
いただくことができました。
　就職したホクスイ設計コンサルは、仕事の内容をＨＰ
で見ていましたが、上下水道・土木全般・環境・廃棄物・
建築と職員数の割には多くの専門分野を抱えて地方自治
体の公共事業に関わっていることは理解できましたが、
正直、仕事の内容がイメージできる状況に無かったのが
本当のところです。
　ただ、採用面接時に面接官から「大学で学んできたこ
とも大事だが、働いてからが本当の勝負！」と言われて
内定受諾・入社に踏み切ることが出来ました。
　そして、入社後に上下水道グループに配属され、現在
まで主に下水道管路施設の設計に励んでいます。

２．入社から現在まで

（１）入社時
　私は2020年３月に大学を卒業しました。2020年は新型
コロナウイルスの感染拡大により、大学の卒業式等のイ
ベントが全て中止となり、社会人となる実感のないまま
2020年４月に株式会社ホクスイ設計コンサルへ入社する
こととなりました。
　入社時、私のほかに同期入社がおらず、加えてコロナ
の影響でコミュニケーションが取りにくく、孤独感を感
じました。また、新入社員歓迎会やビジネスマナー講習
会もコロナの影響で中止となり、大学の終わりから不安
な生活が続きました。
　入社後もコロナ禍の影響は大きく、研修会等が次々と
中止になり、外部で学ぶ機会が少なかったと思います。
そんな中、上司からCADの使い方や上下水道の基礎を教
えていただき、多くの学びを得ることができました。

私の仕事（若手社員レポート）

株式会社ホクスイ設計コンサル／技術部／技師　内海宏斗
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加したことがないため、地元の札幌で参加できるのはとて
も幸運でした。毎年開催されているとはいえ、次に札幌で
開催されるのはかなり後になると思うので、最新の技術や
機器の展示をじっくり観覧しようと考えていました。
　そんな中、下水道展の３ヶ月前に上司から『水コン協
ブースの運営委員会に参加してみないか』と声が掛かり
ました。内容は就職活動を迎えた学生に対して水コンサ
ルタントを知ってもらうため、水コンサルタントとは何
なのか。そして若手コンサルタント技術者としての仕事
を紹介するというものです。その参加意義を理解し、学
生に近い年齢で魅力を伝えることができ、さらに自らの
スキルアップに繋がると考え、運営委員として参加する
ことを決めました。
　運営委員会では、今までコロナ禍で交流できなかった
同年代の技術者と出会うことができました。同年代とい
うこともあり、提案やアイデアなどがしやすく、刺激も
大きく楽しい活動となりました。
　下水道展に向けて作業をしている際には、チャットツ
ール内で作業することや、打合せ時にパソコンでメモを
取っている光景を見てカルチャーショックを受けまし
た。学生に向けて発表するにあたって、パワーポイント
の時間調節・発表練習やわかりやすい内容の選定など打
合せを重ね、より魅力が伝わるものを作成できました。
　下水道展当日、緊張もありましたが同じ発表メンバー
に助けられ、学生などに向けて魅力的な発表をすること
ができました。発表時以外は下水道展のブースを見て回
り、最新の技術や機器など実物を見ることが出来ました。
下水道展も来場者３万人越えの大盛況で幕を閉じ、ブー
スの出展と技術等の観覧のどちらも体験できたため、素
晴らしい経験となりました。

　今回の発表準備・発表を振り返って今後の仕事にフィ
ードバックできる点がありました。<１つ目>は説明力
不足を認識したことです。発表準備時・発表時を振り返
ると、話し方の組み立てやアドリブ力の無さを感じまし
た。<２つ目>は資料（パワーポイント）作成のセンス
です。ほかのメンバーに比べて使用するフォントや色、
配置など見にくいものになっていたと思います。ほかに
も改善すべきものがたくさん見つけることが出来たので
今後は資料を見る人を意識して修正できるよう前向きに

写真ー１　発表時の様子

努力します。

５．趣味について

　突然ですがこんな私にもいくつかの趣味があるので紹
介させていただきます。休みの日には息抜きや頭の中の
整理を兼ねて長い距離を歩いています。１日に10Kmほ
ど歩くこともあります。そして、時々山登りなどもしま
す。歩くときは、しっかりとした行先を決めずに大きな
リュックとデジタルカメラ、ライトや地図、コンパスな
どまるで探検に出るかのような装備をして日常に溶け込
む素晴らしい景色を探し続けています。

　歩くときには、目的地を歴史博物館や鉱石の博物館な
ど独特な空気を味わえる場所に設定することもありま
す。このうち、山の中にある博物館の場合は、楽しく歩
けることに加え、写真撮影可能な箇所では非日常的な写
真を撮ることができます。

　　　　　　　　　
　最近では写真だけではなく、アクションカメラを使用
し、動画撮影も行っています。今後は北海道の景色だけ
ではなく、全国を旅することが目標です。

６．おわりに

　１年目から３年目までコロナウイルスによってさまざ
まなことが制限されていました。そんな中、４年目では
下水道展という大イベントによって自信と今後に向けて
の課題を見つけることができました。これからは課題を
克服しながらより良い技術者になれるように努力してい
きます。　

写真ー２　登山道

写真ー3　博物館の展示（時計）
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　70歳を過ぎて何故のスカイ
ダイビングなのかと、常識的
には言われるかもしれない。
だがこれには経緯がある。
　私が連れ合いを亡くしてか
ら３年の間、彼女の「死」を
受け入れることができず、体
重も６キロ以上落ちてしまっ
た。仕事は何とかやっていた
が、プライベートな時間は全くダメで腑抜けな私を見て
いた友人が随分と気遣ってくれた。彼はまず私を旅行に
誘ってくれた。紅葉の白神山地、空海の高野山の旅は、心
和む時間だった。しかし心が騒ぐことは無かった。前向
きで「やってやろう」というような、積極的な自分を見つ
けることはできなかった。
　そんな私を見て彼は、スカイダイビングとゴーカート
に誘ってくれた。スカイダイビングに関しては、前述の
とおりだが、ゴーカートはスカイダイビング以上に心が
騒いだ。ゴーカートは決められたコースを10周し、その
周回の中で３回以上既定の時間を上回れば初級のライセ
ンスが貰える。最初の10周はタイムオーバーでダメだっ
たが、次の10周では友人と共に既定のタイムを切ること
ができめでたくライセンスを得た。
　ゴーカートの運営者から、60歳を過ぎて始めた人で、
初回で規定のタイムを切った人はこれまでいなかったと
聞かされた。友人も私も車好きだから、一定のテクニッ
クはあったのかもしれない。しかし私達より若い30代～
40代の６人程の人達がタイムを切れずにいたのを見てい
たので、それなりの優越感を味わうことができた。
　このゴーカートも趣味にしていたのだが、昨年から止
めることにした。その訳だが、余りにも私の運転が荒く、
何度もスポンジの壁に激突し、最後にはそのスポンジの
壁を超えるような運転をしてしまったためだ。それを見
ていた友人から、「危なくて見ていられないから、もう君
は止めろ」と忠告された。また、ゴーカートに乗ると、
動悸が激しくなる。走る前に車に乗っただけで脈拍が100
近くにまで上がる。普段の私の脈拍は60程度だから、相
当な緊張感があるのだと思う。20周を走り終えると、脈
拍は120程度を打つ。この興奮はその後も続き、就寝し

　4000ｍ上空のセスナ機から身体を出した瞬間に猛烈な
風を感じる。気圧は地上の半分、気温はマイナス30度、
地上は遥か下、そんな状況下で飛行機から飛び出す。そ
の瞬間の気持ちを味わいたくて、７年前から年の暮れに
スカイダイビングを楽しむようになった。
　スカイダイビングは年に一度で、時期は12月末と決め
ている。この時期、関東平野は晴れの日が多く、空気も
澄んでいる。また一年の終わりを締めくくる意味もある。
　飛び出す瞬間の、「ままよ」というか、「死んでも仕方
ない」という気持ちが癖になる。一瞬だが「全てを断ち
切った」という爽快感が何とも心地よい。勿論、飛び出
す瞬間には、そうした爽快感は無いが、パラグライダー
が開き「ゆらゆら」と空中を舞っている時に、それを感
じる。関東平野の360度の眺望、富士山を含む遠くの山々、
スカイツリー、下を見れば荒川やビル・家屋などの生活
の場が目に飛び込んでくる。
　自由落下をしている時間は40秒程で、パラグライダー
が開いてから地上までは５分程かかる。この５分間こそ
が至福の時間となる。40秒間も楽しい時間なのだが、顔
面への強い風と摩擦音で、考えるような状況ではない。
その後の静かで穏やかな時間こそが素晴らしく、どれだ
け続いても良いと思える程の時間だと言い切れる。
　今回の飛行では、３人の若い女性が一緒だった。彼女
達の背後には落下を操作する男性が腹を彼女達の背中に
ピタリと縛り付け一体化し、映像を撮る別の男性と二人
で、一人の女性をサポートすることになる。結果、３人
の女性に６人の男性が必要となる。友人と私の二人には、
背後の男性だけだから、合計13人の飛行となった。
　地上に降り立ち、着地点から荷物が置いてある建物に
向かう車の中で、彼女達の興奮した話を聴いていると、
こちらも楽しくなる。彼女
達には生涯の思い出になる
出来事だろうし、落下中の
映像をたぶん自分の子供達
に見せて語るのだろうなど
と想像したからかもしれな
い。何しろ、経験しなけれ
ば決して語れない体験なの
だから。

年越しスカイダイビング

私の趣味

株式会社 日水コン／代表取締役会長
（元 公益社団法人 全国上下水道コンサルタント協会／会長）  野村喜一
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ても普段の脈拍に戻ることはない。
　危険運転と激しい動悸。こうした背景もあり、ゴーカ
ートはきっぱりと止めた。そうすると、興奮する趣味は
スカイダイビングしか残らない。もちろん、八丈島の釣
りも大好きで毎年一回は行っているが、道具も持たず人
任せなので、趣味とは言えない。
　釣りの興奮とゴーカートやスカイダイビングのそれと
では、興奮の質が違う。だからこそ、スカイダイビング
は前向きな自分を確認するためにも続けるしかない。ス
カイダイビングは危険も少なく（死亡事故はあるものの、
初心者のテクニック不足か悪天候下のダイビングのみ）
脈拍が上がることもない。
　友人はスカイダイビングでも脈拍は上がると言うが、
私は初回のダイビングから脈拍はほとんど上がらなかっ
た。高いところが好きなのか、バカなのかは分からない
が、何故か脈拍は上がらない。友人が「嘘だろう」と言
って、落下した直後の私の脈拍を測ったが、70程度の脈
拍で多少の興奮がある程度のレベルだった。友人は私に
付き合ってくれただけで、スカイダイビングは本質的に
好きではないらしく、高血圧もあり昨年限りで止めるこ
とになった。この７年間、文句一つ言わず付き合ってく
れた彼は、本当に優しく、いい奴だ。
　世間でよく聞く話だが、「生涯に一人の好きな人と、一
人の親友と、一冊の好きな本に出会えれば、それで人生
は幸せだ」という格言がある。正に、彼は親友と言える
存在だ。彼がダイビングに参加しないことを知った私の
気落ちした態度を見て取り、自分の息子を参加させると
代案を出してくれた。ここまでの気遣いがある彼は、真
に生涯の友と言えるだろう。
　ところで70歳を過ぎて「スカイダイビングはないだろ
う」と他者からよく言われる。スカイダイビングと言う
と、命に関わる遊びと思われてしまう節があるが、私に
とっては血圧も正常で健康面では何の異常も無く、まし
てや脈拍も上がらない程度の「お遊び」である。
　この行為、即ち「遊び」は全てが自己責任なのだから、
他者からの意見はほどほどに聞けば良いと思っている。
他者に迷惑を掛けない以上、遊びはしょせん「自己責任」
であり、もしそれにより自分が怪我をして他者に迷惑を
掛けるような事態になったら、その時は、敢えて非難を
引き受ける覚悟はできている。遊びがなければ、生きて
いる意味さえ薄れてしまう。
　私は普段、社会的立場においてこの「自己責任」とい
う言葉を使うことはほとんどない。なぜならこの言葉は、
責任ある者達の言い訳としか思っていないからである。

「自己責任」という言葉には、ある事柄の責任を社会的な
つながりを無視して特定の個人に勝手に任せてしまい、
自分はそれには関知しないという、換言すれば「責任放
棄」のイメージがある。したがって、社会との関係性が強
い事柄には「自己責任」という言葉は安易に使うべきでは

ないが、趣味のような個人的
な世界は社会とは無縁で、
個々人の生き方の問題だと捉
えていたので、「自己責任」と
いう言葉を使っても問題がな
く、例えばスカイダイビング
の様な趣味の分野において
も、「何が起こっても全ては己
の責任だ」と言い切れる道理
になる、と思っていた。
　だが、よくよく考えてみると、絵画や演劇の世界では、
素人の趣味と言いながら玄人はだしの人たちがいて、そ
の作品を鑑賞したとき、自分の心が動かされるというか、
感動を与えられることがある。プロの世界であればそれ
は当然なのだが、こうした人達の中にも、そういったレ
ベルにたどり着く人は少なからずいる。そういう人は趣
味が高じてプロになり、他者に感動を与えるほどに成長
していくこともあるだろう。人の心を楽しくさせたり、
感動さえ与えるレベルにまで上り詰めた人達は社会性も
備え、文化伝承の役割を担うことにもなる。だからこそ、
世の中ではそうした活動に補助金を出し、人材の発掘に
も努めている。
　すると趣味と文化活動との線引きに意味があるのか、
という問題が生じる。スカイダイビングでさえ、プロレ
ベルのテクニックであれば伝承すべきものなのだから、
趣味の域を越えることもある。要は、その行為が他者に
何かを与えられる、または習得したものがなんらかの影
響を他者に伝えられるかが問われるのだろう。そうなれ
ば個人と他者とのつながりが生まれ、「社会性」が顕在化
する。自己責任の域を越えて「公的責任」を持つ立場と
なる可能性もある。
　趣味の話から脱線して、私的責任と公的責任論にまで
なってしまった。あまり深くは考えず、趣味はあくまで
も私的なことであり、個々人の楽しみと割り切っておく
方が無難なようだ。
　本文は、もともと趣味のスカイダイビングの楽しさを
語りたくて書いてきた。その楽しさの本質は、「己の気持
ちをふっ切る」ことが手軽にできることにある。だから
こそ、一年の垢を落とすのに最適なスポーツなのだ。
　最後に、趣味は年齢、さらには置かれた環境と共に変
化していくものだと実感している。その昔は、趣味はゴ
ルフと言ってきたが、それがゴーカートになり、今では
酒とスカイダイビングだけになってしまった。スカイダイ
ビングが生涯続くとは思えない。すると、残る趣味は50
年以上日々付き合ってきた酒ということになりそうだが、
つい最近、「赤ワイン」の味の深みを知る機会があった。
半世紀ほぼ毎日酒を飲んでいたのに、新しい出会いがあ
ったことに新鮮な驚きと静かな興奮を覚えた。最後の趣
味が酒であれば、残りのわが人生も楽しく過ごせそうだ。
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（２）能登半島地震の経験
　2007年３月に輪島市門前地区を震源とした能登半島地
震が発生した際には、その調査から復旧までを経験した
ことが特に印象に残っています。
　まさか、石川県内でこのような地震が発生するとは、
思いがけない経験になりました。被害は処理場から管路
施設まで範囲の大きな被害がありました。当時は、地震
の翌日から緊急調査で現地に張り付いたこと、下水道計
画会社でないにも関わらす早期に現地に向かったこと、
私が社内の管渠メンバーの中心的な存在だったため、翌
日から会社の代表としての立場を指示されていました。
　余震で揺れ動く下水道処理場の機器室の中で緊急調査
の結果をまとめていた時に「被害状況を直ちにまとめ、
国へ報告して欲しい」と言われ、右往左往したことを覚
えています。
　地震発生の後、一次調査においては、石川県職員、自
治体職員、県内コンサルが中心となって、各班に別れて
実施しました。一次調査では、その後の二次調査（TV
カメラ調査）が必要な箇所を特定することを目的に主に
滞水の有無の調査を実施しました。その時には、津幡町、
能美市の職員の方との組み合わせになって調査を行いま
した。その職員の方とは以前から懇意にしていた方だっ
たので、非常にやり易かったことを覚えています。
　その後の二次調査（TVカメラ調査）は、専門業者で
ある管路調査会社へ委託し、主に現場管理を中心に行い
しました。

１．はじめに

　私は、平成３年に入社してから、これまで下水道技術
者として下水道インフラ整備とともに業務経験を積んで
きました。当初、地方のコンサルとして下水道の技術者
が不足していることもあり、直ちに即戦力として管渠施
設の実施設計を中心に実務にのめり込んで行ったという
記憶があります。
　当時は仕事量が多く、設計業務を選り好みすることが
できた時代でした。特に学生時代より慣れ親しんだ地域
を担当する機会があってから、一通りの整備が完了する
まで25年間ほどは思い入れもあり、社会人として大変有
意義に過ごさせて頂いたと感じています。
　以下より、私事で大変恐縮ですが、これでの職業経験
で感じたことを振り返って、特に印象に残る出来事を中
心に綴ってみたいと思います。

２．下水道整備を進める中での経験

（１）住民説明会にて
　Ｋ市の雨水整備事業にて設計担当者の立場となり、地
元説明会にて事業全体計画から今回の詳細設計の具体的
な内容を説明することとなりました。役所の到着前に座
って待っていると、ある住民の方から「こんな計画を立
てたのはお前か、どういうつもりだ。」と頭ごなしに言わ
れました。経験の少なった自分は非常に困った記憶があ
ります。更に「何年も事業をやっているが、浸水は収ま
らない。その都度浸水がある際には〇〇年に一度の大雨
が降ったからと言っている。どうなっているのか。」と喧
嘩腰での始まりでした。
　当時、浸水による被害で建物、家財道具、住民の方の
財産が大変なことになると改めて理解したものです。
　また、工事中期間中に台風が到来し、大雨で現地に計
画した仮設水路の能力以上の流下量があったことから、
役所の方と深夜まで土嚢を積むといった対処を実施した
こともありました。その時には、仮設水路を計画する際に
は現況能力以上のものとすべきなことを実感しました。
更に何よりもそれまでドライな関係であった役所の方と
の人間関係を構築できたこともいい経験になりました。

下水道インフラ整備とともに

ベテラン技術者に聴く

株式会社中央設計技術研究所／技術統括本部　市村　博

写真－１　人孔浮き上がり状況
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　石川県内での下水道施設でこのような大きな被災を受
けたことがなく、災害復旧を初めて経験することから、
最初は何をどのように実施すべきか分からず、関係者で
調査判定基準の作成から実施していました。
　結果、災害査定を無事に受けることができ、その後の
災害復旧設計も統一的な基準の中で行うことができまし
た。これは、協力くださった自治体職員、県内コンサル
の方々の苦労の賜物にあると思っています。
　この震災復旧業務を通してともに協力した方々、これ
まで、通常業務でしか会ったことがない方々とともに一
つのことを成し遂げる課し遂げるという経験したことが
ない、また、今後の恐らく経験する機会がないであろう
技術者として大変に貴重な経験であったと達成感を味わ
うことができました。
　この業務中の４月～８月までは、ほとんど無休で対応
していましたが、GWの１日間のみ急きょ休日を頂ける
ことになりました。しかし、急に小さい子供達をどこへ
連れて行こうかと悩んだ時に娘が「お父さんの仕事をし
ている所を見たい」ということから、家族全員で被災地
区を見て回ることがありました。これもいい思い出とな
りました。

（３）建設、新設の時代
　これまで、実務に追われ自身が経験した業務のほとん
どは、建設の時代であったこともあり、新設設計ばかり
でした。そのため、造ること、造り易いこと、安価で造
れることに主眼をおいた業務ばかりでした。
　例えば、人孔にしても完成後に資材の搬入を考えてい
ない構造のもの、底部の泥ためが深すぎて通常の長靴で
入れない構造もありました。今から反省すると工事竣工
後に使用することを意識した構造になっていない物があ
ったのではと考えさせられます。
　現在の業務のほとんどは改築やリニューアル設計のた
め、新設を経験する若手は少ない現状にあります。時代

の移り変わりのため仕方がないことですが、我々が経験
してきた業務とは異なる長寿命化やストックマネジメン
ト業務のため、指導するにしても苦労があります。
　また、私が若い頃には、今では硫化水素の発生のため
にできない調査作業を実施したこともありました。
　汚水が滞留している管路施設内で膝下まで泥が溜まっ
た状況の中でスタッフを持って進むという作業を何も気
にしないで行ったことがありました。
　今、考えれば目に多少の刺激臭があったこと、進むに
連れ泥底から何かブクブクと沸き上がっていました。当
時は硫化水素が発生することおろか、恥ずかしながら死
亡に至る事故が発生する恐れがあることすら知りません
でした。

３．技術士資格への挑戦

　35才を過ぎたことから技術士資格を取得することを意
識するようになり、周りでも合格者の話を聞くようにな
りました。
　RCCM資格では信頼が不足すること、技術士が必要な
ことを意識した業務対応をするようになり、何度がトラ
イするようになりましたが、なかなか合格を勝ち取るこ
とはできませんでした。
　そんな中、社内の先輩から「技術士資格はそんな高い
技術力が必要な資格でなく、分かり易い文章の書き方を
意識すれば、今までしている業務で十分に合格レベルに
達する」という話を聞き、技術力を高める本でなく、分
かり易い文章の書き方の本を紹介してもらいました。
　その後、40代で技術士に合格し、今では社内で指導す
る立場になっています。若い社員の方へは、自分が苦労
したこと、手が届かないような雲の上の資格でないこと、
分かり易い文章力を身に着けること、面接試験では「ど
うしても欲しい」ことを伝える演技力を身に着けるよう
に指導しています。

４．おわりに

　これまでの業務経験を振り返って見て、また、このよ
うな「ベテラン社員の聞く」といった文章を書く機会を
与えられて、自分自身の経験の少なさを知らされるとと
もに、非常に狭い分野しか知らないことを実感すること
ができました。
　今後、現場から離れた立場にはありますが、少しでも
若い技術者の成長のために、また、技術士を目指す方の
力になれるよう自分自身ができることを精一杯やりたい
と思います。

写真－２　能登半島地震での被害状況
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らしている時間は頭の中が空っぽになりストレスを発散
して翌日の仕事に臨んだ記憶があります。もちろん、週
１日の休みがあったときなどは早朝から釣りに出かけて
私のライフの一部を思いっきり楽しんだものでした。

３．ワークライフバランスの経緯とメリット

（１）ワークライフバランスの始まり
　実は私自身、このワークライフバランスは最近始まっ
たものなのかと思っていましたが、今から16年前の2007
年に内閣府により自身のニーズに合わせて多様な働き
方・生き方を選べるワークライフバランス社会の実現に
向けて、国や地方公共団体、企業、働く人々が一体とな
って取り組むという方針が掲げられていたようです。

（２）ワークライフバランスが必要とされる理由
①育児・就労の両立支援による少子化対策
　数年前、たまたまテレビを観ていると国民会議の民間
議員に起用された元アイドルの菊池桃子さんが「みなさ
んが結婚して子供さんを２人産めば日本の人口は変わり

１．はじめに

　ワークライフバランスとは、仕事と私生活の両方を充
実させることで、相互に良い結果を生み出すという両者
が“WIN-WIN”になることだと思っています。仕事と育
児や介護、趣味や学習、休養、地域活動、その他個人の
自由きままな時間など仕事以外の生活との調和をとり、
その両方を充実させる働き方・生き方と定義されていま
す。
　よく間違えられやすいのが「仕事を優先してプライベ
ートの時間を短くすること」や、「決められた時間以外に
仕事をしないこと」、「仕事と生活の時間比率をそろえる
こと」さらに、「女性支援のための施策である。」ではな
いのです。昨今、周りをみて感じているワークライフバ
ランスのことや、私が経験してきたワークライフバラン
スについて記述してみたいと思います。

２.入社した当時の思い出

（１）入社したころの働き方
　高校を卒業して私が入社したのが昭和56年（1981年）
で、当時弊社も週休２日が確立されておらず、確か土曜
日は隔週で休みだったと記憶していますが、当時大手民
間企業の仕事が膨大にあり、上司から指示される図面の
赤書き修正（テンプレートで数字を書き込み、定規を使
って文字を書き込むなど）を残業しての作業や、土曜日
に出社して作業することは当たり前、下手したら日曜日
も出社して作業するなど、休みらしい休みがほとんどな
かった記憶があります。当時の友人に「眠たいときに寝
てみたい。」そんな愚痴を言っていたような、言わなかっ
たような。

（２）当時の楽しみ＝ライフの一部
　私には小さい頃からの趣味があり、どんなに忙しくて
もその趣味は絶やさないようにしていました。その趣味
は、“魚釣り”です。それも海釣り、たまたま私の会社か
ら海（響灘）まで車で30分もかかりません。会社でミス
をした時や嫌なことがあったときなどは会社帰りにでも
海に行って釣り糸を垂らすことがあり、その釣り糸を垂

ワークライフバランス
～魚釣りと温泉の旅、そして仕事～

働き方改革取り組み事例

株式会社松尾設計／本社／公共設計部／部長　今村修作

図ー１　パパ育児（厚生労働省のHPより抜粋）

図ー２　育児・介護休業法の改正事項
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ません。」と言っていました。このとき、「なるほど」と
納得した記憶が鮮明に残っています。
　今現在、国内における少子化は1990年代から続いてい
る深刻な社会問題になっています。この少子化対策とし
てワークライフバランスを推進し、「育児と仕事の両立支
援」を行えれば出産・育児による離職防止や、キャリア
の影響から出産をあきらめることを防ぐうえでも大変重
要なことではないかと思います。これに後押しして厚生
労働省も昨年の令和４年10月１日に「出生時育児休業

（通称“産後パパ育休”の創設）」を作り、男性の育児休
業取得を推進しています。これは子の出生後８週間以内
に４週間までの間の労働者が希望する期間とれるように
なっています。（30数年前、私の子供が産まれたときに
この制度があれば・・・。と嘆いています。）

②仕事へのモチベーションアップ
　仕事が残り、休日出勤や家に仕事を持ち帰ってしまう
と、どうしても気持ちや体も休まらず、仕事へのモチベ
ーションは下がるばかりです。仕事とプライベートの区
別をしっかりすることで、ONとOFFのメリハリがつき、
時間や気持ちに余裕を持って仕事に臨むことができるの
で仕事へのモチベーションもアップすると思います。

③高齢化に対する労働人口の確保
　急速に進む高齢化に伴い、介護に関わる人の数も男女
を問わず増えています。ちょうど50歳から60歳の方々が
少なからず介護に携わっているのではないでしょうか。
実際私も令和元年から令和３年まで別宅に住む実母の介
護（病院に連れていくこと、家の掃除、食事の世話など）
をするため、有給休暇をたくさん使ってしまいました。我
が社の場合、要介護の等級で介護休暇が認められている
ため、等級が低ければ有給休暇を使わざるを得ませんで
した。このように介護中の人でも仕事がしやすいように
休職制度などの環境を整え労働人口を確保することもワ
ークライフバランスの重要な目的ではないかと思います。

（３）ワークライフバランス推進のメリット
　ワークライフバランスの推進には下記のようなメリッ
トがあります。
①従業員のモチベーション、生産性の向上
　ワークライフバランスに取り組むうえで、長時間労働
の見直しとともに業務効率の改善は必須です。また残業
時間を削減できれば従業員がその分、プライベートの時
間を増やすことができます。その結果、モチベーション
の向上や生産性の向上につながると思います。現に我が
社も20年ほど前から月に２回「ノー残業デー」を定め、
実施できなかった部署には会社から改善命令が出されま
す。さらに最近では「一般社団法人建設コンサルタンツ
協会」や、「公益社団法人全国上下水道コンサルタント協

会」も毎年６月と10月の水曜日は“ノー残業デー”にし
ようという取り組みがあり、会社の中にはそのポスター
が掲示されています。

②優秀な人材の確保
　ワークライフバランスの一環として、前述したように
育児中や介護中の従業員も働きやすい環境づくりを行う
ことで、従業員の離職を減らすことができ、会社の定着
率の向上が見込めるでしょう。ワークライフバランスを
重視した働きやすい企業という企業文化は、入社希望者
が多く集まる要素となり、優秀な人材の採用にもつなが
ってくると思われます。

③企業イメージの向上
　ワークライフバランスを実現することで、社内外から

「働きやすい企業」、「従業員を大切にする企業」という認
識を持たれ企業のイメージも向上するでしょう。

④業務外の越境体験によるイノベーションの創出
　ワークライフバランスの推進により、長時間労働が是
正されることで従業員は空いた時間にスキルアップセミ
ナー、地域のボランティア活動などの業務外の活動にも
参加しやすくなり、それらの体験から得たことを仕事に
活かすことができれば、自分や自社の成長にもつながっ
ていくと思われます。

⑤コスト縮減
　ワークライフバランスの推進で離職率の低下が実現で
きれば、新たな人材の採用活動にかかるコストが削減で
き、残業時間の削減ができれば残業代やオフィスの光熱
費の削減も可能となります。

４.おわりに

　もう古い言葉になったのかもしれない“ワークライフ
バランス”ですが、実施・実現するメリットは前述した
ように十分あると思います。従業員も会社も“WIN-

図ー３　ノー残業デーのポスター
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WIN”の関係を築くことになるでしょう。
　私が入社したころは“ワークライフアンバランス”っ
て感じで「１に仕事、２に仕事、３,４がなくて、５に仕
事」でした。自分の時間がなかなか作れず、趣味の魚釣
りにも年に数回という感じでしたが、働き方改革やこの
ワークライフバランスのお陰で最近では毎月１回以上、
　魚釣りに行けることや、数か月に１度家族と一緒に温

泉旅行も楽しめるようになりました。これもワークライ
フバランスのお陰だと感謝しています。
　特に今働いている若い方々や、これから社会人になる
方々はお金も大事ですが、それと同時にプライベートも
大事だと思います。今後も仕事とプライベートのどちら
も満足できるよう、ワークライフバランスの継続を切に
願うばかりです。

写真－１　釣り仲間とのライフ時間 写真－２　家族とのライフ時間
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す。琵琶湖の向こうに沈む夕焼けがとても美しい自然豊
かな景観が広がります。
　写真－２の右側の山が比叡山で、真ん中あたりの山は
京都の五山の送り火で火が付くあのあたりの山です。
　琵琶湖岸には、湖岸緑地公園という都市公園がありま
す。会社の周辺にも何カ所かのエリアがあり、バーベキ
ューやキャンプなどのアウトドアが楽しめる施設もあり
ます。自然を満喫しながら手軽に楽しめる素晴らしいア
ウトドアスポットです。

（３）働き方改革、キャリア形成、人材育成
　従業員は88人の規模の会社ですが、公共調達において
加点評価を受けることができる「えるぼし」認定企業で

１．はじめに

　私たちは、明るい未来を目指しています。時には迷い
が生じることもあります。そんなとき、小さな幸せに気
づくことができれば、心がほっとします。身近な自然に
感謝することで、豊かさを感じることができます。

２．会社のこと

（１）沿革
　このような機会をいただきましたので、当社について
簡単に紹介いたします。
　西日本技術コンサルタントは1968年（昭和43年）に京
都市において、上水道設計を始めました。その後、1971
年（昭和46年）本社を滋賀県草津市に移転し1977年（昭
和52年）には三重事務所を津市に開設しました。さらに、
近畿一円へと事業展開を図り、今日に至っております。
　1972年から1997年にかけて琵琶湖の水資源開発と治
水、地域の社会基盤整備を目的とした『琵琶湖総合開発
事業』に伴い、我が社は、上水道設計以外にも「水質分
析」「振動騒音等の環境計量証明業務（1978年）」「下水
道設計」「廃棄物設計」などを手掛けています。

（２）職場環境
　本社は琵琶湖まで歩いて行ける距離に位置していま

　　湖  畔  で

女性技術者の紹介

株式会社 西日本技術コンサルタント／
上水道部／上水道 1 課 ／係長　　　　谷　尚美

写真－１　社屋

写真－２　社屋屋上からの琵琶湖側

写真－３　湖岸緑地公園にて
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す。「子育てサポート企業」として、厚生労働大臣の認定
（くるみん認定）を受けています。
　また、感染症拡大の影響をきっかけに、時差出勤やリ
モートワーク、オンライン会議に対応しました。
　長時間労働の改善に向けプロジェクトに取り組み、部
下の帰社時間が管理職の評価基準の一つになります。
　技術力の向上を図るため、定期的な研修や資格取得の
奨励のほか、ビジネススキルの向上および管理職の計画
的な育成を目的とし、動画配信型オンライン研修サービ
スを導入しています。
　自分の興味や関心を広げ、様々な分野や人と関わりな
がら「人生100年時代の社会人基礎力」を高め、自己実
現や社会貢献に向けて行動することを心がけたいです。

３．考えてみた

（１）調べてみました。
　協会の中期行動計画においても社会貢献としてSDGs
の達成や脱炭素化が掲げられています。
　普段、ESGとかSDGsとか、持続可能性に配慮とか、ビ
ジネスと人権と責任あるサプライチェーンとかって意識
しますか。2050年カーボンニュートラル、脱炭素社会の
実現を目指していますか。循環型社会や生物多様性につ
いて考えていますか。フェアトレード認証製品を購入し
ペットボトル飲料を買わないでプラスチック以外の水筒
を使い、ストローは紙ですか。健康のために水を飲んで
いますか。
　SDGsについて改めて調べてみました。Sustainable 
Development Goals持続可能な開発のための目標です。
2015年９月25日に採択された持続可能な開発のための
2030アジェンダは「人間、地球及び繁栄のための行動計
画である。これはまた、より大きな自由における普遍的
な平和の強化を追求するものでもある。我々は、極端な
貧困を含む、あらゆる形態と側面の貧困を撲滅すること
が最大の地球規模の課題であり、持続可能な開発のため
の不可欠な必要条件であると認識する。」（出典：外務省
仮訳）そうで、このアジェンダの規模と野心を示したも
のが「17の持続可能な開発のための目標（SDGs）と、169
のターゲット」であるということです。
　2025年日本国際博覧会（大阪・関西万博）では、「い
のち輝く未来社会デザイン」というテーマのもと、SDGs
達成への取組を進めるため、「持続可能性に配慮した調達
コード」が策定されました。

（２）聞いてみました。
　持続可能な開発目標の達成と公園でバーベキューする
ことについてAI（Bingチャット）に聞いてみました。
　目標３：すべての人に健康と福祉を：バーベキューは
家族や友人との交流やコミュニケーションを深める機会

にもなります。心身の健康にとって重要な要素です。
　目標11：住み続けられるまちづくりを：公園の賑わい
や安心・安全なみどりの機能を十分に活かせる持続可能
な公園運営につながる可能性があります。
　目標15：陸の豊かさも守ろう：公園でバーベキューす
ることは、陸域や内陸淡水生態系の保全や回復に配慮す
る必要があります。公園内に生息する野生動植物の保護
や外来生物の防除、ゴミの持ち帰りや火気の管理など、
公園利用者が自然環境に与える影響を最小限に抑えるこ
とが求められます。
　バーベキューで使用する木炭と食材の二酸化炭素排出
量は、約4.3kg/人と推定できます。
　という答えが返ってきました。

（３）持続可能な調達にチャレンジ
　持続可能な開発目標の達成のために万博調達コードを
参考にしたバーベキューを想像してみました。
　輸送に係る温室効果ガスの排出量の削減を図るため国
産品を使用します。カーボンニュートラル認証を受けた
炭、循環型経済と廃棄物削減のために再利用できるもの、
FSC認証を受けたもの、リサイクル素材やバイオプラス
チックを使用した素材の道具や用具、容器包装を使用し
ます。ティッシュペーパーなどはなるべく使用しません
が、どうしても必要な紙は古紙パルプを最大限使用しま
す。農産物はJGAP認証を受け、環境に配慮された有機
農業、温室効果ガスが削減される方法で栽培されたもの
を選びます。畜産物はJGAP認証を受けたもの、アニマ
ルウェルフェアに関する認証を受けたものを選びます。
水産物は水産物エコラベルのためのガイドラインに基づ
いてGSSI認証されたものを選びます。食品ロスを出しま
せん。洗剤は、RSPOの認証を受けたパーム油を使用し
ている洗剤を使用します。

４．おわりに

　今回このような機会をいただき、改めて調べてみると
知らなかったことがあり大変勉強になりました。仕事で
脱炭素化を進めるには時間がかかることも多いと思いま
すが、生活の場面では少しずつでも取り組むことで地域
社会に貢献できるようになるのではと考えます。

写真－４　普通のバーベキュー
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しました。
　講習会プログラムは、災害時支援者育成小委員会メン
バーによる「災害復旧とは」、「管路施設の災害復旧」、「処
理場・ポンプ場施設の災害復旧」、「災害復旧支援パター
ンと契約」のほか、国土交通省による「下水道事業にお
ける災害対策について」と日本下水道事業団による「日
本下水道事業団の災害復旧支援」の講演でした。災害査
定資料作成業務は業務を経験する機会が少ないことか
ら、継続的に災害復旧業務に関する知識を有する災害時
支援者を養成していくことが必要と考え、本講習会を毎
年継続的に実施することとしています。345人の参加が
ありました。

Ⅳ　事業の概要
凡例　（　）内は、公益社団法人事業の区分
　　　公益目的事業＝（公）
　　　その他の事業（相互扶助等事業）＝（他）
　　　【　】は、担当する委員会名又は支部名

１　調査研究・資料収集（公）
１）調査研究（独自）
①主要刊行物リスト更新 HP更新 【技術・研修】
②業務成果の概要 HP更新 【技術・研修】

２）調査研究（受託） 【受託調査研究】
【令和5年度受託】
［（公社）日本下水道協会］
① 「小規模下水道計画・設計・維持管理指針と解説」改

定に伴う調査業務委託（その３）
②  令和５年度管路更生工法検討調査専門委員会に係る補

助業務委託
③ 令和５年度下水道施設の耐震対策指針等改定調査専門

委員会に係る補助業務委託
④ 下水道用歩掛検討委員会歩掛改に伴う調査設計に関す

る補助業務委託
［東京都水道局］
⑤ 令和５年度東京都水道局耐震設計ガイドライン改訂に

係る支援業務委託
［（公財）日本下水道新技術機構］

　本協会の活動に対しまして、日頃よりご理解、ご協力
をいただいておりますことに深く感謝申し上げます。令
和５年７月から11月までの本協会の主な活動状況は下記
のとおりです。今後とも、ご指導ご鞭撻のほどお願いい
たします。
　当協会の活動状況については、随時、当協会HPに掲
載しておりますので、こちらもご覧ください。

Ⅰ　下水道展’23札幌への参加
　下水道界最大のイベントである ｢下水道展’23札幌｣
は、８月１日から４日の４日間にわたり札幌ドームで開
催されました。今回は初の北海道開催となりました。来
場者数は、下水道展’23札幌全体で30,450人でした。ま
た、水コン協ブース来訪者は一般の親子連れなどを含め
1,059人でした。
　併催企画として、３日目の３日午前、札幌ドーム内会
議室において「下水道資源の農業利用の展望」講演会を
開催しました。東京大学の加藤特任准教授、（株）日水コ
ンおよび（株）NJSの社員による下水道資源の農業利用
に関する講演を行い、会場に約80名、webで約140名の
参加がありました。講演会の実況の動画は水コン協ホー
ムページで公開しています。

Ⅱ　働き方改革セミナー
　11月７日、「働き方改革セミナー」を開催しました。今
年度もzoomウェビナーによるオンラインのみのセミナ
ーとして開催しました。講師として、慶應義塾大学大学
院システムデザイン・マネジメント研究科教授の前野隆
司氏をお招きし、「働き方改革とウェルビーイング～従業
員と社会を幸せにする働き方とは！？～」と題した講演を
行いました。236人の参加がありました。本セミナーに
より、会員各社における働き方改革の一層の推進が期待
されます。

Ⅲ　災害時支援者育成講習会

　11月１日、災害時支援者育成講習会を開催しました。
対面及びzoomウェビナーによるオンライン併用のセミ
ナーとして開催しました。また、会員以外も参加可能と

水コン協　活動報告
（令和 5 年 7 月～ 11 月）

公益社団法人 全国上下水道コンサルタント協会／専務理事　内田　勉
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⑥ 下水道管路管理における多様な官民連携方式の推進に
関する業務委託

３）出版及び情報発信 【水坤編集】【対外活動】【支部】
①「水坤」vol.66（令和5年7月）
　 「生まれ変わる上下水道～今の時代に求められるもの

へ～」
　 配布先：会員、地方公共団体、大学、下水道展’23札

幌、その他 （発行部数　4,500部）

４）要望・提案・意見交換活動
①要望と提案活動資料の作成 7月　【対外活動】
②国土交通省への提案・意見交換 11月　【対外活動】
③第三期中期行動計画進捗管理 【企画】【支部】

【北海道】
④要望と提案活動 9～11月
　 「令和5年度　要望と提案」・「支部会員名簿」を関係事

業体へ送付及び訪問による要望提案活動
【東北】
⑤支部会員名簿及び要望と提案を関係事業団体へ配付
 8～9月

【関東】
⑥ 日水協関東地方支部総会におけるPR活動 8月10日
　 関東地方支部総会に出席、正会員235社に上下水道コ

ンサルタントの活用案内資料配布
⑦要望と提案活動 8月21日～10月13日
　 協会の「要望と提案」に基づき、役員及び正副委員長

による12班編成での訪問要望活動
⑧JSとの実務責任者会議 　10月5日　JS会議室
　 JS東日本設計センターとの実務者協議で、コンサルタ

ントからの要望事項及びJSからの伝達事項の協議
【中部】
⑨令和５年度 下水道事業研修会 8月21日
　 福井県繊協ビル10F Bホール　参加会員94名（内、会

場参加44名、Web50名）、自治体（5市）10名
　 福井市・金沢市・富山市・新潟市・長野市の下水道事

業の状況と各市担当者との意見交換会
【関西】
⑩ 2府4県360自治体に要望と提案活動資料、会員名簿、

水坤夏号を送付 9月29日
⑪大阪市と意見交換会 11月15日
⑫ 要望と提案資料、支部会員名簿を２府４県（大阪府、

堺市等）へ訪問または資料送付による要望活動を実施
 10～11月

【中国・四国】
⑬要望と提案活動 8～10月
　 中国・四国地方9県の市町村へ要望と提案資料、水坤

夏号、支部会員名簿を訪問又は郵送にて配布

【九州】
⑭要望と提案活動
　 支部会員名簿及び要望と提案を関係事業体等に配布
 8～10月
⑮日水協九州地方支部総会において要望活動北九州市
 7月６日
　 要望と提案資料、水坤新春号、事業活動とその成果配布
⑯ 日水協九州地方支部水道関係技術研究会において要望

活動長崎市 10月26日
　要望と提案資料、水坤夏号、事業活動とその成果配布

２　育成（公）
１）学校への働きかけ
①学校・学生向け動画、広報資料等の作成
 【対外活動】【総務】【支部】

【関東】
②上下水道コンサルタント周知協力活動 11月
　 次代の人材確保に向けた学校訪問等による上下水道コ

ンサルタントの啓発活動
　 対象52校に対し役員会社による訪問活動並びに事務局

より資料を郵送
【九州】
③ 学校訪問等による上下水道コンサルタント協会の周知

活動
　 九州支部管内の大学及び高専17校を対象に「水コンサ

ルタント」の役割・魅力を紹介したリーフレット及び加
盟会員各社の採用情報などの資料を持参し訪問 10月～

２）講習会
①第33回技術研究発表会  7月21日　432名 【技術・研修】
② 下水道展’23札幌 併催企画 「下水道資源の農業利用の

展望」講演会（web併用） 8月3日　約220名
【対外活動】
③ 技術研修会「上下水道施設の改築・更新事例」
 11月14日　444名【技術・研修】

【北海道】
④上下水道講習会（web併用） 9月20日　87名
　 広域化等検討結果についての報告（北海道）/最新技

術の動向について（日本SPR工法協会）/ダクタイル
鉄管の施工時の留意点や事故事例等（日本ダクタイル
鉄管協会）

⑤本部提案型技術講習会（web併用）
 11月14日　約80名
　 コンサルタントによる上下水道事業運営支援の展望/

水コン協が考えるW-PPPと今後の展望
【東北】
⑥実務者研修・技術講習会
　 「地下埋設物の事故防止」、「補修・防食対策ガイドブッ

ク」、「流域治水における雨水貯留浸透技術」、「鉄蓋類
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　ホテルメルパルク大阪 11月29日　定員60名
　下水汚泥の肥料利用に関する昨今の動向について

３）委員等の派遣
①国土交通省
　下水道技術開発会議 1名
　 アセットマネジメント実施に関するガイドライン策定

委員会 1名
②（公社）日本水道協会
　水道施設設計指針改訂特別調査委員会 1名
　 水道施設設計指針改訂特別調査委員会　導・送・配水

施設小委員会 1名
　 水道施設設計指針改訂特別調査委員会　機械・電気・

計装設備小委員会 1名
③（公財）水道技術研究センター
　 水道の基盤強化に資する浄水システムの更新・再構築

に関する研究 1名
　浄水技術支援委員会 1名
　矩形地上水槽（鋼製）の耐震設計に関する研究会 2名
　水道技術ジャーナル編集委員会 1名
④（公社）日本下水道協会
　国際委員会 1名
　下水道協会誌論文審査委員会 1名
⑤（公財）日本下水道新技術機構
　審査証明委員会 1名
　管路技術共同研究委員会 1名
　技術委員会 1名

４）講師の派遣
①（公社）日本水道協会
　水道施設耐震技術研修会 7名
②（公社）日本水道協会東北地方支部
　事務・技術講習会 2名
③（公社）日本水道協会青森県支部
　水道事務講習会 2名
④日本下水道事業団
　下水道研修 15名

【北海道】
⑤北海道
　 令和５年度　第１回「北の下水道場」
 8月2日　アドバイザー　3名
⑥（一財）北海道建設技術センター
　令和５年度下水道実務研修会（web） 8月31日　1名
⑦北海道地方下水道協会
　令和５年度　道央地区支部「技術担当者研修会」
 10月31日　1名
⑧北海道大学工学部
　水道・下水道システムにおける設計製図
 10月5日～11月30日　8名

のマネジメント」、「水道用鉄蓋類の維持管理につい
て」、「デジタルアセットマネジメントの世界」

 10月25日　57名
【関東】
⑦第2回技術講習会（web） 8月25日
　「現場作業における安全管理」
⑧第3回技術講習会（web） 11月15日
　「気象学と温暖化対策」

【関西】
⑨管更生工法講習会（web） 7月26日　47名
⑩施設見学会事前勉強会（web） 8月8日　37名
⑪ 夏休み水の教室　大阪市下水道科学館
 8月18日　小学生40名　水コン協11名
⑫施設見学会　夢洲抽水所 9月8日　37名
⑬管更生工法講習会（web） 11月14日
⑭関水コン技術講座　ホテルメルパルク（web併用）
 11月29日

【中国・四国】
⑮第2回管路更生工法講習会（web） 7月26日　27名
　 管路更生工法をめぐる現状/日本SPＲ−SE工法の紹

介について
⑯日本技術士会共催講演会（web併用）8月19日　105名
　 微生物を利用した排水からの資源・エネルギー回収/

豪雨災害後の災害に強いまちづくりの推進/水道管内
カメラ診断評価マニュアルを活用した水道管路の機能
診断について

⑰ダクタイル鉄管協会共催セミナー広島県民文化センター
 10月31日　106名
　 上水道防災学のすすめ～危機耐性と水道施設の強靭化

～/最近の水道行政について
⑱ 技術講習会（web併用）中電技術コンサルタント会議室

 11月10日　110名
　 ステンレス鋼製矩形水槽の水道施設耐震工法指針改定

に伴う説明会/ポンプによる減災・防災について/ポン
プによる減災・防災について/広島県水道広域連合企
業団の取り組みについて

【九州】
⑲ 第２回技術講習会（福岡会場）（ダクタイル鉄管協会九

州地方支部共催） 10月12日　111名
　 水道料金値上げに対する容認度を高めるためのコミュ

ニケーション技術/財団の事業と水道に纏わる最近の
トピックス

　アクロス福岡
⑳ 第2回技術講習会（沖縄会場）（ダクタイル鉄管協会九

州地方支部共催） 11月29日　80名
　 水道管路シ ステムの維持管理とIOTやAI技術の活用/

水道料金改定と管路更新
　沖縄産業支援センター
㉑水コン協関西支部・九州支部共催技術講座（web併用）
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　 山梨県及びさいたま市と上下水道施設災害時支援協定
の協議

⑦災害時支援協定締結都市との連携活動
　東京都流域下水道本部との情報連絡訓練 10月24日
　埼玉県下水道局実動訓練にメール及び電話での参加
 11月2日
　横浜市下水道BCP図上訓練視察 11月10日

【中部】
⑧下水道事業災害時中部ブロック連絡会　伝達訓練
 8月23日
⑨福井県情報伝達訓練 11月2日
⑩ 「災害時における下水道施設の技術支援協力に関する

協定」締結（愛知県及び市町） 11月1日
【関西】
⑪水コン恊災害訓練（web） 7月25日
⑫災害時支援協定締結団体災害訓練（web） 7月25日
⑬災害時近畿ブロック連絡会議（web） 9月12日
⑭近畿ブロック災害時情報伝達訓練（第2回）（web）
 10月31日
⑮八尾市、東大阪市、尼崎市と協定締結に向け協議中
 9～11月

【中国・四国】
⑯中国・四国ブロック災害時支援連絡会議
　広島県庁及びweb 9月5日
⑰第2回下水道災害時の情報連絡訓練 10月13日

【九州】
⑱水コン協本部・支部災害訓練 7月25～27日
⑲熊本市下水道BCP訓練 8月29～30日
⑳九州・山口ブロック下水道事業災害時支援体制連絡会議
 11月9～10日

４　資質向上（他）
①働き方改革セミナー（web）
　 働き方改革とウェルビーイング～従業員と社会を幸せ

にする働き方とは！？～
 11月7日　236名　【総務】

【北海道】
②技術研修会（web併用） 8月21日　47名
　 圧送管設計にかかる基礎的な設計方法/GX管の耐震設

計方法/管路更新を促進する工事イノベーション研究
会（第２期）最終報告　令和5年5月について

③技術研修会（web併用） 10月30日　47名
　 下水道事業の公営企業会計推進の下、不明水対策の進

め方とそのアイディア/マンホール蓋のアセットマネ
ジメントに向けた取り組み

④ 独占禁止法およびハラスメント予防に関するオンライ
ン研修会（web）　３団体共催 11月28日

　 入札談合と独占禁止法について/パワハラ上司を科学
する

【東北】
⑨ 令和5年度秋田県浸水対策勉強会秋田県秋田地方総合

庁舎 10月18日　1名
【中部】
⑩岐阜県（浸水対策勉強会）　講師２名派遣（web）
 9月21日
　浸水想定区域図の作成方法等について
⑪岐阜県（下水道場）　 講師１名派遣
　OKBふれあい会館サラマンカホール 11月9日
　 全体２日間のカリキュラムの内、「管渠の基礎知識の解

説」（1.5hr）を担当
⑫愛知県雨水塾（web）　講師2名 11月15日
　愛知県自治センター
　雨水管理総合計画について

【関西】
⑬管路恊セミナー新大阪丸ビル別館 10月11日
　不明水対策の手引き講師1名派遣

【九州】
⑭（公財）佐賀県建設技術支援機構
　 下水道施設の計画・設計事例/下水道事業のコスト縮

減の取組 7月13日　１名
⑮（公財）長崎県建設技術研究センタ−
　下水道の長寿命化と維持管理 7月21日　１名
⑯佐賀市上下水道局
　GIS講習会 9月26日～27日　4名
⑰ 宗像市及び福津市近隣都市
ドローンを活用した水管橋の維持・点検講習会
 11月28日　3名

５）その他
【中部】
⑱森づくり協力事業（水源涵養）　長野県木曽町共催
 10月28日　35名

３　災害時支援（公）
①災害訓練 7月25日～27日
 【災害時支援】【支部】
②災害時支援者育成講習会 11月1日　345名
 【災害時支援】【支部】

【北海道】
③北海道下水道災害対策会議 7月18日
④北海道下水道災害対策会議　情報伝達訓練 9月27日

【東北】
⑤ 令和5年7月14～16日の豪雨による災害時における下

水道施設の技術支援要請対応
　 秋田県建設部下水道マネジメント推進課（秋田地域振

興局 建設部管内）
【関東】
⑥災害時支援協定締結協議
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ラブ共催） 11月13日　130名
　 福岡県南広域水道企業団の過去、現在、未来/上下水

道事業における施設更新と公民連携の役割
　JRE 天神クリスタルビル

５　イベント活動等（他）
①下水道展’23札幌　札幌ドーム 8月1日～4日
 【対外活動】【支部】

【北海道】
② 水循環パネル「私たちの大切な水」～豊かな地球　大

切な水～の貸出及びパンフレット配布
　新ひだか町「上下水道パネル展」 7月25日～8月18日
　北海道「下水道パネル展」 9月12日～14日

【東北】
③仙台市下水道フェア仙台市市民広場 9月3日
　 トイレの水の流れを体験（つまらん管）し、クイズを

通じて上下水道に対する理解促進
④ 広瀬川1万人プロジェクト（第34回広瀬川流域一斉清

掃） 9月23日　59名
【中部】
⑤ 下水道フェア（メタウォーター下水道科学館まつり［愛

知］）
　 メタウォーター下水道科学館あいち　水ペットボト

ル・エアリス・うちわを参加者約450名に配布
【中国・四国】
⑥「広島市下水道ふれあいフェア」のブースへの出展
 9月10日
⑦ 建設技術フォーラム2023ｉｎちゅうごく（協賛）広島

産業会館 10月24～25日
【九州】
⑧下水道の日イベント参加北九州市 9月10日　800名

６　厚生事業等（他）
①水コンサルタント賠償責任保険事業 【総務】

【北海道】
②ボウリング大会10月18日 49名

【東北】
③ゴルフ大会 10月3日　西仙台カントリークラブ

【関東】
④ボウリング大会 10月20日　65名

【中部】
⑤令和5年度 親睦旅行会（技術見学会に合わせ併催）
 9月20日
　 ホテルパーク（会食）、かかみがはら航空宇宙博物館
（見学）

⑥令和5年度 ボウリング大会（第25回大会） 11月22日
　 スポルト名古屋、浩養園（表彰式・懇親会）　
 参加者40名

【東北】
⑤コンプライアンス研修会（web）　6団体共催 
 9月15日　水コン協42名
　「入札談合と独占禁止法」、「サイバー犯罪の現状と対策」

【関東】
⑥コンプライアンス講習会（web） 10月27日
　 「サイバー空間における脅威の動向と必要な対策　～

万が一にどう備えるか～」
⑦若手社員研修会 11月2日　水コン協会議室
　「ロジカルシンキング/クリティカルシンキング」
⑧第2回技術講習会（web）
　現場作業における安全管理 8月25日　234名
⑨第3回技術講習会（web）
　気象学と温暖化対策 11月15日　257名

【中部】
⑩令和5年度技術講習会（及び倫理講習会） 7月18日
　 中日本建設コンサルタント大会議室
 参加者127名（内、対面26名、Web101名）
　 チャットGPTの概要と法的リスクについて（倫理講

習）、DX／IoT 技術を取り入れた水道管路情報の管理
と活用について（水道）、不明水対策の手引き（2022 
改訂版）について（下水道）、雨天時浸入水に関するス
クリーニング調査技術について（下水道）、『画像・水
位変換システム』を使用した不明水のスクリーニング
調査技術について（下水道）、ラインスクリーニングと
浸入水検出AI による絞り込み技術について（下水道）

⑪令和５年度 下水道事業研修会　福井県繊協ビル
 8月21日
　 参加会員94名（内、会場参加44名、Web50名）、自治

体（5市） 10名
　 福井市・金沢市・富山市・新潟市・長野市の下水道事

業の状況と各市担当者との意見交換会
⑫令和５年度 技術見学会 9月20日
　岐阜市鏡岩水源地 参加者41名
　 岐阜市担当者による鏡岩水源地の概要説明を受けた

後、配水池等を見学
⑬令和5年度 コンプライアンス講習会（5団体共催）
 11月13日
　ホテル名古屋ガーデンパレス
　 独占禁止法の概要、下請法について、インボイス制度

について
【中国・四国】
⑭建設関連5団体共催講習会
 10月12日　23名（全体173名）
　広島県民文化センター
　 独占禁止法の遵守について/建設コンサルタント業務

等の入札制度について
【九州】
⑮ 研修講演会（日水協九州地方支部、九州ウォーターク
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道展’23札幌報告／特定費用準備資金／支部活動特別
助成金　他

　 審議結果の要旨：決議議案については、すべて決定等
がなされた。

Ⅵ．会議の開催
１．業務執行理事会
1） 第24回業務執行理事会 9月7日
　 予算の弾力条項の適用／理事との取引／令和5年度事

業計画執行状況／第三期中期行動計画進捗管理／下水
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　公益社団法人全国上下水道コンサルタント協会（水コ
ン協）の各支部では、それぞれの地域で開催される水環
境や上下水道にかかわる各種イベントや社会に貢献でき
る活動に積極的に参加しています。
　令和５年、各支部が参加した社会貢献活動を以下にご
報告致します。
　
（１）「水循環パネルの貸し出し事業」� 北海道支部
　北海道支部では支部で作製した水循環パネルを、毎年
様々な会場へ貸し出しを行っています。令和５年度は、
５月25日～７月４日に「足寄町」、７月25日～８月18日
に「新ひだか町」、９月12日～９月14日に「北海道」へ
それぞれ水循環パネルをお貸しして、パンフレットを配
布いたしました。足寄町では小学生の上下水道に関する
授業の中で活用していただきました。新ひだか町では「上
下水道パネル展」で会場の新ひだか町図書館・博物館及
び総合町民センターで展示並びにパンフレットの配布を
していただき、訪れた多くの方々に水循環への理解を深
めていただきました。また、北海道では下水道の日に合
わせて北海道庁１階ロビーにて開催された「下水道パネ
ル展」で展示及びパンフレットの配布をしていただきま
した。

支部における社会貢献活動

公益社団法人 全国上下水道コンサルタント協会／調査課長　幡豆英哉

写真－1　足寄小学校での活用状況（１） 

写真－２　足寄小学校での活用状況（２）

写真－３　北海道庁での下水道パネル展 

（２）���「広瀬川１万人プロジェクト�～第33回�広瀬川流域
　一斉清掃～」 東北支部

　開催日時：2023年９月23日（土）10：00～12：00
　広瀬川１万人プロジェクトは、杜の都・仙台のシンボ
ルである広瀬川の自然環境を守り、多くの市民が親しめ
る広瀬川とするため、100万都市仙台の１％・１万人を
キーワードとして、主な活動として、春と秋の年２回実
施されている流域一斉清掃があります。
　水コン協東北支部が参加した秋の一斉清掃では、４年
ぶりに参加人数の制限なしでの開催となり、全20会場

（昨年19会場）で1,562名（昨年1,400名）、集めたゴミは
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281袋（昨年260袋）になり、昨年を上回る規模となりま
した。水コン協東北支部は、今回で16回目の参加となり、
会員15社（昨年15社）から59名（昨年38名）の方々が
参加しました。この場をお借りして、改めて感謝申し上
げます。
　今年も昨年と同様に、秋晴れの中、素晴らしいコンデ
ィションでしたが、みなさんはゴミを見つけ出すのに大
変苦労していました。このため、早い段階で清掃活動を
終えていた方々もおり、各々が広瀬川の自然に親しみな
がら、時間を有意義に活用していたようです。
　水コン協東北支部では、これからも多くの市民が広瀬
川に親しめるよう、流域の自然環境を守る活動に貢献し
ていきたいと思います。

（３）�「仙台市下水道フェア」 東北支部
　開催日時：2023年９月３日（日）10：00～15：00
　東北支部では、毎年11月３日の文化の日に「青葉区民
まつり」に併設される「仙台市下水道フェア」に「下水
道のがっこう」を出展してきました。今年は、仙台市庁
舎の建替え工事の影響もあり、開催時期が前倒しされ、
９月３日の「エコフェスタ2023」のイベントの一環とし
て開催されました。エコフェスタは、楽しみながら３R

やエコライフについて学べる環境イベントで、下水道の
役割や大切さを市民に知ってもらうことを目的として

「仙台市下水道フェア」が参加するかたちとなりました。
「仙台市下水道フェア」は、コロナの影響もあり、2019
年以来の開催となり、水コン協としても準備を重ねて、
当日を心待ちにしていました。
　イベント当日は、９月ということでまだまだ気温も高
く、熱中症にも注意をしながら、たくさんの市民の方々
にもご参加いただき、盛況となりました。
　「下水道のがっこう」では、下水道にまつわるクイズの
出題や「つまらん管」の実演実験を実施しました。実演
実験は、参加型としており興味津々にのぞき込む子供達
も多く、クイズの参加者にはクジにより景品を提供し、
参加者の方には大変喜んでいただきました。
　水コン協東北支部では、下水道フェアへの参加を通じ
て、協会PRのみならず、市民の方々にも下水道に関心
を持っていただく大変重要な機会として捉え、今後も引
き続き継続して参加したいと思います。

（４）第20回「身近な水環境の全国一斉調査」 関東支部
　「身近な水環境の全国一斉調査」は、市民グループと河
川管理者が連携して実施する「全国水環境マップ実行委
員会」が主催して行う水環境の調査活動で、2022年の調
査までに全国で延べ約12万８千人が参加しています。
　20回目となる「身近な水環境の全国一斉調査」は、令
和５年６月４日（日）《※世界環境デー（６月５日）の前
後》に実施され、会員会社10社及び本部事務局の社員と

写真－４　広瀬川で清掃作業をする東北支部の皆様

写真－５　清掃活動に参加した東北支部の皆様

写真－６　水コン協出展サイトの様子

写真－７　参加者とのふれあいの様子
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が「下水道橋博士」に扮して下水道の仕組みについてク
イズを交えて分かり易く説明します。更に今年は「博士
の弟子」を追加動員し、水コンサルタントの具体的な仕
事内容も紹介するなど水コンの活躍をPRしました。（写
真－10）
　２つ目は、「ようかい実験」（溶解と妖怪をかけたもの）
です。別々のペットボトルにティッシュペーパーとトイ
レットペーパーを入れて力一杯にシェイクしてタライに
排水し、溶け方の違いを実験します。トイレにティッシ
ュペーパーをなぜ流してはいけないのか、実験を通して
体感してもらいました。この実験は、結果がとても伝わ
りやすく、毎年生徒さんに大変好評です。（写真－11）
　授業の後日にいただいたアンケート結果と生徒さんか
らの感想（お便り）の一例をご紹介します。（図－２）令
和５年の出前授業も大変好評で、手応えのある結果とな
りました。委員一同、来年も元気な新４年生に出会える
のを楽しみにしています。

その家族の合計134名（大人104名、子供30名）が水質
調査に参加しました。
　調査地点は、参加者が生活されている地域の身近な河
川・湖沼等の81地点で、COD測定と水辺の環境や動植
物について観察を致しました（昨年は132名（大人99名、
子供33名）、79地点で水質調査に参加）。毎年、参加加さ
れた方あてに、この調査活動についてのアンケートをお
願いしていますが、参加された方からは「家族で水環境
に興味が持てる良い機会になっています。」などの嬉しい
感想がお寄せいただきました。

（５）第10回�「出前授業」 中部支部
　令和５年６月、今年も名古屋市立栄小学校のご協力の
もと10回目となる「出前授業」を開催することができま
した。出前授業は、小学校４年生を対象に授業の１コマ
をお借りし、中部支部の総務･広報委員が先生役となっ
て「下水道の仕組み」や「正しい使い方」等について生
徒に学んでもらう活動です。
　出前授業の授業内容は２つあります。１つ目は、委員

写真－10 　出前授業の様子

写真－８　（株）日水コン石川様のご家族

写真－９（株）日水コン中村様のご家族

写真－11　ようかい実験の様子

積極的に授業に参加する生徒さんたち

ティッシュは解けずに……
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（６）��「夏だ！ワクワク科学館まつり2023」 中部支部
　中部支部では、富山県と愛知県の夏の下水道関連イベ
ントに交互に出展し協会活動をPRしています。今年は
令和５年８月19日に愛知県のメタウォーター下水道科学
館あいちで開催された「夏だ！ワクワク科学館まつり
2023」に参加しました。
　当協会ブースでは恒例となる「ゲームDEゲット！」と
称したダーツゲームを出展し、当たった番号に応じて「中
部各地のおいしい水道水」を景品として協会PR用の団
扇とともに配布を行いました。当日は猛暑の中、大勢の
子供連れの来場者皆さまにゲームを楽しんでいただき、
用意した景品のペットボトル約500本が想定より早く品
切れとなるなど当ブースは大盛況となりました。（写真－
12）
　来年は富山県のイベントにお邪魔して協会活動をPR
したいと思います。

写真－12　科学館まつり2023参加の様子

開始早々に長蛇の列…

大当たり（0番）を狙って…

（７）��「森造り協力事業（水源涵養）」開催 中部支部
　中部支部では東海地区の水源地域である長野県木曽町
との共催により「水源涵養事業」に継続して開催してお
り、参加者は「枝打ち」等の奉仕作業を通して水源林の
保全の重要性に想いを馳せています。令和元年は豚熱、
その後はコロナ禍のため令和４年までは開催中止となっ

図－１　出前授業のアンケート結果

図－２　出前授業の感想（お便り）
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ていましたが、この度５年ぶりに開催することができま
した。
　午前中は檜の幼木が良質に成育するために下枝を切り
落とす「枝打ち作業」を実施しました。作業開始時は肌
寒かったですが約１時間の作業後は皆さん良い汗をかい
ていました。作業前後を比べると、森林内への日差しの
量が明らかに増しており、森林の保全作業の重要性や大
変さを実感しました。（写真－13、14）

　その後、昨年11月にオープンした「木曽おもちゃ美術
館」を見学しました。木のぬくもりを感じながら様々な
おもちゃを手に取って遊べる体験型の施設で、若手から
ベテランまで童心に戻って楽しく遊んで帰路につきまし
た。（写真－15）

（８）第20回「身近な水環境の全国一斉水質調査」
　関西支部

　関西支部では、水環境の一斉調査に参加することによ
り、全国で同日に実施される調査結果を全国地図に記入
することにより、わが国の河川等の水質状況が一目で認
識できることに賛同し、関西地区での水環境活動の普及
に努めることとし、昨年に引き続き参加しました。令和
５年度は６月４日（日）午前に実施し、会員会社で33名
の方が参加しました。
　調査地点は、参加者が活動されている地域の身近な河
川等の31地点で、COD測定（パックテスト）、水温測定
と水辺環境や動植物について観察しました。
　実施日の２日前に大雨があり、「濁度が高い印象や30
年前と比べて少しきれいになった、20～30cmの亀を見つ
けた」等の報告もありました。また、淀川での報告では、

「河川敷で休息の場として賑わっていた反面、川岸を覗く
と多少ゴミがあり今後改善の余地がある」と多面的に観
察された報告もありました。毎年、水環境の一斉調査に
参加することで水環境への関心が高まっていければと考
えております。

写真－16　淀川の様子

（９）�「夏休み水の教室」 関西支部
　　関西支部では、夏休み期間中に小学生を対象にした
イベントを開催しており、今回は上下水道の役割や水の
大切さを勉強して頂くことを目的として、クリアウォー
ターOSAKA株式会社と共催し、大阪市建設局のご理解
を頂き、大阪市下水道科学館において「夏休み水の科学」
を企画し、小学生ら40人が参加しました。テーマは、①
座学「わたしたちのくらしと下水道」、②観察「水の科学

写真－13　枝打ち作業の様子

始めると夢中になって黙々と…

写真－14　作業後の森林の様子

日差しが入って明るく
なりました！

写真－15　おもちゃ美術館見学の様子

ひととき子供に戻って…
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実験（表面張力、浸透、微生物の観察）」、③クイズ～う
んこクイズの内容でした。①の座学では、下水道の役割
や下水道科学館近くの海老江下水処理場からサンプリン
グした活性汚泥の微生物の働きについて説明して頂きま
した。②の観察では表面張力と大気圧を利用して、水の
性質や知識を深めて頂きました。また、浸透の実験では
活性炭による脱色で活性炭によって汚れ成分が「吸着」
していく作用を観察しました。もう一つの観察は、活性
汚泥の中の微生物を顕微鏡で観察しました。子供たちは
熱心に観察し、「クマムシ見つけた、動いた」と大喜びで
した。
　水の教室のラストは「うんこクイズ」。うんこがどのよ
うに下水処理されてどうなっていくか、４つのクイズに
答えてもらいました。「君の１年分のうんこで作った電気
で10WのLED電球を何ヶ月照らすことができるか、リ
ンゴ何個が栽培できるか」など。
　普段はあまり意識しないけど生活に欠かせない下水道
について、また何気なく使っている水に関心を持って頂
き、座学や実験を通して水循環の理解を深めて頂きまし
た。

写真－18　水の科学実験の様子

写真－19　水の科学実験（表面張力）

写真－20　水の科学実験（活性炭による脱色）

写真－17　押領司関西支部長の挨拶

写真－21　顕微鏡観察（活性汚泥微生物）

写真－22　うんこクイズの様子
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（10）広島市「下水道ふれあいフェア」 中国・四国支部
　広島市主催「下水道ふれあいフェア」が９月10日（日）
に広島市西部水資源再生センターで開催されました。
　このフェアは、９月10日「下水道の日」にちなんだイ
ベントとして、毎年９月10日前後の日曜日に行われてお
り、中国・四国支部もブースを出展しました。来場者の
方々を対象に「上下水道コンサルタント業務等を紹介す
るパネル」の展示や「冷感タオル」、「ミネラルウォータ
ー」、「水コン協の事業活動に関するパンフレット」など
の配布を、支部長、副支部長及び幹事会社のスタッフが
行いました。

　当日は、天候にも恵まれ大勢の方々が来場されました。
　配布物が無料ということもあり、ブースには行列がで
きるほどの大盛況で、多くの方々に下水道への理解や下
水道事業についての意識向上を努めることが出来まし
た。
　今後とも、積極的に社会貢献活動を行っていきます。

（11）「ラブアース・クリーンアップ2023�inふくつ」　　�
九州支部

　九州支部では福津市が主催する「ラブアース・クリー
ンアップ in ふくつ」に10数年継続して、参加していま
す。令和５年度は、６月11日（日）に例年通り、福津・
津屋崎海岸一帯で開催されました。
　この事業は「地球環境と地域行動」の実践として市民・
企業・行政が協力し、地域環境美化活動を実施すること
を目的に行われています。
　ここ数年間、新型コロナ感染症の影響により、事業規
模を縮小して開催していましたが、令和５年度より人数
制限なく本格開催されました。朝９時からの開催にもか
かわらず、市民、民間企業等、全体で1,038名が活動に参
加し、このうち九州支部から95名の会員及び会員家族の

写真－23　中国・四国支部のブーススタッフ集合写真

写真－24　中国・四国支部出展ブースの様子（１）

写真－25　中国・四国支部出展ブースの様子（２）

写真－26　中国・四国支部出展ブースの様子（３）

写真－27　九州支部集合写真
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皆様に参加していただきました。
　また、今回、主催者の原崎智仁福津市長が現地に立ち
寄っていただき、九州支部のこれまでの活動実績に対し
て、御礼の言葉をいただきました。
　九州支部としては、会員はもちろんのこと会員家族や
友人が楽しみながら参加できるイベントの一つとして、
今後も、環境保全活動に取り組んでいきたいと考えてい
ます。

写真－28　活動状況（１） 写真－30　活動状況（３）

写真－29　活動状況（２）
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②クイズコーナー
　下水道展に初めて訪問される親子連れや一般の方にも
下水道に興味を持ってもらえるようにクイズコーナーを
設けました。小さなお子さんから年配の方まで幅広い世
代に楽しんで頂ける水にちなんだクイズと景品を用意し
ました。
　
③展示ブースのデザイン
　展示ブースは、広さが２小間（幅3.0m×長6.0m）と小
スペースなため、イベント開催時の人の動線や機器の配
置を念入りに検討し、仕様を決定しました。
　デザインは、シンプルかつ開放感があり、気軽に入れ
るようなオープンカフェをイメージし作成しました。
　また、昨年に続き「水と人、次世代へつなげる」とい
うメッセージを掲げました。このメッセージには、「上流
から下流に流れる水のように、下水道事業に関わってく
れる人を後世につなげていく」といったメッセージも込
められています。

３．運営体制と準備活動

（１）運営体制
　展示ブースの企画、準備、運営は、北海道支部と本部
で各委員会を設置し役割分担しました。
・北海道支部 下水道展運営委員会①（以下、運営委員会

①）：主に若手、学生イベント企画の準備、運営
・北海道支部 下水道展運営委員会②（以下、運営委員会

１．はじめに

　夏の恒例イベントとなった下水道展も35回目となり、
今回は初めて東京都より北にある都市、札幌市で開催さ
れました。
　水コン協では、８月１～４日に会場の札幌ドームにて

「水コン協カフェ’23札幌」と題した展示ブースを出展し、
イベントを開催しました。
　本稿では、イベントの準備、運営を初めて担う北海道
支部の皆さんの苦闘の様子を交えながら、出展準備から
当日の実施状況をお伝えします。

２．出展目的と企画内容

（１）出展目的
　下水道展での出展は、第三期中期行動計画の基本方針

「人材確保支援のためのイメージアップ活動」の一環とし
て、学生や一般来場者に向けて水コンサルタントや下水
道のことを知ってもらい、身近に感じてもらうことで水
コン協及び会員企業のイメージアップを図ることを目的
としました。

（２）展示ブース企画の概要
　展示ブースのデザインとイベント内容については、下
水道展小委員会で検討しました。
①学生就活イベント
　学生を集客し職業紹介を行うイベントです。
　夏季休暇中の就職活動を控える学生に若手技術者が水
コンサルタントという職業と働き方をプレゼンテーショ
ンし、職業的な魅力をアピールします。
　本企画は、’19横浜開催からコンセプトとキャッチフレ
ーズを変更せずに継続して実施しています。
・ コンセプト：水コンサルタントという職業の魅力を伝

える
・ キャッチフレーズ：水コンサルタントになろう！ 
　また、今回初めて現地と遠隔地をリモートでつなぐハ
イブリットで実施しました。

水コンサルタントになろう！

下水道展 '23 札幌 出展報告

図－１　展示ブースのイメージ

対外活動委員会下水道展小委員会／委員長
（オリジナル設株式会社／ DX 推進部次長）　 平島昌雄
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②）：ブース訪問者の受付、クイズコーナーの運営
・北海道支部 下水道展実行委員会（以下、実行委員会）：

主にベテラン、運営委員会のサポート、自治体等のブ
ース訪問者の応対、集客活動

・本部対外活動委員会 下水道展小委員会（以下、小委員
会）：出展企画、運営委員会及び実行委員会のサポー
ト、ブース運営のサポート、集客活動

・本部対外活動委員長：出展企画へのアドバイス、ブー
ス運営のサポート

・本部事務局：契約等の事務処理、各委員会及びブース
運営のサポート

（２）出展準備
　北海道支部には準備の進め方等のノウハウがなかった
ため、前年’22東京開催の運営委員会にも出席し、委員会
の運営方法等を事前調査されました。また、東京ビッグ
サイトでの本番も視察され、下水道展の雰囲気や学生イ
ベントの運営状況を把握されました。
　2022年11月から小委員会と連絡を取り合い、年が明け
て１月までに何度もリモート会議等で打ち合わせをし、
各委員会発足に向けた下準備を行いました。特に学校へ
の集客活動についての議論に時間を割いてアイデアを出
し合いました。それでもこの時期は、札幌ドームにどれ
だけの来場者が集まるのか？学生は来てくれるのか？運
営委員会には必要な人数が集まるのか？と不安だらけで
した･･･。
　2023年２月に第１回小委員会を開催し、イベント内容
を決め、北海道支部を全面サポートすることで全員の意
見が一致しました。
　４月には、実行委員会と小委員会を合同開催し、全体
スケジュールの調整、各委員の役割分担について話し合
いました。
　その後、運営委員会の公募を経て、５月に第１回運営
委員会を開催し、いよいよ本格的に出展準備を開始しま
した。
　運営委員会は、北海道支部が用意された会議室と本部
会議室それぞれに各委員が集合し、札幌と東京をリモー
ト会議でつないで開催しました。
　運営委員会の若手技術者たちは、様々な企業から選抜
された同世代の技術者との協働作業に最初は戸惑ってい
るようでした。しかし、学生イベントで使用する説明ス
ライドの作成で議論を交わし、本番に向けた発表練習で
試行錯誤していく中で、回を重ねるごとに一体感が生ま
れていきました。
＜下水道展ʼ23札幌の準備活動＞
２月15日 小委員会（１）
４月12日 小委員会（２）、実行委員会
５月17日 小委員会（３）、運営委員会（１）
６月７日 小委員会（４）、運営委員会（２）

７月５日 小委員会（５）、運営委員会（３）
７月19日 小委員会（６）、運営委員会（４）

（３）集客活動
　北海道での初開催で最も苦労したのは、集客活動だと
思います。何しろ北海道はこれまでのどの開催地よりも
広く、また大学にとっても下水道展には馴染みがない中、
どういったアプローチをすれば良いのか、最初は皆目見
当がつきませんでした。
　札幌ドームにアクセスしやすい大学に絞るのか？せっ
かく北海道で開催されるのだから、来場はできなくても
リモートで参加してもらうことはできないか？リモート
が可能なら関東や全国の学校も対象にできるのではい
か？と、手探り状態で集客活動を開始しました。
　実行委員会ではイベント案内状を持参し、何度も大学
を訪問してはPRを行い、小委員会でも関東の大学にリ
モートでの参加を呼びかけました。
　また、水コン協ホームページには、開催案内とイベン
ト参加者用エントリーフォームを掲載しました。
　結果として、札幌市内の大学から約30名、北見市内の
大学からリモートで約120名、関東の大学からもリモー
トで約10名の応募を頂きました。 

 図－３　水コン協ホームページのエントリーページ

図－２　水コン協カフェイベント案内状
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４．展示内容

　会場の展示ブースでは、水コン協の説明LEDパネルを
展示しました。また、訪問者にはパンフレットや協会誌
等の各種資料を配布しました。
　LEDパネルの展示内容
　・上水道コンサルタントって魅力的！
　・水コンサルタントの職場
　・サステナブルな社会に向けて

５．展示ブースの運営状況

（１）展示ブースでの役割分担
　下水道展当日は、事前に決めた日毎の委員が展示ブー
スを運営しました。
　運営委員会①による学生イベント運営、運営委員会②
によるクイズコーナーの運営を実行委員会、小委員会、
対外活動委員長、事務局の全員でサポートしました。

（２）来場者数
　札幌での初開催となりましたが、下水道展全体の来場
者数は30,450人、水コン協の展示ブースには1,059人（学
生イベント31人、クイズコーナー838人）が来訪し、リ
モートでの学生イベント参加は123名になりました。’22
東京開催との比較では、下水道展全体ではほぼ同数、水
コン協の展示ブースでは約1.2倍でした。

図－４　展示したLEDパネル（３点）

（３）学生向けイベントの様子
　学生向けイベントでは、４日間を通して多くの学生が
訪れ、またリモートでアクセスしてくれました。
　「若手コンサルによる仕事紹介」では、３名の若手技術
者が協力して作成した説明スライドを使い、水コンサル
タントという仕事内容や業務時間の過ごし方にについて
プレゼンテーションをしました。

写真－１　出展ブースの全景

写真－２　朝礼の様子

図－５　水コン協カフェのメニューボード
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　仕事内容の説明では、最初に水コンサルタントは下水
道事業の一端を担っていることにふれ、自分がこれまで
に担当した業務を例にあげ、現場調査、検討、客先協議
といった一つ一つの仕事を詳しく説明しました。また、
業務内容だけでなく、普段の仕事への取り組み方や一日
及び一年間のタイムテーブル、出張先での楽しみ、そし
て顧客の課題をクリアするために一生懸命に最適解を考
え、提案が採用されたときの達成感等について語り、学
生自身に自分が働いている姿をイメージしてもらえるよ
うに工夫して説明しました。向学心の高そうな参加者た
ちは、真剣な表情で話に聞き入っていました。
　「本音トーク」では、仕事の内容以外にワークライフバ
ランスがどのようになるのか？といった働き方や社会人
になっての日々の過ごし方に関心が高い学生が多いよう
に見えました。
　また、リモート参加の学生からも質問を受け、カメラ
越しに回答しました。今回、初めてリモートでのイベン
ト配信にトライしましたが、質疑応答の方法等を改善す
ればとても良い取り組みであったと評価しています。
　「下水道展ブース巡り」では、他企業のブースでスタッ
フの方に製品の説明を聞き、下水道事業は様々な分野の
多くの企業や団体の活動により支えられていることを実
感できたようでした。
　ブース巡り後のアンケート記入の時間には、「本音トー
ク」の続きを聞きたいという学生が多く、時間の許す限
り若手技術者が社会人の先輩として真摯に対応していま
した。
　下水道展での学生向けイベントは、運営委員会①の若
手技術者にとっては準備段階から他社の技術者たちと協
力してイベントを運営するという普段は味わえない貴重
な体験ができたイベントになったと思います。

（４）クイズコーナーの様子
　これまでの下水道展では、主催者が企画する恒例のク
イズラリーがありましたが、今回は実施されませんでし
た。

写真－３　学生に説明する若手技術者

　このため、水コン協では展示ブースに独自のクイズコ
ーナーを設け、小さなお子さんから年配の方まで幅広い
世代に楽しんで頂ける水にちなんだクイズと景品を用意
しました。クイズの内容は、運営委員会にアイデアを出
してもらい、小委員会で味付けをして作成しました。ク
イズが面白く難易度がちょうど良かったようで、数名の
方から「クイズのコピーが欲しい」と予想外の反響を頂
きました。
　少し難しい問題では、親子であれこれと話し合って回
答を考えて盛り上がっていました。興味深かったのは、
ほとんどの子供たちが札幌市のマンホール蓋のデザイン
を知っていて即答できたことでした。一方、大人たちは

「なんで知ってるの？」と不思議がっていました。目線が
路面に近い子供たちの方が、マンホール蓋は身近な存在
なのかもしれません。

６．併催行事

　水コン協は、ブース出展のほかに８月３日９時30分よ
りドーム西棟会議室（80, 90）にて「下水道資源の農業利
用の展望」の講演を行いました。

写真－４　クイズコーナーでの一般来場の方々
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７．開催後のレビュー

（１）参加学生へのアンケート
　展示ブースに来場して参加してくれた学生には、イベ
ント後にアンケートを取りました。アンケートの回答を
一部掲載します。本イベントのコンセプト「水コンサル
タントという職業の魅力を伝える」を充分に果たせたと
思われます。
・具体的な説明が多く、水コンサルタントではどのよう

な活動をされているのか、社員の方はどのような業務、
生活をされているのか良く分かりました。

・実際に働いている方からこの職業を選んだ理由ややり
がいが聞けて就活に活かせそうです。

・就活の選択肢として水コンサルタントも考えてみよう
と思いました。

・水コンサルタント、面白そうだなと思えます。
・想像していたより固くない雰囲気で話が聞けて良かっ

たです。
・若手と呼ばれる方でもそれぞれの仕事の良さや大変

さ、面白さ等を持っていて、社会人はかっこいいなと
感じました。

（２）運営委員の声
　下水道展終了から約２ヶ月が経った９月に最後の運営
委員会を開催し、反省会を行いました。久しぶりに真夏
の札幌ドームで共に活動した旧友の顔を懐かしみなが
ら、下水道展のレビューを話し合いました。
①運営委員会での準備
・運営委員同士がTeamsでやりとりできたので資料作成

や発表内容の検討がしやすかったです。
・発表の練習をたくさんできたので本番はあまり緊張せ

ずに済みました。
②学生向けイベント本番
・本音トークとは別に少人数の学生と雑談をたくさんで

きたのが良かったです。
・学生の興味の先は就活経験であったと感じる場面が多

くありました。スライドに就活に関することを盛り込
んでいたので話題を展開しやすかったです。

・クイズコーナーでは家族連れの訪問者が多く、次々世
代の人材確保に向けて業界のアピールができたと思い
ます。

③次回への提言
・Teamsでは運営委員同士のコミュニケーションは良く

取れましたが、小委員会が入ってない等、連絡や確認
する方法を統一すると良いと思います。

・学生の参加者数が決まってからイベント回数や１回の
所要時間が変わったので、人数を気にしなくて良いリ
モートを充実しても良いと思います。

８．おわりに

　今回は、実績がなかった札幌市での開催となり、北海
道支部の方々は前年から開催前日まで不安で気が休まる
ことがなかったことと思います。本部でも準備段階から
できる限りサポートする心づもりでいましたが、いざ運
営委員会を始動してみると、北海道支部の方々が主体的
に活動され、準備は順調に進み、心配は杞憂に終わりま
した。
　2023年５月から約２ヶ月間と短い期間ではあります
が、実行委員会が運営委員会を見事にリードし、イベン
トの事前準備、集客活動、そして本番の運営までを大き
なトラブルもなく無事に終えることができました。本部
の小委員会からは「こんなにしっかりとイベント運営を
されるようなら、来期の東京開催も北海道支部にお願い
したいくらいだ」と賞賛の声が上がりました。
　運営委員会を振り返ってみると、若手技術者たちが回
を重ねるごとに自発的に発言し議論を重ね、「どうすれば
学生へ水コンサルタントという職業の魅力を伝えられる
か？」「学生からこういう質問が出たら分かりやすくこう
回答すればよいのでは？」といった活発な意見交換がな
されるようになり、数多くのアイデアを出し合うといっ
たコンサルタントらしい議論の場となっていました。そ
ういった中で親交が深まっているように見えました。
　下水道展本番では、就活に熱心な学生が北海道各地や
関東からもイベントに参加してくれました。終始和やか
な雰囲気の中で若手コンサルが自分の仕事観や学生から
の質問へ自らの言葉で語り、その熱意が学生にも十分に
伝わったようで、メモを取りながら熱心に聞き入ってい
ました。
　また、クイズコーナーでは、４日間で800名を超える
来訪がありました。予想を上回る反響で、クイズコーナ
ーのスペースでは対応が収まり切れず、景品を補充して
も足りないといった嬉しい悲鳴が聞こえました。そんな
混乱しそうな状況でも、率先してスタッフ総出で対応を
してくれました。
　運営委員会、実行委員会、小委員会、対外活動委員長、
事務局のスタッフが一丸となってブース運営を楽しみ、
４日間と短い期間ではありましたが、北海道支部との水
コン協ファミリーとしての絆が深まったとても貴重なイ
ベントになりました。
　最後に、本イベントの趣旨に賛同し多くの学生を快く
送り出して頂いた学校関係者の皆様、イベントに参加し
て頂いた学生の皆様、クイズコーナーで盛り上がってく
れた子供たちやご家族の皆様、ご来場頂いた皆様、ブー
ス廻りにご協力頂いた出展者の皆様、そして運営委員会
をはじめ関係者の皆様に、誌面をお借りしまして深く感
謝を申し上げます。
　ありがとうございました。
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た」、「学童でチラシを貰った」、「ニュースで見た」とい
う回答が返って来ました。日本下水道協会様をはじめと
した関連業界の広報活動が実を結んだのだと、その時驚
きました。おかげさまで準備した子供用絵本、ノベルテ
ィはすべて無くなり、ノベルティは３日目急遽市内で準
備することになりました。
　（水コン協ブースの水来場者は昨年664名から1059名に
増加しました）

３．下水道併催企画の開催報告

（１）開催の目的
　2050年カーボンニュートラル、食料安全保障等が重要

１．はじめに

　2023年の下水道展が８月１日から４日までの４日間、
札幌ドームにて開催され、公益社団法人 全国上下水道コ
ンサルタント協会（以下「水コン協」）も展示ブースの
出展と、８月３日に併催企画「コンサルタントにおける
脱炭素の取り組み」講演会を開催いたしました。
　今回の下水道展は東京以北での初開催であり、また札
幌市が2022年に市制100周年を迎えたこともあり、強い
熱意で誘致・準備を重ねて来たと伺っておりました。
　また、札幌ドームにとっても日本ハムファイターズの
移転後の新たな活用策としての期待があったと聞いてお
ります。
　その熱意は、来場者数にも反映され、特に一般の方々
から多数の家族連れが来場し大盛況に終わりました。
　今回は「北海道下水道展」の特徴・総括と併催企画、

「下水道資源の農業利用の展望」の開催概要を報告いたし
ます。

２．北海道下水道展

　水コン協では今回の下水道展の準備を2022年秋の「下
水道展小委員会」の公募から始めました。その後問題と
なったのは
　①　北海道支部に開催のノウハウが無い。
　②　 北海道開催だが、全国の学生（特に毎年楽しみに

している学校の生徒）に配信する必要がある。
　③　下水道展自体の集客がどの程度かわからない。
といった点がありました。結果的には北海道支部の献身
的な協力で、水コン協の学生向け説明会「水コンサルタ
ントになろう」では道内大学からの来場の他、オンライ
ンでも多数の参加を頂くことができました。
　水コン協は大学生向け以外に今回、「小学生向け下水道
クイズ」を「子供のうちから上下水道に慣れ親しんでも
らおう」という趣旨で開催しました。しかし私が来場者
対応して感じたのは「非常に家族連れが多い」という点
でした。
　あまりに多いので、来場した家族連れに「どうして来
場したのですか？」と尋ねたところ、「新聞のチラシで見

「下水道資源の農業利用の展望」講演会

開催報告と市民に愛される札幌ドーム

下水道展’23 札幌 併催企画

対外活動委員会／委員長
（株式会社日水コン／地域統括本部／東部統括部／統括部長）吉成大悟

写真－１　下水道クイズの様子

写真ー２　水コン協小学生向けノベルティ
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な課題となっている中、下水汚泥のエネルギー・肥料と
しての利用への必要性が一層高まっています。特に肥料
としての利用については、「食料安全保障強化政策大綱」

（令和４年12月27日食料安定供給・農林水産業基盤強化
本部決定）において、2030年までに下水汚泥資源・堆肥
の肥料利用量を倍増し、肥料の使用量（リンベース）に
占める国内資源の利用割合を40％まで拡大する目標が示
されました。
　このような背景から、下水道事業を通じた循環型社会
の実現への貢献が求められており、コンサルタントによ
るこれからの下水道資源の農業利用における展望につい
て、幅広く広報するため、学識者及びコンサルタント会
社の社員による「下水道資源の農業利用の展望」講演会
を開催いたしました。

（２）開催概要
日時：2023年８月３日（木）9：30～11：30
会場：札幌ドーム　１階西側　89・90会議室

　協会HPでは、本併催企画の録画と、掲載後１年経過
によりHPから削除していた昨年の「コンサルタントに
おける脱炭素の取り組み」も要望があり再アップしてお
ります。
　参加者の内訳は次表の通りです。
　申込みは定員（100名）が早速埋まり、当日「申し込
みしていないけど参加できないか？」と直接来場される
方もおり、お断りするのがに申し訳ない気持ちになる盛
況ぶりでした。

図ー１　水コン協HPで録画を配信中

（３）シンポジウムの進行
　シンポジウムは以下のように進行しました
◆9：30 　開会挨拶　水コン協　間山一典会長
　
　
　
　
　
　

　
　
　
◆講演１　9：35～10：25
講演１　下水道資源の農業利用の動向と普及プロセス
～先進地域・企業の分析より～　東京大学加藤裕之先生
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆講演２　10：30～10：55
「肥料化事業における関係法令と適切に発注するための
ポイント」株式会社　NJS 森田耕平氏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

写真ー３　水コン協　間山 一典会長

写真ー４　東京大学 加藤裕之先生

写真ー５　株式会社　NJS 森田耕平氏
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◆講演３　11：00～11：25
「下水汚泥の農業利用に関する下水道事業者側のポイン
ト」株式会社日水コン 原田哲郎氏

　
　
　
　
　
　
　
　

４．おわりに

　講師の皆様には、長時間に渡る御講演、またお忙しい
中資料の取りまとめありがとうございました。
　下水道資源の肥料化は、肥料の価格高騰、供給の不安
定化を受け国も強く推し進めており、また一般にも関心
の高い事業です。今回の発表も参加した皆様が熱心に聞
き入り、改めて関心の高さを知り、お役に立てたと感じ
ております。
　水コン協でも引き続き、大学との共同研究を進めるな
ど会員企業・市民の皆様にお役に立てる企画を考えてい
きたいと思います。
　最後に、下水道展並びに本シンポジウムの企画、準備、
運営にご協力頂いた皆様に、誌面をお借りしまして、深
く感謝申し上げます。
　下水道展では、本当にたくさんの子供たちに参加して
頂きました。また水コン協カフェでは、最初よそよそし
かった会員企業の若手の皆さんが、団結しコンサルタン
トの魅力を就職希望の学生に伝えていく様子を見まし
た。非常に充実した下水道展でした。
　下水道展を終え、翌日寂しい思いで北海道を後にしま
した。さようなら北海道。

５．おまけ

　その下水道展から７日後、私はまた東京から札幌ドー
ムにやって来ました。先週と同じく福住駅からドームへ
の道のりは多数の親子連れが笑顔で歩いていましたが、
先週と違うのは皆赤い服を着ていたところです。下水道
展の間、外でお休みしていた可動式の芝生をドーム内に
運び込み、北海道コンサドーレ札幌対サガン鳥栖の試合
が開催されました。私は応援するサガン鳥栖のサポータ

ーとしてまたやってきました。ところが、試合開始後も
ピッチも見て「先週、自分、あそこに出展してたんだよ
なぁ」と不思議な気持ちになってなかなか試合に集中で
きませんでした。　
　そんな気持ちはGKのパクイルギュ選手が最初のシュ
ートを止めるまで続いたと思います。そこでやっと我に
返りました。この日は21,895人、今期２番目の大観衆が
ドームを包み込みました。（今回サガン鳥栖サポーターは
お盆ということもあり少数精鋭となりました）
　この日のように市民に愛される北海道コンサドーレ札
幌は札幌市民・行政の強い熱意でチームの誘致が実現し
ました。まだ下部リーグだった北海道コンサドーレ札幌
が1996年最初に札幌市内で試合を行った相手はサガン鳥
栖の前身、「鳥栖フューチャーズ」でした。試合の日、当
時の川渕チェアマンの前で逆転勝ちし、札幌市の熱意を
強烈にアピールし、チェアマンから「札幌の応援は既に
Jリーグクラス」と唸らせたのと、今回の下水道展は少
し似ているなと思うところです。
　この２週間、たくさんの家族連れや子供たちの笑顔を
見ることができました、これからも市民に愛される大事
な札幌ドームであり続けて欲しいと思うのでした。

写真ー６　株式会社日水コン 原田哲郎氏

写真ー７　赤く燃える今期２番目の動員の札幌ドーム

写真ー８　 下水道展にも来てくれた数少ない札幌のちびっこ
サガン鳥栖サポーターと私
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公益社団法人 全国上下水道コンサルタント協会の変遷

　国民生活の向上、産業の拡大成長に不可欠の上下水道整備充実は、国
及び地方公共団体において、重要施策としてかかげられ、その推進が積
極的に行われている。
　このすう勢に対応し、昭和 30 年代から上下水道関係コンサルタント
会社が創設され、各地方公共団体における施設整備の増大する需要にこ
たえてきた。その後人材養成等各社の共通的な課題を解決するため、地
区単位でグループ活動を行う気運が高まり、昭和 46 年に中部地区に水
コンサルタント協議会が創設されたのを皮切りに、各地区に協議会が誕
生し、地区行政支局からの密接な指導のもとに当面の諸問題を解決し、
かつ、各社が健全な発展を図ることができるよう努力してきた。これら
の地区協議会は、夫々の地区の独立団体であり、その活動も地域的に限
られ、必要な技術情報等の交換についても円滑を欠く状況にあったため、
昭和 49 年全国上下水道コンサルタント協議会連合会を発足させ、業界
の総力を結集して、国及び地方公共団体への要望活動、他分野のコンサ
ルタントとの協力関係の緊密化など対外活動も合わせて積極的に活動を
行ってきた。しかし、この連合会も地区協議会を母体としていたため、
その地域性の障壁を払拭する必要が求められ、昭和 56 年に全国上下水
道コンサルタント協会（水コン協）が設立され、会員資格を限定し、全
国組織としての形態を備えるに至った。
　国の経済が安定成長期に入るにつれ、量的拡大から質的充実へと政策
の転換が図られ、国民的意識の多様化、技術革新のテンポの高まりもあ
り、上下水道関係事業の推進にあたって環境問題をはじめとする各種の
分野にまたがる課題が増加し、これらの解決方策の検討にあたり新技術
の研究開発、知識情報の共同他、人材の育成確保等が上下水道コンサル
タント業界にも強く求められるようになった。
　このように広範多岐にわたり行政及び上下水道コンサルタント業界に
求められている時代の要請にこたえていくためには、個々の努力では、
すでに限界が見え、中心となって実行していく組織が必要となり、昭
和 60 年 4 月 1 日に、上下水道コンサルタント関係業者が一体となって
上下水道に関する技術の改善向上等につとめ、上下水道コンサルタント
業の健全な発展を図り、もって上下水道事業の推進に貢献することによ
り広く社会公共の福祉の増進に寄与することを目的とし、厚生省並びに
建設省の許可を得て、社団法人「全国上下水道コンサルタント協会」（水
コン協）が設立されました。
　平成 23 年 11 月１日には、公益法人制度改革の下、「一般社団法人」
に移行しました。
　平成 30 年４月１日に「公益社団法人」に移行しました。

昭和30年

昭和46年

昭和49年

昭和56年

昭和60年

平成23年

平成30年
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改正　平成29年6月8日（総会）
（平成30年4月1日公益社団法人）

倫　理　綱　領
全国上下水道コンサルタント協会公益社団法人

１ ．公共の福祉の優先
会員は、公共の福祉の向上に寄与するよう努めなければならない。

２ ．社会の持続性の確保への貢献
会員は、地球環境の保全等、社会の持続性の確保に努めなければならない。

３ ．専門技術の保持
会員は、専門に関する知見を深めるとともに技術力の向上に努め、その力
量を基に業務を遂行しなければならない。

４ ．公正かつ誠実な業務遂行
会員は、公正かつ誠実に業務を遂行しなければならない。

５．秘密の保持
会員は、業務上知り得た秘密を正当な理由なく、他に漏らしてはならない。

６．信用の保持
会員は、上下水道コンサルタントとしての品位を保持し、欺瞞的な行為、
不当な報酬の授受等、信用を失うような行為をしてはならない。

７．会員相互の尊重
会員は、会員相互の名誉や立場を尊重し、信頼関係の醸成に努めなければ
ならない。

８．法令等の順守
会員は、法令、本会の定款等を順守し、公正かつ自由な競争の維持に努め
るとともに、健全な企業活動を行わなければならない。

９．継続研鑽
会員は、継続的に技術の研鑽と人材の育成に努めなければならない。

　会員は、上下水道コンサルタントとしての使命と職責の自覚にたって、
技術に関する知識と経験を駆使して誠実に業務の遂行に努め、持続可能な
社会の実現に貢献するとともに、社会的評価と職業上の地位の向上を図ら
なければならない。そのため、以下の事項を順守するものとする。
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事務局　〒116-0013　東京都荒川区西日暮里５丁目26番８号　スズヨシビル7階
　　　　電話（03）6806-5751　FAX（03）6806-5753
E-mail：info@suikon.or.jp　　URL  https：//www.suikon.or.jp

公益社団法人 全国上下水道コンサルタント協会組織

総　  会

理 事 会

委 員 会

総
務
委
員
会

倫
理
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画
委
員
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外
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員
会

災
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支
援
委
員
会

上
水
道
委
員
会

下
水
道
委
員
会

技
術
・
研
修
委
員
会

受
託
調
査
研
究
委
員
会

水
坤
編
集
部
会

C
P
D
部
会

事
務
局

北
海
道
支
部

東
北
支
部

関
東
支
部

中
部
支
部

関
西
支
部

中
国
・
四
国
支
部

九
州
支
部

支　部

業務執行理事会
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支 部 名 所 在 地 電　話・FAX

北 海 道 支 部
〒004-8585 札幌市厚別区厚別中央1条5-4 -1

　㈱ドーコン内

電 話（011）801 - 1513

FAX（011）801 - 1512

東 北 支 部
〒980 -0803 仙台市青葉区国分町3-8 -14

　㈱三協技術内

電 話（022）213 - 3552

FAX（022）797 - 6601

関 東 支 部
〒116 -0013 東京都荒川区西日暮里5-26 -8

　スズヨシビル7F

電 話（03）6806 - 5751

FAX（03）6806 - 5753

中 部 支 部
〒460 -0003 名古屋市中区錦1-8 -6　ONEST名古屋錦スクエア

　中日本建設コンサルタント㈱内

電 話（052）232 - 6032

FAX（052）221 - 7827

関 西 支 部
〒530 -0005 大阪市北区中之島6-2 -40

　中之島インテス19F

電 話（06）6170 - 2806

FAX（06）6170 - 2807

中 国 ・ 四 国 支 部
〒733 -0035 広島市西区南観音7-13-14

　㈱大広エンジニアリング内

電 話（082）291 - 1313

FAX（082）291 - 3020

九 州 支 部
〒805 -0061 北九州市八幡東区西本町2-5 -5

　㈱松尾設計内

電 話（093）661 - 5800

FAX（093）661 - 8962

公益社団法人　全国上下水道コンサルタント協会地方支部事務局
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公益社団法人　全国上下水道コンサルタント協会

加盟会員会社の採用情報のご案内（令和５年版）
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当
協
会
に
加
盟
し
て
い
る
会
員
会
社
の
採
用
情
報
で
す
。

詳
し
く
は
、
各
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
ま
た
は
問
い
合
わ
せ
先
へ
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
情
熱
や
夢
を
実
現
で
き
る
「
水
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
の
会
社
が
、
こ
の
中
に
き
っ
と
あ
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
入
れ
て
い
る
会
員
会
社
も
あ
り
ま
す
の
で
、
上
下
水
道
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
現
場
を
是
非
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

掲
載
し
て
い
る
情
報
は
、
令
和
５
年
7
月
1
日
現
在
の
も
の
で
す
。

加
盟
会
員
会
社

本
社
住
所

学
生
の

キ
ャリ
ア

形
成

支
援
制
度

ア
ク
セ
ス
・
問
い
合
わ
せ
先

採
用
担
当
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

【
北
海
道
支
部
】

ア
ク
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
株
）

北
海
道
河
東
郡
音
更
町
木
野
大
通
東
8-
5-
29

な
し

U
RL
：
ht
tp
://
aq
ua
-c
c.c
o.j
p

T
EL
：
01
55
-6
7-
59
93

M
ai
l：
so
um
u@
aq
ua
-c
c.c
o.j
p

地
域
に
寄
り
添
い
様
々
な
声
を
反
映
し
て
顧
客
の
皆
様
に
満
足
し
て
も
ら
え
る

対
応
を
心
が
け
る
こ
と
が
我
々
の
仕
事
で
す
。さ
ら
に
技
術
者
教
育
も
積
極
的

に
推
進
し
、高
い
技
術
力
の
維
持
と
事
業
全
体
を
見
据
え
る
事
の
出
来
る
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
育
成
及
び
就
労
環
境
の
向
上
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

（
株
）
開
発
工
営
社

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
北
4条
西
5-
1

ア
ス
テ
ィ
45
ビ
ル

な
し

U
RL
：
ht
tp
://
w
w
w
.k
ai
-k
oe
i.c
o.j
p

T
EL
：
01
1-
20
7-
36
66

M
ai
l：
sa
w
ad
a@
ka
i-k
oe
i.c
o.j
p

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
通
じ
て
日
本
の
競
争

力
を
高
め
る
一
翼
を
担
え
る
と
考
え
ま
す
。
私
た
ち
が
担
う
地
域
社

会
の
最
適
環
境
の
創
造
を
目
指
し
、「
一
人
は
皆
の
た
め
に
、
皆
は

一
人
の
た
め
に
」
全
社
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
設
計
（
株
）

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
南
2条
西
10
-1
-4

第
二
サ
ン
ト
ー
ビ
ル

な
し

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.g
lo
ba
l-s
.co
m

T
EL
：
�0
11
-2
61
-9
68
0

M
ai
l：
ei
gy
o@
gl
ob
al
-s.
co
m

社
会
や
自
然
環
境
の
変
化
や
求
め
ら
れ
る
ニ
ー
ズ
に
よ
り
、
必
要
と

さ
れ
る
水
イ
ン
フ
ラ
の
姿
も
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
多
面
的
な
視
点

か
ら
様
々
な
検
討
を
行
い
、
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
続
け
て
い
く
、
そ

の
よ
う
な
水
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
一
緒
に
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
株
）
帝
国
設
計
事
務
所

北
海
道
札
幌
市
東
区
北
25
条
東
12
-1
-1
2

な
し

U
RL
：
ht
tp
://
w
w
w
.k
k-
te
ik
ok
u.
jp

T
EL
：
01
1-
75
3-
47
68

M
ai
l：
oh
ar
a@
kk
-te
ik
ok
u.
jp

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
の
安
全
・
安
定
の
確
保
を
目
指
し
、
社
会
情

勢
の
変
化
と
将
来
を
見
据
え
、
健
全
な
水
循
環
に
資
す
る
イ
ン
フ
ラ

整
備
の
創
造
に
努
め
ま
す
。
地
域
の
水
環
境
を
、
一
緒
に
考
え
て
い

き
ま
せ
ん
か
。

（
株
）
ド
ー
コ
ン

北
海
道
札
幌
市
厚
別
区
厚
別
中
央
1条
5-
4-
1

4日
以
内

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.d
oc
on
.jp

T
EL
：
01
1-
80
1-
15
01

M
ai
l：
sa
iy
o2
02
5@
do
co
n.
jp
�

「
人
材
」
＝
「
社
員
」
は
会
社
の
全
て
で
あ
り
、
誇
り
で
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
そ
の
一
員
と
な
っ
て
、
国
民
の
安
全
と
安
心
を
支
え
、
地

域
の
発
展
に
貢
献
す
る
と
い
う
達
成
感
あ
ふ
れ
る
仕
事
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
株
）
ド
ー
ト

北
海
道
札
幌
市
東
区
北
13
条
東
7-
5-
1

相
沢
ビ
ル

4日
以
内

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.c-
do
to
to
.jp
/

T
EL
：
01
1-
72
3-
42
24

M
ai
l：
n-
fu
jiw
ar
a@
do
to
.co
.jp

【
転
勤
の
な
い
札
幌
で
水
と
環
境
を
守
る
仕
事
を
し
ま
せ
ん
か
】

私
た
ち
は
上
下
水
道
な
ど
の
社
会
基
盤
を
支
え
る
会
社
と
し
て
、そ
の
技

術
を
活
か
し
、地
域
密
着
型
の
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
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ト
と
し
て
の
使
命
を

果
た
し
た
い
と
考
え
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い
ま
す
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エ
ン
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」し
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さ
い
。
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の
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や
現
状
の
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題
、
中
長
期
の
展
望
に

技
術
力
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地
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の
発
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を
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え
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ま
す
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テ
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グ
の
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界
で
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将
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に
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て
み
ま
せ
ん
か
。
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北
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コ
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サ
ル
タ
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北
海
道
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o.c
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T
EL
：
01
55
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M
ai
l：
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帯
広
と
札
幌
を
拠
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と
し
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を
中
心
に
事
業
を
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開
す
る
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
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社
で
す
。北
海
道
で
働
き
た
い
、地
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に
残
る
仕
事
を
し
た
い
、自
然
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触
れ
合
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仕
事
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人
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イ
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西
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地
域
住
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ラ
イ
ン
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
自
然
災
害
等
の
防
災
・
減
災
を
、
更
に
地
域
と
密
着
し
た
提
案

を
中
心
と
し
た
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
東
北
支
部
】

（
株
）
ウ
ヌ
マ
地
域
総
研

秋
田
県
秋
田
市
八
橋
新
川
向
13
-1
9

4日
以
内

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.u
nu
m
a.c
o.j
p

T
EL
：
01
8-
86
3-
58
09

M
ai
l：
in
fo
@
un
um
a.c
o.j
p

地
域
密
着
型
の
技
術
者
集
団
企
業
で
す
。
必
要
不
可
欠
な
公
共
イ
ン

フ
ラ
を
支
え
、
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
環
境
に
配
慮
し
た

安
全
安
心
な
地
域
づ
く
り
を
様
々
な
公
共
設
計
や
調
査
に
反
映
し
、

高
い
技
術
者
倫
理
観
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

（
株
）
三
協
技
術

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
国
分
町
3-
8-
14

な
し

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.sa
nk
yo
cc
.jp

T
EL
：
02
2-
22
4-
55
03

M
ai
l：
h.
sa
sa
ki
@
sa
nk
yo
cc
.jp

地
域
に
根
差
し
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
地
方
経
済
の
発
展
と
向

上
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。

（
株
）
復
建
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
錦
町
1-
7-
25

4日
以
内

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.fg
c.j
p

T
EL
：
02
2-
26
2-
12
34

M
ai
l：
in
fo
@
se
nd
ai
.fg
c.c
o.j
p

地
域
の
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
と
し
て
信
頼
さ
れ
る
総
合
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

（
株
）
三
木
設
計
事
務
所

秋
田
県
秋
田
市
川
元
松
丘
町
2-
14

4日
以
内

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
://
w
w
w
.m
ik
ise
kk
ei
.co
.jp

T
EL
：
01
8-
86
2-
73
31

M
ai
l：
m
as
te
r@
m
ik
ise
kk
ei
.co
.jp

豊
か
な
環
境
づ
く
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
地
域
の
皆
様

の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
事
業
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
社
会
の
繁
栄

と
幸
せ
の
た
め
、
“常
に
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
な
水
の
供
給
を
考
え
る
”そ

ん
な
「
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

【
関
東
支
部
】

ア
ジ
ア
航
測
（
株
）

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
6-
14
-1

新
宿
グ
リ
ー
ン
タ
ワ
ー
ビ
ル

4日
以
内

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.aj
ik
o.c
o.j
p/

T
EL
：
04
4-
96
9-
72
50

M
ai
l：
tk
.ji
nj
i@
aj
ik
o.c
o.j
p

当
社
は
、上
下
水
道
台
帳
整
備
,G
IS
開
発
,ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
,上
下
水
道

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
、上
下
水
道
事
業
全
般
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
空
間
情

報
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
す
。何
ご
と
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
恐
れ
な
い
方
、最
先
端
技

術
を
駆
使
し
幅
広
い
事
業
を
展
開
す
る
当
社
で
共
に
成
長
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

（
株
）エ
ヌ・
エ
ス
・
シ
ー
・
エ
ン
ジ
ニ
アリ
ング

東
京
都
台
東
区
東
上
野
3-
3-
3

な
し

U
RL
：
ht
tp
://
w
w
w
.n
sc
-e
.co
.jp

T
EL
：
03
-5
84
6-
30
11

M
ai
l：
re
cr
ui
t@
ns
c-
e.c
o.j
p

当
社
は
「
人
に
や
さ
し
い
、
地
球
に
や
さ
し
い
水
環
境
づ
く
り
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
水
に
関
す
る
イ
ン
フ
ラ
設
備
や
施
設
の
設
計
・
技
術

提
案
を
行
っ
て
い
ま
す
。
人
々
の
生
活
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
事

業
の
場
で
私
た
ち
と
一
緒
に
活
躍
し
ま
せ
ん
か
？

（
株
）
N
JS

東
京
都
港
区
芝
浦
�1
-1
-1

4日
以
内

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.n
js
.co
.jp

T
EL
：
03
-6
32
4-
43
62

M
ai
l：
Sa
iy
o@
nj
s.c
o.j
p

19
51
年
に
水
道
・
下
水
道
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
育
て
る
会
社
と
し
て
創
立
。以

来
、水
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
貢
献
し
て
き
て
お
り
、海
外
進
出
や
管
理
運
営

支
援
、東
証
一
部
上
場
な
ど
、業
界
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
歩
ん
で
き
ま
し

た
。時
代
に
合
わ
せ
て
進
化
し
続
け
る
当
社
で
力
を
発
揮
し
ま
せ
ん
か
？
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（
株
）
オ
ウ
ギ
工
設

群
馬
県
前
橋
市
上
泉
町
26
8

4日
以
内

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.oh
gi
-k
.co
.jp

T
EL
：
02
7-
23
3-
05
61

M
ai
l：
ko
da
m
a@
oh
gi
-k
.jp

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
、
社
会
資
本
整
備
（
道
路
、
河
川
、
下

水
道
、
橋
梁
等
）
に
関
わ
る
中
で
、
川
上
的
位
置
づ
け
に
あ
る
業
務

を
通
じ
、
地
域
環
境
整
備
を
創
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

（
株
）オ
リ
エ
ン
タ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
東
京
都
渋
谷
区
本
町
3-
12
-1

住
友
不
動
産
西
新
宿
ビ
ル
6号
館

4日
以
内

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.or
ic
on
su
l.c
om
/r
ec
ru
it/

T
EL
：
03
-6
31
1-
75
51

M
ai
l：
sa
iy
o@
or
ic
on
su
l.c
om

当
社
は
、「
個
の
成
長
」が
「
企
業
の
成
長
」に
つ
な
が
り
、「
豊
か
さ
を
実
現
」

す
る
こ
と
で
、さ
ら
に
個
が
成
長
す
る
と
い
う
好
循
環
を
生
み
出
す
こ
と
を

大
切
に
し
、自
由
闊
達
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に
富
ん
だ
企
業
風
土
で
す
。ま

た
、社
員
一
人
ひ
と
り
の
“情
熱
と
や
り
が
い
”を
大
切
に
し
た
企
業
で
す
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
設
計
（
株
）

東
京
都
渋
谷
区
元
代
々
木
町
30
-1
3

4日
以
内

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.oe
c-
so
lu
tio
n.
co
.jp
/�
6r
ec
ru
it/

T
EL
：
03
-6
75
7-
88
01

M
ai
l：
上
記
採
用
情
報
サ
イ
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

新
卒
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
、皆
が
健
康
で
活
き
活
き
と
働
き
、ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
能
力
を
発
揮
で
き
る「
働
き
続
け
た
い
企
業
」を
目

指
し
日
々
職
場
環
境
を
進
化
さ
せ
て
い
ま
す
。水
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る
や
り
が

い
と
公
私
共
充
実
で
き
る
働
き
や
す
さ
、ど
ち
ら
も
実
現
で
き
る
会
社
で
す
。

（
株
）
環
境
技
研
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

千
葉
県
千
葉
市
中
央
区
都
町
3-
14
-4

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
://
w
w
w
.k
an
ky
og
ik
en
.co
.jp

T
EL
：
04
3-
22
6-
45
01

M
ai
l：
so
um
u@
ka
nk
yo
gi
ke
n.
co
.jp

千
葉
県
、
茨
城
県
に
お
い
て
、
県
市
町
村
の
上
下
水
道
事
業
お
よ
び

廃
棄
物
処
理
事
業
に
対
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
を
地
域
密
着

型
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。
毎
年
、
夏
休
み
の
時
期
に
大
学
３
年
生
の

実
習
を
受
け
入
れ
、
業
務
の
一
端
を
経
験
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

共
和
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
株
）

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
岸
町
7-
10
-5

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.k
yo
w
an
et
.jp

T
EL
：
04
8-
82
9-
24
02

M
ai
l：
na
w
at
a@
ky
ow
an
et
.jp

埼
玉
県
内
を
主
体
と
し
て
、
上
下
水
道
施
設
の
設
計
・
維
持
管
理
を

主
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
と
共
に
未
来
の
世
代
ま
で
イ
ン
フ
ラ

を
守
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
株
）
工
藤
設
計

栃
木
県
宇
都
宮
市
鶴
田
町
57
8-
6

4日
以
内

U
RL
：
ht
tp
://
w
w
w
.k
ud
ou
se
kk
ei
.co
.jp
/

T
EL
：
02
8-
64
8-
17
51

M
ai
l：
ky
uu
jin
@
ku
do
us
ek
ke
i.c
o.j
p

栃
木
県
に
根
ざ
し
た
地
域
密
着
型
の
『
水
』
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し

て
、
上
下
水
道
施
設
の
設
計
や
調
査
診
断
等
を
行
い
、
地
元
の
皆
様

と
共
に
水
イ
ン
フ
ラ
の
問
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

（
株
）
建
設
技
術
研
究
所

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
浜
町
3-
21
-1

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.ct
ie
.co
.jp
/r
ec
ru
it/

T
EL
：
03
-3
66
8-
10
18

M
ai
l：
pe
rs
on
ne
l@
ct
ie
.co
.jp

水
コ
ン
と
し
て
働
く
た
め
に
必
要
な
の
は
、【
新
し
い
技
術
を
探
究
す
る
好
奇

心
と
、新
た
な
提
案
を
生
む
創
造
力
】で
す
。当
社
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
技
術
研

鑽
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
制
度
、提
案
を
議
論
し
実
現
し
て
い
く
風

土
が
あ
り
ま
す
。ま
ず
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
て
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
株
）
コ
ー
セ
ツ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

神
奈
川
県
横
浜
市
神
奈
川
区
鶴
屋
町
3-
32
-1
3
5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.k
os
et
su
.co
.jp

T
EL
：
04
5-
32
3-
01
36

M
ai
l：
h-
ito
u@
ko
se
ts
u.
co
.jp

神
奈
川
県
を
は
じ
め
関
東
地
方
を
中
心
と
す
る
地
域
で
、
上
下
水

道
、
河
川
、
道
路
、
橋
梁
な
ど
、
よ
り
よ
い
生
活
環
境
を
実
現
す
る
社

会
基
盤
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

国
際
航
業
（
株
）

東
京
都
新
宿
区
北
新
宿
2−
21
−
2

4日
以
内

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.k
kc
.c
o.
jp
/r
ec
ru
it/
in
de
x.

ht
m
l

T
EL
：
03
-6
36
2-
59
31

M
ai
l：
gr
ad
ua
te
s@
kk
-g
rp
.jp

国
際
航
業
は
総
合
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
、上
下
水
道
整
備
や
ま

ち
づ
く
り
、防
災
、
GI
Sに
よ
る
次
世
代
の
イ
ン
フ
ラ
管
理
な
ど
幅
広
い
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。社
会
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
向
け
最
新
の
技

術
を
提
供
し
、安
全
・
安
心
な
未
来
都
市
の
構
築
に
注
力
し
て
い
ま
す
！

サ
ン
コ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
株
）

東
京
都
江
東
区
亀
戸
1-
8-
9

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.su
nc
oh
.co
.jp

T
EL
：
03
-3
68
3-
71
06

M
ai
l：
su
nc
oh
-c
@
su
nc
oh
.co
.jp

上
下
水
道
、河
川
、道
路
、橋
梁
、ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
土
木
設
計
か
ら
、環
境
、

地
質
調
査
ま
で
、幅
広
く
業
務
を
展
開
す
る
総
合
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で

す
。部
門
間
の
交
流
が
多
く
、総
合
力
を
発
揮
し
た
設
計
が
得
意
な
会
社
で

す
。若
手
職
員
の
生
の
声
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
是
非
確
認
し
て
く
だ
さ
い
！
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セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
株
）
東
京
都
中
央
区
晴
海
2-
5-
24

晴
海
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

4日
以
内

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.ce
nt
ra
l-c
on
.co
.jp

T
EL
：
03
-3
53
2-
80
28

M
ai
l:�
re
cr
ui
t@
ce
nt
ra
l-c
on
.co
.jp

道
路
、橋
梁
、河
川
、上
下
水
道
、都
市
計
画
、環
境
な
ど
幅
広
い
分
野

の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
総
合
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
。企
業
理
念
の
“人
財
”育
成
に
取
り
組
み
な
が
ら
、働
き
方
改
革
の

推
進
に
よ
っ
て
新
し
い
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
も
定
着
し
て
き
て
い
ま
す
。

大
日
本
ダ
イ
ヤ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト（
株
）
東
京
都
千
代
田
区
神
田
練
塀
町
30
0

4日
以
内

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.d
cn
e.c
o.j
p

T
EL
：
03
-5
29
8-
20
51

M
ai
l：
re
cr
ui
t@
dc
ne
.co
.jp

「
手
を
挙
げ
れ
ば
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る
。」
こ
れ
が
当
社
の
誇
る
企
業
文
化
で

す
。し
か
し
勘
違
い
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。強
い
意
志
と
説
得
力
、そ
し
て
、責
任

感
が
伴
っ
て
の
事
で
す
。新
し
い
道
を
つ
く
り
た
い
人
。ス
キ
ル
を
磨
き
た
い
人
。

熱
意
を
隠
せ
な
い
人
。あ
な
た
の
成
長
を
手
助
け
す
る
環
境
は
整
っ
て
い
ま
す
。

中
央
開
発
（
株
）

東
京
都
新
宿
区
西
早
稲
田
3-
13
-5

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.ck
cn
et
.co
.jp

T
EL
：
03
-3
20
8-
31
11

M
ai
l：
ck
c_
po
st
@
ck
cn
et
.co
.jp

「
土
と
水
と
人
の
調
和
し
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
」
を
テ
ー
マ
に
、
特

徴
あ
る
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
目
指
し
て
、
豊
富
な

経
験
を
も
と
に
、
全
国
自
治
体
の
下
水
道
施
設
の
最
適
な
再
構
築
計

画
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
株
）
長
大

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
蛎
殻
町
1-
20
-4

4日
以
内

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.ch
od
ai
.co
.jp
/

T
EL
：
03
-3
63
9-
33
01

M
ai
l：
re
cr
ui
t@
ch
od
ai
.co
.jp

私
た
ち
の
合
言
葉
は「
人
・
夢
・
技
術
」。
新
し
い
技
術
や
仕
組
み
に
前
向
き

に
取
組
む
人
材
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
IT
の
進
化
す
る
時
代
に
お
い
て
、有
用

な
情
報
を
活
か
せ
る
の
は
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
発
想
の
若
い

力
で
す
。未
来
を
築
く
皆
さ
ん
と
の
出
会
い
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
株
）
デ
ー
タ
設
計

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
本
町
2-
8-
12

デ
ー
タ
日
本
橋
本
町
ビ
ル

な
し

U
RL
:�-

T
EL
：
03
-5
64
1-
13
91

M
ai
l：
kp
e@
da
ta
-g
.co
m

1.ミ
ッ
シ
ョ
ン
　
社
会
の
非
合
理
、
非
効
率
、
不
都
合
、
不
公
平
を
解

消
し
、
社
会
を
変
革
す
る
こ
と
で
、
誰
も
が
豊
か
で
、
快
適
で
、
そ
し

て
持
続
可
能
な
社
会
を
創
造
す
る
。
2.ビ
ジ
ョ
ン
3.バ
リ
ュ
ー
は
当

社
で
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

（
株
）
東
京
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

東
京
都
豊
島
区
北
大
塚
1-
15
-6

4日
以
内

U
RL
:�h
tt
ps
://
w
w
w
.to
ke
nc
on
.co
.jp
/

T
EL
:03
-5
98
0-
26
33

M
ai
l：
-

採
用
情
報
等
に
つ
い
て
は
、
当
社
H
Pを
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
株
）
東
京
設
計
事
務
所

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
3-
7-
1

霞
が
関
東
急
ビ
ル

4日
以
内

U
RL
：
ht
tp
s:/
/r
ec
ru
it.
to
ky
oe
ng
ic
on
.co
.jp

T
EL
：
03
-3
58
0-
27
51

M
ai
l：
te
c_
sa
iy
ou
@
to
ky
oe
ng
ic
on
.co
.jp

19
59
年
の
創
業
以
来
、
“誠
実
を
旨
と
し
、優
れ
た
技
術
者
を
育
て
、良

い
作
品
を
残
す
“こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
、国
内
外
で
上
下
水
道
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い

ま
す
。水
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
私
た
ち
と
一
緒
に
働
き
ま
せ
ん
か
！

（
株
）
東
洋
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

東
京
都
豊
島
区
高
田
3-
18
-1
1

な
し

U
RL
：
ht
tp
s:/
/t
oy
oc
on
.co
.jp

T
EL
：
03
-5
99
2-
11
61

M
ai
l：
sa
iy
ou
@
to
yo
co
n.
co
.jp

何
事
に
も
コ
ツ
コ
ツ
と
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
方
、
新
し
い
こ
と

に
も
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
方
、
人
の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う

思
い
が
強
い
方
、
ひ
と
つ
で
も
当
て
は
ま
る
と
感
じ
る
方
に
お
会
い

し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
株
）
東
洋
設
計
事
務
所

東
京
都
文
京
区
本
郷
3-
6-
6

4日
以
内

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.to
yo
-se
kk
ei
.co
m

T
EL
：
03
-3
81
6-
40
51

M
ai
l：
so
m
u-
j@
to
yo
-se
kk
ei
.co
.jp

「
水
の
未
来
を
ひ
ら
く
」を
合
言
葉
に
業
務
を
進
め
、7
0周
年
が
経
ち
、

生
活
に
欠
か
せ
な
い
「
水
」
を
守
る
永
続
企
業
と
し
て
在
る
こ
と
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
。
命
を
守
る
上
水
道
、
環
境
を
守
る
下
水
道
。
私

た
ち
と
一
緒
に
歩
き
、
知
識
や
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
。

都
市
開
発
設
計
（
株
）

群
馬
県
前
橋
市
新
前
橋
町
14
-2
6

な
し

U
RL
：
ht
tp
://
w
w
w
.to
sh
i.c
o.j
p/

T
EL
：
02
7-
25
1-
39
19

M
ai
l：
da
ih
yo
u@
to
sh
i.c
o.j
p

地
域
密
着
型
の
少
数
精
鋭
の
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
す
。上
下
水
道
を
は
じ
め
幅
広

い
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。地
域
貢
献
の
で
き
る
や
り
が
い
あ
る
仕
事
で
す
。一
緒
に

や
り
が
い
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
に
支
援
は
惜
し
み
ま
せ
ん
。と
も
に
成
長
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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（
株
）
利
根
設
計
事
務
所

群
馬
県
前
橋
市
亀
里
町
27
4-
3

4日
以
内

U
RL
：
ht
tp
://
w
w
w
.to
ne
se
kk
ei
.co
.jp

T
EL
：
02
7-
29
0-
35
00

M
ai
l：
ei
gy
ou
@
to
ne
se
kk
ei
.co
.jp

19
60
年
（
昭
和
35
年
）
の
創
業
以
来
、
水
道
行
政
の
一
助
と
な
る
べ

く
一
貫
し
て
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
私
達
は
水
循
環
の
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
と
し
て
主
に
群
馬
県
及
び
埼
玉
県
の
市
町
村
の
皆
様
に
貢
献
致

し
ま
す
。

（
株
）
日
新
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
堀
留
町
1-
5-
7

な
し

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.n
ic
t.c
o.j
p

T
EL
：
03
-5
84
7-
78
50

M
ai
l：
sa
iy
ou
@
ni
ct
.co
.jp

“清
ら
か
な
水
環
境
と
快
適
な
地
域
環
境
づ
く
り
”を
目
指
し
て
地
域
の
種
々
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
一
緒
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か
。ま
た
，維
持
管
理
の
視

点
と
い
う
新
し
い「
差
別
化
・
区
分
化
」の
武
器
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。こ
れ
ま

で
以
上
に
付
加
価
値
を
向
上
さ
せ
た
技
術
提
案
を
提
供
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
株
）
日
水
コ
ン

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
6-
22
-1

新
宿
ス
ク
エ
ア
タ
ワ
ー

4日
以
内

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
://
w
w
w
.n
iss
ui
co
n.
co
.jp

T
EL
：
03
-5
32
3-
62
13

M
ai
l：
sa
iy
ou
@
ni
ss
ui
co
n.
co
.jp

当
社
は
水
の
イ
ン
パ
ク
ト
カ
ン
パ
ニ
ー
と
し
て
、
国
内
外
の
水
イ
ン

フ
ラ
整
備
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
1日
仕
事
体
験
（
夏
・
冬
）
や

O
B訪
問
を
随
時
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
水
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
仕
事
内
容
や
社
風
に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

日
本
工
営
（
株
）

東
京
都
千
代
田
麴
町
5-
4

5日
以
上

U
RL
：
�ht
tp
s:/
/w
w
w
.n
-k
oe
i-f
re
sh
er
s.j
p/

re
qu
ire
m
en
t_
in
te
rn
sh
ip
.h
tm
l

T
EL
：
03
-3
23
8-
80
35

M
ai
l：
pe
rs
on
ne
l@
n-
ko
ei
.co
.jp

当
社
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
を
体
験
し
、社
会
や
会
社
で
働
く
意

味
や
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
学
び
、水
コ
ン
業
界
の
仕
事
内
容
、

当
社
の
仕
事
・
人
・
社
風
に
つ
い
て
も
肌
で
感
じ
、設
計
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
を
理
解
す
る
き
っ
か
け
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

日
本
シ
ビ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト（
株
）
東
京
都
荒
川
区
西
日
暮
里
2-
26
-2

4日
以
内

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.n
cc
ne
t.c
o.j
p

T
EL
：
03
-5
60
4-
75
00

M
ai
l：
nc
cs
ai
yo
u@
nc
cn
et
.co
.jp

地
下
構
造
物
を
得
意
と
す
る
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
、国
内
外
の

道
路
ト
ン
ネ
ル
、鉄
道
、上
下
水
道
と
い
っ
た
地
下
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
貢

献
し
て
い
ま
す
。夏
に
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、夏
秋
冬
に
ワ
ン
デ
ー

仕
事
体
験
を
開
催
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
株
）
日
本
水
工
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
東
町
2-
50

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
://
w
w
w
.n
iss
ui
ko
.co
.jp

T
EL
：
04
8-
78
3-
56
64

M
ai
l：
in
fo
@
ni
ss
ui
ko
.co
.jp

埼
玉
に
本
社
を
構
え
、地
域
に
根
ざ
し
た
き
め
細
や
か
な
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
業
務
を
実
践
し
て
い
ま
す
。昭
和
40
年
の
創
業
以
来
、農
業
土
木
と

上
下
水
道
を
主
体
に「
自
然
と
の
調
和
に
配
慮
し
農
村
と
都
市
の
新
た

な
風
景
を
創
造
す
る
」こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

日
本
水
工
設
計
（
株
）

東
京
都
中
央
区
勝
ど
き
3-
12
-1

4日
以
内

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.n
-su
ik
o.c
o.j
p

T
EL
：
03
-3
53
4-
55
11

M
ai
l：
re
cr
ui
t@
n-
su
ik
o.c
o.j
p

水
イ
ン
フ
ラ
の
専
門
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
す
。お
客
様
で
あ
る
各
自
治

体
か
ら
課
題
・
ニ
ー
ズ
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、調
査
・
計
画
・
設
計
に

よ
っ
て
街
づ
く
り
の
上
流
工
程
を
担
っ
て
い
ま
す
。水
を
通
し
て
地
域

の
暮
ら
し
を
支
え
、快
適
で
安
全
な
街
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

（
株
）
日
本
水
道
設
計
社

東
京
都
千
代
田
区
三
番
町
1

Ｋ
Ｙ
三
番
町
ビ
ル

な
し

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.se
kk
ei
sy
a.c
o.j
p

T
EL
：
03
-3
26
3-
84
31

M
ai
l：
so
um
u@
se
kk
ei
sy
a.c
o.j
p

創
業
か
ら
一
貫
し
て
上
下
水
道
に
関
す
る
イ
ン
フ
ラ
事
業
に
貢
献
し

て
き
ま
し
た
。
70
年
近
い
技
術
の
蓄
積
で
未
来
の
技
術
者
を
育
て
上

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
又
、
SD
Gs
,ニ
ュ
ー
ロ
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
の
精
神
に
則
り
未
来
に
向
け
羽
ば
た
け
る
組
織
を
作
り
ま
す
。

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ（
株
）
東
京
都
千
代
田
区
神
田
錦
町
3-
22

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.p
ac
ifi
c.c
o.j
p

T
EL
：
03
-6
77
7-
30
45

M
ai
l：
in
te
rn
sh
ip
@
tk
.p
ac
ifi
c.c
o.j
p

当
社
は
社
会
資
本
を
整
備
・
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

を
行
っ
て
い
ま
す
。分
野
は
、上
下
水
道
の
他
、防
災
、ま
ち
づ
く
り
、環
境
、

交
通
な
ど
多
岐
に
渡
り
、各
専
門
分
野
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
国
内
外

で
活
躍
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
皆
様
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

常
陸
測
工
（
株
）

茨
城
県
水
戸
市
白
梅
2-
4-
11

な
し

U
RL
：
ht
tp
://
w
w
w
.h
ita
ch
i-s
ok
ko
.co
.jp

T
EL
：
02
9-
22
1-
60
11

M
ai
l：
t_
m
ut
oh
@
hi
ta
ch
i-s
ok
ko
.co
.jp

茨
城
県
、市
町
村
に「
地
域
の
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
」と
し
て
安
全
・
安
心
を
モ
ッ

ト
ー
に
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
心
が
け
、地
域
と
と
も
に
歩
ん
で
い
ま
す
。

当
社
の
事
業
内
容
、並
び
に
募
集
予
定
等
に
つ
い
て
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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冨
洋
設
計
（
株
）

東
京
都
墨
田
区
菊
川
2-
23
-6

四
国
菊
川
別
館

な
し

U
RL
：
ht
tp
://
w
w
w
.fu
yo
u.
co
.jp

T
EL
：
03
-5
66
9-
73
33

M
ai
l：
in
fo
@
fu
yo
u.
co
.jp

多
年
に
わ
た
り
培
っ
て
き
た
豊
富
な
経
験
と
優
れ
た
技
術
を
活
か

し
、
多
く
の
人
に
喜
ば
れ
る
高
度
な
未
来
の
環
境
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

（
株
）
水
環
境
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

栃
木
県
宇
都
宮
市
鶴
田
町
45
3-
13
1

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
://
w
w
w
.ae
p-
m
iz
uk
an
ky
ou
.jp
/

T
EL
：
02
8-
66
6-
03
16

M
ai
l：
in
fo
@
ae
p-
m
iz
uk
an
ky
ou
.jp

平
成
18
年
3月
創
業
、平
均
年
齢
33
歳
と
会
社
と
も
に
若
き
企
業
で
す
。

水
イ
ン
フ
ラ
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
、高
い
技
術
力
と
社
会
ニ
ー

ズ
に
柔
軟
な
対
応
が
で
き
る
若
き
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
継
続
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。貴
方
も
貴
女
も
我
が
社
で
活
躍
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
株
）
山
下
水
道
設
計
事
務
所

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
浜
町
2-
1-
10

な
し

U
RL
：
�-

T
EL
：
03
-5
64
1-
41
00

M
ai
l：
so
um
u-
1@
ya
m
as
hi
ta
-su
id
o.c
o.j
p

昭
和
32
年
（
19
57
）
創
業
よ
り
上
下
水
道
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て

長
年
に
わ
た
り
地
域
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

当
社
の
事
業
内
容
、
並
び
に
募
集
予
定
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
株
）
吉
沢
水
道
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

千
葉
県
千
葉
市
中
央
区
市
場
町
6-
18

な
し

U
RL
：
ht
tp
://
w
w
w
.y
s-c
on
.co
.jp

T
EL
：
04
3-
22
7-
10
64

M
ai
l：
ei
gy
o-
c@
ys
-c
on
.co
.jp

千
葉
県
、
茨
城
県
、
栃
木
県
、
市
町
村
に
お
い
て
『
水
』
に
関
す
る
総

合
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
、
安
全
・
安
心
な
水
道
供
給
に
地
域
と

連
携
し
て
取
り
組
む
企
業
で
す
。

【
中
部
支
部
】

（
株
）
大
場
上
下
水
道
設
計

静
岡
県
浜
松
市
中
央
区
早
出
町
11
34

4日
以
内

U
RL
：
ht
tp
://
ob
aj
yo
ge
.co
m
/

T
EL
：
05
3-
46
6-
21
00

M
ai
l：
ob
aj
yo
ge
@
lil
ac
.oc
n.
jp

静
岡
県
内
の
「
水
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
と
し
て
は
、
上
水
道
及
び

工
業
用
水
道
事
業
に
お
い
て
「
N
O
.1の
実
績
」
を
誇
り
ま
す
。
若
い

技
術
者
も
多
く
、
と
て
も
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
会
社
で
す
。
技
術
と
熱

量
を
も
っ
て
地
域
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

（
株
）
オ
リ
ン
ピ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

岐
阜
県
大
垣
市
小
野
4-
40
-1

4日
以
内

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
://
w
w
w
.ol
ym
pi
a-
co
n.
co
.jp

T
EL
：
05
84
-8
2-
83
02

M
ai
l：
in
fo
@
ol
ym
pi
a-
co
n.
co
.jp

弊
社
は
平
成
元
年
7月
創
業
以
来
約
30
年
以
上
、
上
下
水
道
設
計
を

メ
イ
ン
と
し
た
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

現
在
で
は
国
・
県
・
市
町
村
（
役
所
）
を
顧
客
に
、
全
国
の
上
下
水

道
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
株
）
カ
ギ
テ
ッ
ク

三
重
県
松
阪
市
田
村
町
34
1-
1

4日
以
内

U
RL
：
ht
tp
s:/
/k
ag
ite
c.j
p/

T
EL
：
05
98
-2
3-
11
55

M
ai
l：
ka
gi
te
c@
ka
gi
te
c.c
om

三
重
県
内
を
中
心
に
、測
量
、補
償
、土
木
・
上
下
水
道
設
計
を
行
っ

て
い
る
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
す
。
三
重
県
を
代
表
す
る
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
と
し
て
、
日
々
技
術
力
の
向
上
に
努
め
、
地
域
の
発
展
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。

（
株
）
小
林
設
計
事
務
所

愛
知
県
岡
崎
市
小
呂
町
3-
28
-1

な
し

U
RL
：
ht
tp
://
w
w
w
.k
sj
-o
ka
za
ki
.co
.jp

T
EL
：
05
64
-2
7-
10
21

M
ai
l：
ks
j@
ks
j-o
ka
za
ki
.co
.jp

創
業
66
年
、
地
域
に
根
差
し
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
、
数
多
く
の

水
道
事
業
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。「
蛇
口
の
向
こ
う
に
見
え
る
街
づ

く
り
」
を
目
指
し
、
安
全
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
を
守
る
た

め
に
一
緒
に
働
く
仲
間
を
募
集
し
ま
す
。

（
株
）
三
祐
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

愛
知
県
名
古
屋
市
東
区
代
官
町
35
-1
6

第
一
富
士
ビ
ル

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
://
sa
ny
u-
co
n.
jp

T
EL
：
05
2-
93
3-
78
01

M
ai
l：
re
cr
ui
t@
sa
ny
u-
co
n.
co
.jp

創
業
か
ら
60
年
。
ふ
り
返
る
と
原
点
と
い
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
困

難
を
極
め
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
・
・
熱
い
思
い
が
こ
も
っ
た
数
多
く

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
私
た
ち
と
海
外
で
の
上

下
水
道
事
業
に
携
わ
る
新
た
な
仲
間
を
募
り
ま
す
。
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（
株
）
サ
ン
ワ
コ
ン

福
井
県
福
井
市
花
堂
北
1-
7-
25

4日
以
内

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.sa
nw
ac
on
.co
.jp

T
EL
：
07
76
-3
6-
27
90

M
ai
l：
sa
nw
ac
on
@
sa
nw
ac
on
.co
.jp

県
内
、
北
陸
を
は
じ
め
、
東
日
本
、
西
日
本
の
区
画
整
理
、
都
市
・
環

境
計
画
、
測
量
・
地
質
・
補
償
調
査
、
建
築
・
土
木
・
上
下
水
道
設

計
等
を
行
っ
て
い
る
総
合
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
す
。
技
術
と
創

造
で
新
た
な
社
会
の
発
展
に
貢
献
し
ま
す
。

（
株
）
白
岩
設
計

静
岡
県
浜
松
市
中
央
区
山
手
町
31
-２

な
し

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.sh
ira
iw
a.c
o.j
p/

T
EL
：
05
3-
45
2-
71
91

M
ai
l：
ky
uj
in
@
sh
ira
iw
a.c
o.j
p

事
業
体
ご
と
の
実
情
に
沿
っ
た
提
案
を
目
指
し
、
き
め
細
や
か
な
対

応
を
心
が
け
日
々
業
務
を
続
け
て
い
ま
す
。
50
年
以
上
の
実
績
と
経

験
を
活
か
し
、
今
後
も
皆
さ
ま
の
「
安
心
」「
安
全
」
な
水
道
事
業
を

支
え
る
企
業
と
し
て
社
会
的
責
任
を
果
た
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
株
）
新
光
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

新
潟
県
新
潟
市
中
央
区
新
光
町
1-
1

な
し

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.sh
in
ko
-c
on
su
lta
nt
.co
m
/

T
EL
：
02
5-
28
5-
57
55

M
ai
l：
in
fo
@
sh
in
ko
u-
co
ns
ul
ta
nt
.co
.jp

上
下
水
道
の
社
会
的
ニ
ー
ズ
で
あ
る
｢安
心
｣「
安
定
」「
安
価
」「
環
境
」

な
ど
の
諸
課
題
に
対
し
、設
計
支
援
だ
け
で
は
な
く
、ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
始
め
、耐
震
調
査
・
診
断
、施
工
監
理
、経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
サ

ポ
ー
ト
な
ど
総
合
的
な
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

新
日
本
設
計
（
株
）

長
野
県
長
野
市
稲
葉
25
61

4日
以
内

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
://
w
w
w
.sn
s.c
o.j
p

T
EL
：
02
6-
26
6-
96
00

M
ai
l：
fu
ru
sa
w
a@
sn
s.c
o.j
p

創
立
59
余
年
を
迎
え
た
水
道
・
下
水
道
設
計
を
中
心
と
し
た
公
共
事

業
を
行
う
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
す
。
水
を
通
し
て
『
か
け
が
え

の
な
い
自
然
環
境
』『
安
全
な
暮
ら
し
』
を
支
え
る
た
め
、
日
々
尽
力

を
注
い
で
い
ま
す
。

（
株
）
太
陽
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

岐
阜
県
岐
阜
市
光
明
町
3-
1

4日
以
内

U
RL
：
ht
tp
://
w
w
w
.ta
iy
ou
.co
.jp

T
EL
：
05
8-
25
3-
60
00

M
ai
l：
en
g2
0@
ta
iy
ou
.co
.jp

当
社
は
19
73
年
創
業
、
上
下
水
道
設
計
を
専
門
に
取
り
扱
う
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
す
。
計
画
か
ら
調
査
・
設
計
・
工
事
監
理
ま
で
行

い
、
丁
寧
か
つ
正
確
な
仕
事
で
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
企
業
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

（
株
）
俵
設
計

石
川
県
金
沢
市
高
尾
南
3-
37

4日
以
内

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
://
w
w
w
.in
cl
.n
e.j
p/
ts
kt
sk
/

T
EL
：
07
6-
29
8-
11
26

M
ai
l：
ts
k@
po
.in
cl
.n
e.j
p

昭
和
43
年
創
業
以
来
上
水
道
及
び
工
業
用
水
道
を
専
門
に
歩
み
、
主

に
石
川
県
内
で
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
技
術
者

個
人
の
資
質
を
高
め
な
が
ら
、
真
に
顧
客
と
社
会
に
役
立
つ
専
門
技

術
者
集
団
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

中
央
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
（
株
）

愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
丸
の
内
3-
22
-1

4日
以
内

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.ch
uo
h-
c.c
o.j
p

T
EL
：
05
2-
97
1-
25
41

M
ai
l：
zi
nz
ai
-in
fo
@
ch
uo
h-
c.c
o.j
p

当
社
は
、上
下
水
道
施
設
の
新
設
、更
新
、耐
震
補
強
な
ど
と
と
も
に
、総

合
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
橋
梁
、道
路
、河
川
、港
湾
、都
市
計
画

な
ど
幅
広
い
業
務
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
制

度
も
あ
り
、多
様
な
技
術
分
野
の
経
験
を
積
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。

（
株
）
中
央
設
計
技
術
研
究
所

石
川
県
金
沢
市
広
岡
3-
3-
77

JR
駅
西
第
一
Ｎ
Ｋ
ビ
ル
7階

4日
以
内

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.cs
er
.co
.jp

T
EL
：
07
6-
26
3-
64
64

M
ai
l：
cs
_w
eb
m
as
te
r@
cs
er
.co
.jp

創
業
75
年
の
伝
統
と
歴
史
に
培
わ
れ
た
技
術
力
を
活
か
し
、
地
域
密

着
型
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
、
地
域
の
社
会
基
盤
整
備
と
新
し
い

技
術
へ
の
挑
戦
に
取
り
組
み
、
全
社
一
丸
と
な
っ
て
社
会
貢
献
に
尽

力
し
て
い
ま
す
。

中
日
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
株
）

愛
知
県
岡
崎
市
錦
町
10
-1
8

4日
以
内

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
://
w
w
w
.ch
uc
on
.n
et
/

T
EL
：
05
64
-2
1-
53
12

M
ai
l：
53
12
@
ch
uc
on
.n
et
�

創
業
以
来
上
下
水
道
部
門
に
携
わ
っ
て
事
業
展
開
し
、
新
し
い
技
術

の
習
得
に
日
々
研
鑽
を
重
ね
て
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
社
会
に
寄
り

添
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
通
し
、
社
会
貢
献
を
実
現
で
き
る
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
を
目
指
し
ま
す
。

（
株
）
中
部
綜
合
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

静
岡
県
浜
松
市
中
央
区
元
城
町
22
2-
2

元
城
ビ
ル
3-
A

4日
以
内

U
RL
：
ht
tp
s:/
/c
hu
-so
-c
on
.co
.jp

T
EL
：
05
3-
45
8-
70
80

M
ai
l：
re
cr
ui
t@
ch
u-
so
-c
on
.co
.jp

技
術
と
知
識
を
糧
に
都
市
の
機
能
を
具
体
化
で
き
る
立
場
に
あ
る
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
仕
事
は
、
責
任
も
や
り
が
い
も
達
成
感
も
大
き
な

仕
事
で
す
。
当
社
は
創
業
以
来
、
多
く
の
自
治
体
の
様
々
な
事
業
に

携
わ
り
、
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
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中
部
復
建
（
株
）

愛
知
県
名
古
屋
市
昭
和
区
福
江
1-
18
05

4日
以
内

U
RL
：
ht
tp
://
w
w
w
.ch
ub
u-
fk
.co
.jp

T
EL
：
05
2-
88
2-
66
11

M
ai
l：
m
at
su
o_
ki
da
@
ch
ub
u-
fk
.co
.jp

社
会
資
本
を
整
備
す
る
た
め
、
測
量
・
調
査
・
設
計
関
連
業
務
の
一

端
を
お
手
伝
い
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
顧
客
ニ
−
ズ
を
積
極
的
に

取
込
み
、
技
術
を
提
案
し
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
良
質
な
成
果
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

（
株
）
東
洋
設
計

石
川
県
金
沢
市
諸
江
町
中
丁
21
2-
１

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.to
yo
sk
.co
.jp

T
EL
：
07
6-
23
3-
11
24

M
ai
l：
to
ia
w
as
e@
to
yo
sk
.co
.jp

当
社
は
創
業
以
来
50
年
以
上
に
わ
た
っ
て
、
上
下
水
道
、
一
般
土
木
、

環
境
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
、
様
々
な
分
野
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
技
術
力
向
上
に
努
め
、
人
材
育
成

に
取
り
組
み
、
安
心
・
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
ま
す
。

中
日
本
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
株
）
愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
錦
1-
8-
6

O
N
ES
T
名
古
屋
錦
ス
ク
エ
ア

4日
以
内

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.n
ak
an
ih
on
.co
.jp

T
EL
：
05
2-
23
2-
60
31

M
ai
l：
w
eb
m
as
te
r@
na
ka
ni
ho
n.
co
.jp

昭
和
39
年
（
19
64
）
の
創
業
以
来
半
世
紀
に
わ
た
り
、
生
活
基
盤
を

中
心
と
し
た
社
会
資
本
の
整
備
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
上

下
水
道
・
橋
、
道
路
な
ど
の
一
般
土
木
、
廃
棄
物
関
連
施
設
な
ど
の

社
会
資
本
の
計
画
・
設
計
を
全
国
展
開
し
て
い
ま
す
。

N
iX
�J
A
PA
N
（
株
）

富
山
県
富
山
市
奥
田
新
町
1-
23

4日
以
内

U
RL
：
ht
tp
://
ni
x-
ja
pa
n.
co
.jp

T
EL
：
07
6-
46
4-
65
20

M
ai
l：
sa
iy
ou
@
ni
x-
ja
pa
n.
co
.jp

従
来
型
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
事
業
の
他
、自
社
運
営
の
発
電
事
業
等
、新
た

な
事
業
分
野
へ
も
参
画
し
、着
実
に
成
長
し
続
け
て
い
ま
す
。社
員
全
員

が
技
術
者
と
し
て
の
誇
り
と
夢
を
持
ち
業
務
に
取
り
組
ん
で
お
り
、皆

様
に
も
是
非
そ
の
一
員
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
本
工
営
都
市
空
間
（
株
）

愛
知
県
名
古
屋
市
東
区
東
桜
2-
17
-1
4

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.n
-k
oe
i.c
o.j
p/
ur
ba
ns
pa
ce
/

T
EL
：
05
2-
97
9-
91
91

M
ai
l：
nk
-u
rb
an
-ri
cr
ui
t@
n-
ko
ei
.co
.jp

当
社
の
上
下
水
道
部
門
は
計
画
か
ら
設
計
・
維
持
管
理
ま
で
幅
広
く

事
業
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
他
に
も
総
合
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
と
し
て
様
々
な
事
業
の
行
政
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
お
り
、

人
々
の
生
活
の
安
全
と
安
心
を
守
っ
て
い
ま
す
。

若
鈴
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
（
株
）

愛
知
県
名
古
屋
市
西
区
中
小
田
井
5-
45
0

4日
以
内

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
://
w
ak
as
uz
uc
.jp
/

T
EL
：
05
2-
50
1-
13
61

M
ai
l：
so
um
u@
w
ak
as
uz
uc
.co
.jp

人
材
育
成
を
会
社
方
針
に
掲
げ
、
真
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
技

術
者
の
育
成
を
目
指
し
て
、
専
門
技
術
力
の
向
上
と
資
格
取
得
に
向

け
て
の
教
育
・
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、
社
員
の
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
形
成
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

【
関
西
支
部
】

（
株
）
潮
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

奈
良
県
香
芝
市
瓦
口
21
15

な
し

U
RL
：
ht
tp
://
w
w
w
.u
sh
io
-w
a.c
o.j
p

T
EL
：
07
45
-7
7-
11
66

M
ai
l：
uh
se
00
8@
us
hi
o-
w
a.c
o.j
p

創
業
以
来
43
年
、
地
域
社
会
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
水
道
、
下
水
道

な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
整
備
を
通
し
て
地
域
に
貢
献
し
た
い
と
念

願
し
て
い
ま
す
。
弊
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
採
用
情
報
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

（
株
）
エ
ー
ス

京
都
市
下
京
区
七
条
通
木
屋
町
上
る
大
宮
町
20
5
5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.ac
ek
yo
to
.co
m
/

T
EL
：
07
5-
36
1-
13
26

M
ai
l：
eb
id
@
ac
ek
yo
to
.co
.jp

弊
社
は
京
都
を
本
拠
地
に
、創
業
19
65
年
以
来
総
合
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
と
し
て
幅
広
い
社
会
資
本
の
分
野
で
調
査
・
計
画
・
設
計
業
務

を
担
っ
て
い
ま
す
。毎
年
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
て
お
り
ま
す

の
で
、興
味
の
あ
る
方
は
弊
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

関
西
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
株
）

大
阪
府
茨
木
市
上
中
条
2-
10
-2
7

な
し

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.k
an
-g
i.c
o.j
p

T
EL
：
07
2-
62
6-
02
05

M
ai
l：
t_
um
eg
ak
i@
ka
n-
gi
.co
.jp

近
畿
一
円
自
治
体
の
上
下
水
道
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
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加
盟
会
員
会
社

本
社
住
所

学
生
の

キ
ャリ
ア

形
成

支
援
制
度

ア
ク
セ
ス
・
問
い
合
わ
せ
先

採
用
担
当
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

（
株
）
寛
設
計
事
務
所

大
阪
府
大
阪
市
北
区
西
天
満
5-
2-
18

三
共
ビ
ル
東
館
�

な
し

U
RL
：
ht
tp
://
w
w
w
.e-
ka
n.
co
.jp
/

T
EL
：
06
-6
36
4-
92
82

M
ai
l：
-

当
社
の
事
業
内
容
、
並
び
に
募
集
予
定
等
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

協
和
設
計
（
株
）

大
阪
府
茨
木
市
丑
寅
2-
1-
34

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.k
yo
w
as
k.
co
.jp

T
EL
：
07
2-
62
7-
93
51

M
ai
l：
in
fo
@
ky
ow
as
k.
co
.jp

当
社
の
事
業
内
容
、
並
び
に
募
集
予
定
等
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

（
株
）
極
東
技
工
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

大
阪
府
吹
田
市
南
金
田
2-
3-
26

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.k
gc
21
.co
.jp

T
EL
：
06
-6
38
4-
77
71

M
ai
l：
re
cr
ui
t@
kg
c2
1.c
o.j
p

上
下
水
道
を
始
め
と
し
た
水
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
調
査
・
計
画
・
設
計
業

務
を
通
じ
、人
々
の
安
心
・
安
全
な
生
活
と
環
境
保
護
に
貢
献
し
て
い
ま

す
。ノ
ー
残
業
デ
ー
・
ノ
ー
残
業
マ
ン
ス
の
導
入
や
奨
学
金
返
還
支
援
制

度
な
ど
、社
員
の
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

近
畿
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
（
株
）

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
谷
町
2-
6-
4

谷
町
ビ
ル

な
し

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.k
in
gi
.co
.jp

T
EL
：
06
-6
94
6-
57
71

M
ai
l：
in
fo
@
ki
ng
i.c
o.j
p

当
社
の
事
業
内
容
、
並
び
に
募
集
予
定
等
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

（
株
）
三
水
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

大
阪
府
大
阪
市
北
区
中
之
島
6-
2-
40

中
之
島
イ
ン
テ
ス

4日
以
内

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.3w
co
n.
co
.jp

T
EL
：
06
-6
44
7-
81
81

M
ai
l：
in
fo
@
3w
co
n.
co
.jp

重
要
な
生
活
密
着
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
上
下
水
道
を
行
政
と
と
も
に
守

り
、
社
会
に
貢
献
し
て
い
る
会
社
で
す
。
社
員
一
人
ひ
と
り
が
の
び

の
び
と
働
く
こ
と
が
で
き
る
労
働
環
境
を
整
備
し
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
と
働
き
が
い
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

（
株
）
シ
ー
ド
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

奈
良
県
奈
良
市
芝
辻
町
2-
10
-6

4日
以
内

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.se
ed
co
n.
co
.jp

T
EL
：
07
42
-3
3-
27
55

M
ai
l：
so
um
u@
se
ed
co
n.
co
.jp

「
快
適
な
社
会
環
境
を
創
造
す
る
企
業
」
と
し
て
、
豊
か
で
快
適
な
社

会
環
境
の
創
造
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
よ
り
社
会
に
貢
献
し
て
い
ま

す
。

（
株
）
昭
和
設
計

大
阪
府
大
阪
市
北
区
豊
崎
4-
12
-1
0

昭
和
設
計
大
阪
ビ
ル

な
し

U
RL
：
ht
tp
://
w
w
w
.sh
ow
a-
se
kk
ei
.co
.jp

T
EL
：
06
-7
17
4-
87
70

M
ai
：
t-f
uj
iw
ar
a@
sh
ow
as
ek
ke
i.c
o.j
p

上
水
・
下
水
道
に
関
わ
る
計
画
・
設
計
を
行
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

と
一
緒
に
「
水
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
よ
る
社
会
貢
献
」
を
さ
れ
ま
せ
ん

か
。
皆
様
の
エ
ン
ト
リ
ー
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
株
）
相
互
設
計
事
務
所

兵
庫
県
三
木
市
大
村
11
14

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.so
ug
o-
se
kk
ei
.co
.jp

T
EL
：
07
94
-8
3-
63
62

M
ai
l:s
ou
m
u@
so
ug
o-
se
kk
ei
.co
.jp

当
社
は
上
下
水
道
設
計
の
プ
ロ
集
団
と
し
て
、こ
れ
ま
で
半
世
紀
以
上

に
渡
り
実
績
を
積
み
上
げ
て
来
ま
し
た
。蛇
口
を
捻
れ
ば
当
た
り
前
の

よ
う
に
出
て
く
る「
水
」私
た
ち
は
、そ
ん
な「
当
た
り
前
」を
支
え
、

皆
さ
ま
の
暮
ら
し
に「
安
心
」「
安
全
」を
提
供
す
る
会
社
で
す
。

（
株
）
浪
速
技
研
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

大
阪
府
茨
木
市
下
穂
積
1-
2-
29

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.n
an
iw
a-
gi
ke
n.
co
.jp

T
EL
：
07
2-
62
3-
36
95

M
ai
l：
so
um
u@
na
ni
w
a-
gi
ke
n.
co
.jp

社
会
基
盤
を
支
え
、
業
界
一
の
顧
客
満
足
を
得
ら
れ
る
地
域
密
着
型

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
目
指
し
て
い
ま
す
。『
財
産
は
人
材
』
を
テ
ー

マ
に
、
一
人
一
人
が
の
び
の
び
と
働
け
る
職
場
環
境
整
備
、
さ
ら
に

人
材
の
育
成
・
教
育
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
株
）
西
日
本
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

滋
賀
県
草
津
市
矢
橋
町
64
9

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
://
w
w
w
.n
gc
on
.co
.jp

T
EL
：
07
7-
56
2-
49
43

M
ai
l：
ng
c@
ng
co
n.
co
.jp

着
実
に
成
長
を
続
け
る
西
日
本
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。
大
阪
・
滋

賀
・
三
重
に
腰
を
す
え
、
私
た
ち
と
と
も
に
成
長
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
！
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加
盟
会
員
会
社

本
社
住
所

学
生
の

キ
ャリ
ア

形
成

支
援
制
度

ア
ク
セ
ス
・
問
い
合
わ
せ
先

採
用
担
当
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

（
株
）
日
建
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
谷
町
6-
4-
3

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
://
w
w
w
.n
ik
ke
n-
gc
on
.co
.jp

T
EL
：
06
-6
76
6-
39
00

M
ai
l：
in
fo
@
ni
kk
en
-g
co
n.
co
.jp

随
時
受
付
に
て
募
集
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
進
路
方
針
を
ご
検
討
さ

れ
て
い
る
方
々
等
、
お
話
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ま
の
エ

ン
ト
リ
ー
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
株
）
日
産
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
南
久
宝
寺
町
3-
1-
8

4日
以
内

U
RL
：
ht
tp
://
w
w
w
.n
iss
an
-g
iju
ts
u.
co
.jp

T
EL
：
06
-6
24
3-
23
60

M
ai
l：
jin
ji@
ni
ss
an
-g
iju
ts
u.
co
.jp

事
業
の
実
現
や
発
展
も
、
人
（
社
員
）
の
力
な
く
し
て
で
き
る
も
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
当
社
で
は
、
残
業
時
間
の
削
減
や
作
業
環
境
の
向
上
な

ど
、
長
く
快
適
に
働
け
る
職
場
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
エ
ン
ト
リ
ー
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
株
）
日
本
イ
ン
シ
ー
ク

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
南
本
町
3-
6-
14

イ
ト
ゥ
ビ
ル

4日
以
内

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.in
sie
k.
co
.jp

T
EL
：
06
-6
28
2-
03
31

M
ai
l：
sh
in
so
ts
us
ai
yo
u@
in
sie
k.
co
.jp

当
社
独
自
の
CI
T最
先
端
技
術
と
総
合
し
た
技
術
力
で
、私
た
ち
は
人
々

の
生
活
と
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
ま
す
。一
人
ひ
と
り
の
成
長
の
機
会
を

大
切
に
、充
実
し
た
人
材
育
成
の
場
を
も
っ
て
皆
さ
ん
を
お
迎
え
し
ま

す
。ま
ず
は
お
話
か
ら
・
・
・
で
も
構
い
ま
せ
ん
。お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

日
本
技
術
サ
ー
ビ
ス
（
株
）

兵
庫
県
神
戸
市
東
灘
区
住
吉
東
町
3-
11
-2

4日
以
内

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.n
es
-so
lu
tio
n.
co
.jp

T
EL
：
07
8-
84
1-
45
85

M
ai
l：
in
fo
@
ne
s-s
ol
ut
io
n.
co
.jp

当
社
は
、
将
来
を
見
据
え
、
継
続
し
て
発
展
し
続
け
る
こ
と
を
常
に

考
え
、
会
社
全
体
で
一
歩
ず
つ
総
合
力
を
高
め
る
よ
う
に
努
力
を
続

け
て
お
り
、
部
門
や
組
織
に
と
ら
わ
れ
ず
、
会
社
が
一
体
と
な
っ
て

目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

（
株
）
ニ
ュ
ー
ジ
ェ
ッ
ク

大
阪
府
大
阪
市
北
区
本
庄
東
2-
3-
20

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
://
w
w
w
.n
ew
je
c.c
o.j
p/

T
EL
：
01
20
-2
19
-3
14

M
ai
l：
jin
ji@
ne
w
je
c.c
o.j
p

上
下
水
道
は
私
た
ち
に
一
番
身
近
な
イ
ン
フ
ラ
。
こ
れ
に
か
か
わ
る

仕
事
で
社
会
に
貢
献
し
ま
せ
ん
か
？
当
社
で
は
、
上
下
水
道
の
調

査
・
計
画
・
設
計
な
ど
、
幅
広
い
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

と
一
緒
に
、
よ
り
良
い
社
会
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
株
）
不
二
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

大
阪
府
柏
原
市
安
堂
町
1-
29

な
し

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.fu
ni
.co
.jp

T
EL
：
07
2-
97
3-
07
21

M
ai
l：
-

当
社
の
事
業
内
容
、
並
び
に
募
集
予
定
等
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
中
国
・
四
国
支
部
】

朝
日
設
計
（
株
）

香
川
県
高
松
市
郷
東
町
79
2-
17

4日
以
内

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.as
ah
i-s
ek
ke
i.c
o.j
p

T
EL
：
08
7-
88
1-
05
05

M
ai
l：
gy
om
u@
as
ah
i-s
ek
ke
i.c
o.j
p

会
社
創
立
60
年
、香
川
県
を
拠
点
に
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
根
幹
で
あ
る
水

道
分
野
で
、地
域
に
精
通
し
た
質
の
高
い
技
術
力
に
よ
り
水
道
事
業
発

展
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。快
適
な
職
場
環
境
、社
員
で
フ
ォ
ロ
ー

し
あ
う
社
風
で
す
。詳
し
く
は
就
職
情
報
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
株
）
荒
谷
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

広
島
県
広
島
市
中
区
江
波
本
町
4-
22

4日
以
内

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.ar
at
an
i.c
o.j
p

T
EL
：
08
2-
29
2-
54
81

M
ai
l：
ki
ka
ku
-r@
ar
at
an
i.c
o.j
p

生
活
に
欠
か
せ
な
い
水
を
供
給
す
る「
井
戸
掘
り
屋
」の
創
業
か
ら
10
0余

年
、一
貫
し
て
社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。中
・
四
国

に
精
通
し
た
総
合
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
、ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両

面
か
ら
地
域
に
寄
り
添
い
、貢
献
し
、地
域
と
共
に
在
り
続
け
る
会
社
で
す
。

（
株
）
ウ
エ
ス
コ

岡
山
県
岡
山
市
北
区
島
田
本
町
2-
5-
35

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
://
w
w
w
.w
es
co
.co
.jp

T
EL
：
08
6-
25
4-
24
02

M
ai
l：
jin
ji@
w
es
co
.co
.jp

当
社
は
、施
設
長
寿
命
化
、施
設
更
新
な
ど
、多
様
な
調
査
・
計
画
・
設

計
業
務
を
通
じ
て
上
下
水
道
事
業
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。総
合

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
、航
空
レ
ー
ザ
ー
測
量
、三
次
元
計
測
技

術
等
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
防
災
関
連
業
務
も
推
進
し
て
い
ま
す
。
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（
株
）
エ
イ
ト
日
本
技
術
開
発

岡
山
県
岡
山
市
北
区
津
島
京
町
3-
1-
21

4日
以
内

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.ej
ec
.ej
-h
ds
.co
.jp

T
EL
：
03
-5
34
1-
51
52

M
ai
l：
re
cr
ui
t@
ej
-h
ds
.co
.jp

全
国
各
地
で
上
下
水
道
を
含
む
様
々
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
設
計
・
計

画
・
維
持
管
理
で
活
躍
す
る
総
合
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
す
。イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
等
を
通
し
て
、当
社
の
仕
事
や
社
風
を
感
じ
、業
界
の
理
解
に
繋

げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

サ
ン
エ
ー
設
計
（
株
）

香
川
県
高
松
市
松
縄
町
11
42
-8

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
://
w
w
w
.sa
ne
ic
op
.co
.jp

T
EL
：
08
7-
86
8-
51
00

M
ai
l：
in
fo
@
sa
ne
ic
op
.co
.jp

香
川
県
内
を
中
心
に
徳
島
、
愛
媛
、
高
知
、
岡
山
県
内
の
地
方
自
治

体
か
ら
発
注
さ
れ
る
公
共
下
水
道
の
施
設
及
び
管
渠
の
調
査
・
計

画
・
設
計
を
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
し
、
地
域
の
発
展
と
社
会
基
盤
整

備
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

（
株
）
親
和
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

愛
媛
県
松
山
市
久
米
窪
田
町
87
0-
5

4日
以
内

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
://
w
w
w
.sg
c-
ce
.co
.jp

T
EL
：
08
9-
97
5-
48
51

M
ai
l：
sh
in
w
a-
gc
@
sg
c-
ce
.co
.jp

昭
和
46
年
の
会
社
設
立
よ
り
愛
媛
県
下
に
て
蓄
積
し
て
き
た
、
社
会

資
本
整
備
（
道
路
・
河
川
・
公
園
・
橋
梁
・
上
下
水
道
）
の
技
術
力

を
駆
使
し
SD
Gs
宣
言
に
よ
り
事
業
活
動
を
通
し
て
の
取
組
を
続
け

て
い
ま
す
。

（
株
）
大
広
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

広
島
県
広
島
市
西
区
南
観
音
7-
13
-1
4

4日
以
内

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
://
w
w
w
.d
ai
ko
-e
ng
.co
.jp

T
EL
：
08
2-
29
1-
13
13

M
ai
l：
in
fo
@
da
ik
o-
en
g.
co
.jp

広
島
・
山
口
県
を
基
盤
と
し
て
、上
下
水
道
事
業
を
中
心
に
、調
査
・

計
画
・
設
計
・
施
工
管
理
な
ど
の
業
務
を
通
じ
て
き
め
細
や
か
な
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
心
が
け
、
中
国
地
域
の
発
展
と
と
も
に
歩
ん
で

い
ま
す
。

（
株
）
巽
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

山
口
県
光
市
光
ケ
丘
5-
1

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
://
w
w
w
.ta
ts
um
ise
kk
ei
.co
.jp

T
EL
：
08
33
-7
1-
26
83

M
ai
l：
in
fo
@
ta
ts
um
ise
kk
ei
.co
.jp

19
61
年（
昭
和
36
年
）設
立
の
土
木
設
計
・
建
築
設
計
を
行
う
総
合
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
、山
口
県
内
を
中
心
に
人
と
自
然
が
調
和
す
る
地
球

環
境
を
創
造
し
、社
会
資
本
の
構
築
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。健
康
経
営
・
働

き
方
改
革
に
取
り
組
み
、信
頼
さ
れ
る
10
0年
企
業
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

中
国
水
工
（
株
）

山
口
県
宇
部
市
あ
す
と
ぴ
あ
2-
1-
25

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
://
w
w
w
.ch
u-
su
i.c
o.j
p

T
EL
：
08
36
-5
2-
88
10

M
ai
l：
cs
c@
ch
u-
su
i.c
o.j
p

山
口
県
の
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
る
「
水
」
の
専
門
技
術
者
集
団
で

す
。
計
量
証
明
事
業
（
水
質
分
析
等
）
も
含
め
総
合
的
な
環
境
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

中
電
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
株
）

広
島
県
広
島
市
南
区
出
汐
2-
3-
30

5日
以
上

U
RL
:�h
tt
ps
://
w
w
w
.ce
cn
et
.co
.jp

T
EL
：
08
2-
25
6-
33
41

M
ai
l：
iw
as
ak
i@
ce
cn
et
.co
.jp

「
技
術
を
磨
き
、
技
術
を
競
い
、
技
術
で
選
ば
れ
る
技
術
創
造
企
業
」

を
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
掲
げ
「
磨
く
、
競
う
、
選
ば
れ
る
」
と
い
う
プ
ロ

セ
ス
を
循
環
さ
せ
る
こ
と
で
継
続
的
に
成
長
し
中
国
地
域
を
基
盤
と

し
て
広
域
へ
展
開
す
る
技
術
創
造
企
業
で
す
。

（
株
）
都
市
工
学
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

広
島
県
広
島
市
南
区
段
原
山
崎
2-
2-
17

な
し

U
RL
：
ht
tp
://
w
w
w
.to
sh
ik
ou
ga
ku
.co
.jp

T
EL
：
08
2-
56
7-
51
88

M
ai
l：
t-y
an
o@
to
sh
ik
ou
ga
ku
.co
.jp

地
域
密
着
型
（
広
島
県
中
心
）
の
上
下
水
道
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

で
あ
り
、
若
い
仲
間
と
と
も
に
社
会
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
当
社
の

特
徴
は
社
員
年
齢
構
成
が
若
く
、
時
代
に
見
合
っ
た
意
識
（
改
革
）

を
有
し
た
男
女
を
問
わ
ず
働
き
や
す
い
企
業
で
あ
り
ま
す
。

冨
士
設
計
（
株
）

高
知
県
高
知
市
百
石
町
1-
12
-1
5

な
し

U
RL
：
ht
tp
://
w
w
w
.fu
jis
k.
co
.jp

T
EL
：
08
8-
83
7-
17
01

M
ai
l：
ei
gy
ou
@
fu
jis
k.
co
.jp

「
豊
か
で
快
適
な
水
環
境
づ
く
り
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
す
る
」
を

企
業
理
念
に
掲
げ
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
水
の
総
合
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
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復
建
調
査
設
計
（
株
）

広
島
県
広
島
市
東
区
光
町
2-
10
-1
1

4日
以
内

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.fu
kk
en
.co
.jp

T
EL
：
05
0-
90
02
-1
71
5

M
ai
l：
jin
ji@
fu
kk
en
.co
.jp

戦
後
の
国
土
再
建
か
ら
始
ま
り
、
地
質
調
査
、
測
量
、
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
3つ
の
分
野
を
中
心
に
技
術
を
蓄
積
・
向
上
さ
せ
、
総

合
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
国
づ
く
り
の
一
端
を
担
っ
て
い
ま

す
。

（
株
）
菱
和
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

愛
媛
県
松
山
市
東
長
戸
1-
1-
26

な
し

U
RL
：
ht
tp
://
k-
ry
ow
a.p
-k
it.
co
m

T
EL
：
08
9-
92
3-
00
35

M
ai
l：
ke
iri
@
s-r
yo
w
a.c
o.j
p

長
い
経
験
と
新
し
い
技
術
を
融
合
さ
せ
、
時
代
の
変
化
に
即
応
し
つ

つ
発
注
者
の
ニ
ー
ズ
に
か
な
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

【
九
州
支
部
】

朝
倉
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
株
）

福
岡
県
福
岡
市
南
区
大
楠
1-
4−
22

な
し

U
RL
：
ht
tp
://
w
w
w
.as
ac
on
.co
.jp

T
EL
：
09
2-
40
6-
89
10

M
ai
l：
gy
ou
m
u@
as
ac
on
.co
.jp

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
、
開
発
申
請
業
務
並
び
に
上
下
水
道

施
設
、
水
環
境
施
設
の
計
画
検
討
・
設
計
を
得
意
と
し
、
専
門
知
識

と
経
験
を
も
と
に
常
に
前
向
き
で
、
効
率
の
良
い
技
術
及
び
計
画
の

提
案
・
検
討
を
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。

ア
ジ
ア
エ
ン
ヂ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
株
）

福
岡
県
福
岡
市
南
区
清
水
1-
14
-8

4日
以
内

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
://
w
w
w
.as
ia
-e
.co
.jp

T
EL
：
09
2-
55
3-
28
00

M
ai
l：
as
ia
@
as
ia
-e
.co
.jp

創
業
以
来
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
、
地
域
社
会
の
繁
栄
と

人
々
の
幸
せ
の
た
め
に
貢
献
し
て
参
り
ま
し
た
。
40
年
以
上
培
っ
て

き
た
技
術
、
ノ
ウ
ハ
ウ
に
よ
り
、
時
代
に
合
わ
せ
た
ア
イ
デ
ア
を
提

供
で
き
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

（
株
）
エ
コ
・
プ
ラ
ン

長
崎
県
長
崎
市
松
原
町
26
48
-2

な
し

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.ec
op
la
n-
w
at
er
.co
.jp

T
EL
：
09
5-
81
4-
93
30

M
ai
l：
da
ih
yo
u@
ec
op
la
n-
w
at
er
.co
.jp

平
成
5年
創
業
以
来
、
主
に
水
道
事
業
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
業

務
に
携
わ
っ
て
参
り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
13
年
か
ら
は
、
水
道
の
維

持
管
理
に
関
す
る
部
署
を
設
立
し
、
水
中
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
用
し
た
調

査
、
閉
鎖
性
水
域
の
水
質
改
善
装
置
の
開
発
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。

九
州
水
工
設
計
（
株
）

佐
賀
県
佐
賀
市
鍋
島
5-
7-
24

4日
以
内

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
://
w
w
w
.q
-su
ik
o.c
o.j
p

T
EL
：
09
52
-3
2-
11
05

M
ai
l：
sh
im
ok
aw
a@
q-
su
ik
o.c
o.j
p

佐
賀
県
内
唯
一
の
水
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
47
年
の
実
績
と
信
頼

を
着
実
に
積
み
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。
今
後
も
限
り
あ
る
資
源
で
あ

る
水
を
活
か
す
技
術
を
提
案
す
る
こ
と
で
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
企

業
と
し
て
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

共
立
設
計
（
株
）

熊
本
県
熊
本
市
中
央
区
平
成
3-
8-
1

な
し

U
RL
：
-

T
EL
：
09
6-
33
4-
54
00

M
ai
l：
ya
sh
io
@
ky
or
itu
c.c
o.j
p

創
業
以
来
、
水
道
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
、
地
域
に
密
着
し

た
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
、
55
年
の
経
験
を
基
に
貢
献
し
て
参
り

ま
す
。

（
株
）
ク
ロ
ノ

長
崎
県
長
崎
市
平
野
町
23
-5

な
し

U
RL
：
-

T
EL
：
09
5-
86
5-
96
08

M
ai
l：
ch
ro
no
@
ch
ro
no
20
10
.co
.jp

長
崎
県
内
数
少
な
い「
水
」に
特
化
し
た
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
す
。

①
地
域
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
地
位
向
上

②
技
術
力
の
次
世
代
へ
の
継
承

あ
ら
ゆ
る
技
術
を
追
求
し
て
い
き
ま
す
。

第
一
復
建
（
株
）

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
上
牟
田
1-
17
-9

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
s:/
/w
w
w
.d
fk
.co
.jp

T
EL
：
09
2-
41
2-
22
30

M
ai
l：
in
fo
@
df
k.
co
.jp

70
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
総
合
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
す
。創
業
以
来
、豊
か
な

国
土
の
実
現
と
社
会
資
本
整
備
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。今
後
の
多
様
化
す
る
イ
ン

フ
ラ
整
備
に
対
応
す
る
た
め
、常
に
新
た
な
技
術
に
目
を
向
け
、自
分
自
身
を
育
て

る
向
上
心
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
の
あ
る
方
、そ
ん
な
人
材
を
求
め
て
い
ま
す
。
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（
株
）
太
平
設
計

福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
北
区
下
富
野
1-
6-
21

4日
以
内

5日
以
上

U
RL
：
ht
tp
://
w
w
w
.ta
ih
ei
-se
kk
ei
.co
.jp

T
EL
：
09
3-
55
1-
14
13

M
ai
l：
in
fo
@
ta
ih
ei
.se
kk
ei
.co
.jp

19
70
年
創
業
以
来
、
社
会
資
本
整
備
の
一
翼
を
担
う
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
と
し
て
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
貢
献
し
て
参
り
ま
し
た
。
近
年
、

頻
発
す
る
自
然
災
害
へ
の
対
応
な
ど
多
様
化
・
高
度
化
す
る
ニ
ー
ズ

に
使
命
感
を
持
っ
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
株
）
タ
イ
ヨ
ー
設
計

福
岡
県
久
留
米
市
御
井
旗
崎
1-
3-
4

4日
以
内

U
RL
：
ht
tp
://
w
w
w
.ta
iy
o-
se
kk
ei
.n
et

T
EL
：
09
42
-4
1-
17
17

M
ai
l:�
ta
iy
o-
se
kk
ei
@
y6
.d
io
n.
ne
.jp

創
業
以
来
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
、
地
域
社
会
の
繁
栄
と

人
々
の
幸
せ
の
た
め
に
貢
献
し
て
参
り
ま
し
た
。
40
�年
以
上
培
っ

て
き
た
技
術
、
ノ
ウ
ハ
ウ
に
よ
り
、
時
代
に
合
わ
せ
た
ア
イ
デ
ア
を

提
供
で
き
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
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上
下
水
道
や
地
域
づ
く
り
等
の
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト（
県
や
市
町
村
の

相
談
役
）と
し
て
、快
適
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
ま
す
。ま
た
、社
員
の
能
力
を
活
か
す
と
と
も
に
、社
員
と
そ
の
家
族

の
安
心
で
安
定
し
た
生
活
の
確
保
を
目
指
し
た
経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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上
下
水
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工
業
用
水
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・
道
路
・
河
川
・
橋
梁
・
土
木
・
建
築
・

ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
な
ど
、
人
々
の
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る
基
盤

イ
ン
フ
ラ
全
般
の
、
企
画
・
設
計
・
監
理
を
含
め
た
総
合
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
事
業
を
手
が
け
て
い
ま
す
。
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創
業
以
来
、上
水
道
施
設
の
調
査
・
計
画
・
設
計
・
監
理
等
水
の
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
と
し
て
、地
域
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
貢
献
し
て
来
ま
し
た
。

建
設
か
ら
維
持
の
時
代
に
移
る
中
で
、コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
果
た
す
役
割
の

重
要
度
は
増
し
て
お
り
、そ
れ
に
応
え
る
資
質
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
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昭
和
53
年
創
業
以
来
、
上
水
道
を
軸
と
し
た
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
調

査
・
計
画
・
設
計
等
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
社
員
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
バ
ラ
ン
ス
の
充
実
と
人

材
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
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それは、大地を読むことからはじまる。

そこにものを創るとき、私たちは真っ先に大地の声を聴き、大地の表情を見つめます。

人類の発展への近道を急ぐだけでなく、大地のあるべき姿との調和を図ること。

それが私たち「三協技術」の仕事の出発点です。

公益社団法人全国上下水道コンサルタント協会会員

株式会社 三協技術 
代表取締役 髙 橋  郁 

本社 〒980-0803 宮城県仙台市青葉区国分町三丁目 8 番 14号 

TEL０２２（２２４）５５０３ FAX０２２（２２４）５５２６

ISO 14001

ISO 27001

ISO 9001 

ISO 55001 取得 

公社

細洞　克己







押領司　重　昭
山　﨑　義　広

中 部 支 社 名古屋市中区栄2丁目11番19号〒460-0008 TEL.（052）684-9300 ㈹　FAX.（052）684-9301

（公社）
（一社）

調査・計画・設計から
施工監理まで

一貫した業務を行っています

(公社)全国上下水道コンサルタント協会会員

本　　社／名古屋市中区錦1－8－6（ONEST名古屋錦スクエア） ☎ 052-232-6032㈹
東京支社／東京都千代田区五番町14（国際中正会館ビル）　　　　　 　☎ 03-6261-3710㈹
大阪支社／大阪市中央区内本町1－3－5（いちご内本町ビル）
事務所／札幌・仙台・茨城・取手・群馬・北関東・千葉・鎌ヶ谷・神奈川・新潟・佐渡・静岡・三島・長野・飯田・豊橋・岐阜・三重・伊賀
　　　　富山・福井・嶺南・京都・奈良・滋賀・神戸・岡山・広島・和歌山・鳥取・島根・山口・岩国・松山・徳島・香川・九州・熊本・長崎

道
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廃

般
全
業
事
共
公
等
道
鉄
・
川
河
・
路
道
業務内容

品質方針／顧客に信頼と満足を提供　　品質目標／顧客第一、品質向上、社内協調

B

代表取締役社長 庄 村　昌 明

☎ 06-4794-7001㈹



松尾禎泰

（公社）全国上下水道コンサルタント協会会員

本　　社　〒805-0031 福岡県北九州市八幡東区西本町 2-5-5　TEL:093-661-4970　FAX:093-661-8962

東京本部　〒135-0047 東京都江東区富岡 1-26-18　　　　　　TEL:03-5621-6790　FAX:03-5621-6793

広島支店　〒730-0041 広島県広島市中区小町 4-16　　　　　 TEL:082-242-2610　FAX:082-245-4592
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代表取締役社長

*** 水コンサルタントになろう ***

　上下水道コンサルタント（水コンサルタント）は、地球規模で環境を保全することを常に自覚し、安全
でおいしい水を提供するとともに、汚れた水を処理するための技術を社会に提供することで、我が国の水
と環境を守る社会資本整備において重要な役割を担っています。とてもやりがいのある仕事です。
　あなたも水コンサルタントになって、私たちと一緒に社会に貢献しませんか？
　詳しくは水コンサルタント紹介動画をご視聴ください。

　https://www.suikon.or.jp/consultant/about/recruitment.html

水 道 編 下水道編

SDGs編 SDGs水道編
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　皆様、明けましておめでとうございます。
　新型コロナウィルス感染症が５類に移行して半年が過ぎ、景気は全体的に
緩やかに回復してきているようです。一時は元の生活に戻れるのかと非常に
閉塞感を感じておりましたが、それも次第に薄れ、気持ちの上ではかなり楽
になってきました。しかし、コロナが完全になくなったわけではなく、これ
からも慎重に付き合っていく必要がありそうです。
　世界に目を向けますと、地球温暖化が要因とされる異常気象は収まる気配
がなく、各地で水害や大規模火災、干ばつなどの自然災害が多発しています。
さらに、ウクライナ戦争やパレスチナを巡る戦闘とこれに連動した争いなど、
かけがえのない命や自然環境が損なわれる状況にあります。
　国内においてもこうした状況を背景に、エネルギー問題、少子高齢化など
の諸問題をはじめ、上下水道において取り組むべき課題は多くあります。今
回は、次世代に向けて、継続して国民生活を支えていくインフラ施設として、
必要な対策の事例について紹介していただきました。

　本年は辰年です。「辰」すなわち「竜」は水の中に棲むと言われており、何
かしら水コンサルタントとは縁がありそうで親近感を覚えます。一方で嵐を
呼び、竜巻となって天に昇るのだそうです。竜の神様が静かに水の中で暮ら
してくださることを願ってやみません。穏やかな一年になりますように。

K.S

幡　豆　英　哉
事務局
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豊かな地球 水のあるくらし─私たちの原点です
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